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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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あとがき






プロローグ

嫉妬の女王










　あたしは美しかったわ。この世界の何よりも。太陽よりも、宝石よりも、人類の歴史に存在してきたどんな美人よりも更に更に、美しかった。

　誰だれもがそれを知るべきだし。

　諸もろ手てを挙げて褒め称えるべきだし。

　全世界で永久的にあたしの美び貌ぼうを守りつづける努力をするべきよ。

　それなのに。




　理解できない俗物どもが！
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　三年前、あたしは幸福の絶頂にいた。

「天才奇術師――ムーン＝レインボウの入場です！」

　満員御礼の観客席。照りつけてくるスポットライト。厳かな演奏。鳴りやまない拍手の音。いったい世界でどれだけの人間が、あたしと同じだけの注目を受け、大衆から名前を熱っぽく叫ばれたかしら。

　ムーン。ムーン。天才奇術師、ムーン＝レインボウ。

　誰もがその名前に畏い怖ふを覚えるべきだし、歴史学者は迷わずあたしの名前を過去の英霊に加えるべきよ。誰もがあたしを天才と呼んだわ。涙を流してあたしという奇跡に感動したわ。当然よ、あたしは凡人どもとはちがうんだから。あたしと同じ時代に生まれたことを誰もが神に感謝するべきだわ。

　あたしは得意になっていた。浮かれて傲ごう慢まんになっていた。自分は選ばれた人間だと思っていたし、あたし以外の人間は全員あたしを引きたてるために生まれてきた劣等者だと信じていた。

　その劣等者に裏切られるまでは。

　裏切り者は同じ一座の下らない女だった。
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　あたしは名前を思いだすも穢けがらわしいスラム街で生まれ、また幼少時をすごした。毎日のように誰かの命が失われ、空気は悪く、ろくに食事もできず、貨幣一枚で親友が背中から刺しにくる腐れた町。

　あたしはそこから這はいあがってきたのよ。路上で大道芸をやることから始めて、地道に、他の何を捨てても己の技を磨くことに努めたわ。他の連中が呑のん気きに温かなベッドで眠っているときにも、寒空の下で手品の練習をしていたわ。

　人間は天才として生まれるんじゃない。天才になるんだ。天才になれなかった人間は、みんなみんな死にもの狂いの努力をしなかった怠け者だわ。みんな馬ば鹿かだ、愚かだ、貴重な人生の時間を浪費するだけの俗物だ。

　道路の端っこに座りこみ、通りすがる同年代の子供を眺めてそんなことばかりを考えていた。妬ねたましかった。何の苦労もしていない他の子供たちが、血ち反へ吐どまみれで生きている自分よりも幸福になるなんて許せなかった。

　見返してやる。今、幸福を当たり前だと思って努力をしない俗物どもをみんなみんなみんな。高みから見下ろして、あんたたちは人生に失敗したんだと馬鹿にしてやる。

　あたしは幸福になる資格があるのよ！

　誰だれよりも我慢し、誰よりも努力し、誰よりも幸福になることに貪どん欲よくだもの！

　ぬるま湯のような日々をすごし、口を開けて待っていれば誰かが幸せを運んでくれると盲信している愚か者ども、みんなみんな馬鹿にしてやる！　偉くなって、綺き麗れいになって、素晴らしい人間になって、馬鹿にしてやる！

　その嫉しつ妬とまみれの劣等感を原動力に、あたしは世界の頂点まで昇りつめたはずだった。

　街角で芸を披露していて、ＴＶのディレクターとやらが現れて勧誘してきたときも当たり前だと思ったわ。あたしは天才だもの、当然よ。世界があたしを認めるのは必然よ。だってあたしは選ばれた人間だもの！　幸福になるべき、そこらの俗物とはちがってきちんと生きている人間だもの！

　とんとん拍子に有名になり、誰もがあたしを賞賛するようになるまで時間はかからなかったわ。けれどまだ周りの評価はあたしの自尊心に追いついていなかった。まだよ。もっと、もっと褒めて、もっともっとあたしを見て、もっともっともっとあたしに嫉妬し、悔しがり、安穏と日々を貪むさぼっていた自分を恥じればいい！　あはははは！　あたしはあんたたちとはちがうんだから！　罵ののしればいい、どうせ負け犬の遠とお吠ぼえよ！　せいぜい歯は噛がみして羨せん望ぼうしなさいよ！　俗物どもが！　俗物どもが！

　あたしを嫉妬すればいい！　己の愚かさを悔いればいい！　それこそが、あたしにとって最高の幸福！　笑いが止まらないわ！　あはははは！　ははは！　どうして自分はムーン＝レインボウのように幸福ではないのかって、自問自答して、せいぜい嫉妬に狂って悶もだえればいいわ！

　悲鳴をあげてあたしを妬め！　絶望しきってあたしを嫉そねめ！　その苦痛、身を千切られるほどの悔恨だけがあたしを癒いやす！

　俗物どもが！　嫉妬しろ！　あははは！　あははははははは！
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　名前を口にするのも苛いらつくから、あの女とだけ呼んでおく。あの女は努力もせずに親のコネだけで芸人になった、あたしの最も嫌いな人種で、己の技術を磨こうともせず、ぴいちくぱあちくご機嫌とりの囀さえずりをして、周りの人間に気にいられようと媚こびを売ることだけに腐心していた。困ったことがあったらすぐに安全な位置に避難して誰だれかに助けてもらい、難しいことに直面したら、解決しようとはせずすぐに逃げだした。

　そのくせ世渡りだけは上手だったから、誰もが彼女にちやほやした。

　反対に、俗物どもと付きあうつもりのなかったあたしは孤立した。

　彼女らにとって、自分の技を極めることよりも、より良い舞台へ上がることよりも、今いる場所が心地良いことのほうが優先らしい。人類の至宝たるこの天才奇術師も、場の空気を険悪にする邪魔者としか映らなかったらしい。

　執しつ拗ような嫌がらせがつづいた。あの女が誑たぶらかした男どもに命じてあたしを追いだそうとしたのである。馬ば鹿かげていた。芸で勝負せず下らない誹ひ謗ぼう中傷や、苛いじめごっこであたしを潰つぶそうなどと片腹痛い。

　当然、あたしは彼女の存在すべてを無視し、いつものようにひたすら努力した。

　結果、あの女はいまいち冴さえないままだったが、あたしの名声はぐんぐん上昇していった。良い気分だった。馬鹿を見下すことのなんと幸福なことか。こちらを妬ねたましげに見るあの女の卑屈な目！　どうしてあたしを憎んでいるの？　あんたが認められないのは、あんたが努力をしないからだっていうのに！

　あんまり面白かったんで、とある公演の後、客の歓声と拍手を独り占めにしたあたしは、普通に練習していれば間違いのない芸でミスをした彼女を珍しく嘲あざけった。誓って言うがあたしは彼女みたいに誰かを陥れる嫌がらせをしたり、事実無根な噂うわさ話ばなしを流したりする性分ではない。そうして他人を蹴け落おとす策を弄ろうしている暇があったら、あたしは少しでも研けん鑽さんして己を高めたいと思っていた。

　けれどその時ばかりは、さすがに我慢も限界にきていた。

　毎度毎度、飽きもせず劣等感から嫌がらせをしてくる彼女に、ずばり言ってやりたくなったのだ。

「どうしてあんたが、あたしみたいに褒められないかわかる？」

　俯うつむき、歯は軋ぎしりしている彼女に、あたしは心地良い嗜し虐ぎやく心しんを高ぶらせて告げた。

「あんたがあたしじゃないからよ」

　馬鹿の脳みそにも理解できるように、親切に解説してあげた。

「あたしは選ばれた人間で、あんたは下らない俗物。観客もそれがわかっているのよ。ねぇあんた、あたしと同じだけ努力しないで、あたしと同じだけ褒められようなんて傲ごう慢まんなのよ。あたしに嫌がらせする暇があったら、素人でもできるような芸くらい覚えたら？」

　その直後だった。

　あの女は気が狂ったような声をあげて、隠しもっていた硫酸の瓶をあたしの顔にぶちまけた。背後からはまだ客の歓声が響いていたはずだが、あたしには、あたしの肌が灼やけ爛ただれる嫌な音しか聞こえなかった。
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　それでも信じていたんだ。この世界は公平にできていると。

　神様はきっとどこかに存在していて、因果応報というものをきちんと用意していると。努力すれば、努力しただけ、幸福になれる仕組みになっていると。自分を高めるために研けん鑽さんすれば、それに応じた結果がもたらされると。

　世界は公平で、きっとあたしは幸福になれるはずだった。だって生まれてからずっと努力を怠ったことはなくて、いつも幸福になりたいと思っていたんだから。

　それなのに。それなのに！

　あたしはそれまで芸で稼いだお金を使い、三年の月日をかけ、硫酸で見るも無惨に破壊された顔を整形して元通りにした。そうだ。諦あきらめなければ何度でも復活できるはずだ。あの腐れたスラムからすらあたしは羽ばたいていけた。顔の怪け我がくらい何よ、と返り咲く自分を信じて疑っていなかった。

　天才奇術師、ムーン＝レインボウの入場です！

　満員御礼の観客席。照りつけてくるスポットライト。厳かな演奏。鳴りやまない拍手の音。あの素晴らしい幸福のなかに、まだ戻れるものと心の底から思っていた。

　だってあたしは選ばれた人間で、ただ少し怪我をして休んでいただけで、あたしみたいな天才に代わりはいないんだから、復活すれば誰だれもがまた賞賛してくれるはずだった。

　望みは打ち砕かれた。

　完全に。最悪の形で。

　違和感を覚えたのは、芸を売りこみにいったＴＶ会社が最初だった。

　あたしは門前払いされた。信じられなかった。そのとき言われた台詞せりふを覚えている。

　もうあんたはいいよ。あんたの芸は時代遅れなんだ。客にとっては、あんたの芸はＴＶやゲームと同じ娯楽の一種。他に面白いものがあればすぐに忘れられちまう。

　あんたの代わりなんかいくらでもいるんだよ。

　え？　と思ったわ。信じられなかった。だってあたしは天才のはずでしょ？　あたしの代わりなんかいるわけがない。ねぇ、あたしと同じ芸ができる人間がどのくらいいる？　あたしと同じだけ努力して、技を磨いた人間がどれだけいるっていうのよ！

　そうして騒ぐあたしの前に、あの女、世渡りだけがうまい、あたしの肌を灼やいたくせに――弁護士の腕が良かったのか、さしたる罪もかぶらなかった女が現れた。あいつはあたしを見下し、さも可お笑かしそうに高笑いして、嫌らしい表情で宣告してきた。

「わかる？　あんたは天才でもなんでもないのよ」

　ぶちぶちぶち、と整形した肌に通した手術の糸が綻ほころび、爛ただれた肌が露出していくのを感じた。

「あんたの代わりなんかいくらでもいるのよ。あんたは天才じゃない、特別じゃない、誰だれもあんたを選ばれた人間だなんて思ってない。よくいる芸人の一人、他の娯楽と一緒に消費される俗物の一種ね！　あはははは！」




　俗物どもが。

　俗物どもが！




　どいつもこいつも馬ば鹿かばかりだ。この世に神はいないのか。どうして、どうしてどうして努力した人間が認められない。こんな馬鹿で、愚かで、下等な人間がのうのうと偉そうな顔をして、あたしのような天才がこんな惨めな気持ちにならなくちゃいけないんだ。

　何もかもが間違っている。

　あたしは特別になりたい！　天才で、選ばれた人間で、誰もが賞賛するような人間になりたい！　すぐに忘れ去られてしまう、消費社会の歯車のひとつになりたくないわ！　怖い！　怖い怖い忘れられてしまうのが怖い！　どれだけ努力しても、己を高めても、ちょっとの失敗で認められなくなるのが怖い！

　この世の仕組みは間違ってる！

　公平であるべきよ！　神様！　世界は公平であるべきよ！　あたしは褒め称えられるべきなのに！　神様！　あんたきちんと仕事しなさいよ！

　何もかもが狂っている！　頭おかしいわこんな世界！　間違ってる！　あたしが幸福になれない世界なんか間違ってる！

「あはは、理解したならさっさと消えなよ。昔のひと」

　あの女の一言で完全に理性が消えた。

　何様のつもりだ。

　俗物が！　何様のつもりだ！




　普通なら、そこで終わりだっただろう。怒りと哀かなしみで彩られた、よくある惨めな失敗談だ。けれど、終わらなかった。幸か不幸か、否いな――幸福だったのだろう。

　彷徨さまようひとつの神様の欠片かけらがあたしを見つけ、憎悪に支配された魂に根を張った。




　最弱アルティメットシールドという名前だと後から知ったその欠片は――あたしに告げた、汝なんじの欲することを為なせ。

　気がつくとあたしは女の死体の前、血まみれでそこに立っていた。

　それがたぶん始まり。この世界の終わりの始まり。

　あたしが公平にしてやる。この世界の仕組みを――公平にしてやる。

　綺き麗れいに生まれついただけの白雪姫が幸せになるなんて間違ってる。この世界では、幸福になるために努力を怠らない嫉しつ妬との女王が勝利するべきなのよ。






エピローグ

真実の鏡










　深夜零時三十二分。殺さい原ばら蜜みつ姫き死亡。
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　殺原蜜姫は、自分が人間だったときのことをよく覚えていない。

　遥はるかな昔に砕け散った神様の欠片かけら――その大きな一部分を身体に宿し、不快逆流と呼ばれるそれの特性に耐えられず人格が壊れたのだ。天使と堕天使、因果応報の化身と破滅の化身、どちらも本物の蜜姫ではなく、けれど確実にどちらも蜜姫だった。

　蜜姫は、嫌な女の子だったらしい。

　姉がこっそりもっていた過去の蜜姫が書き記した日記、それを他人の目線で読んで、蜜姫はそんな感想をもった。本当にどこにでもいる、けれど、だからこそ誰だれも救おうと手を差しのべもしない、悪意と自己尊厳で武装した、弱い女の子だった。

　味方は姉だけだった。姉に依存して、人間だった蜜姫は生きていた。

　虚むなしかっただろうし、寂しかっただろう。他人事のように蜜姫は同情した。

　だから、誰かと仲良くなろうと思った。今度こそ失敗せず、他人と触れあうのを怖がらず、お友達になって、親しく付きあって――。

　殺原蜜姫の魂を救いたい。誰にも目を向けられない、嫌な女の子にも、救いがあってもいいと思うのだ。

　自分の『役割』は、天使だ。天使だから、救えるはずだ、たぶん。

「……ボク………は」

　鈍い感覚のなか、蜜姫は寝言のように呻うめいた。

「天使に……なれたかな、お姉ちゃん……」

　不思議な外見の少女である。丸い耳のついた帽子をかぶり、くるんと巻いた尻尾しつぽの飾りを付けている。両手には厚みのある手袋を嵌はめていて、どちらかといえば内気そうな主張しない顔立ちを陽気に見せていた。

　華きや奢しやで、天使のように無む垢くなその少女――蜜姫は、血だらけだった。

　周囲は惨さん憺たん悲ひ愴そうの極みで、何がどうなったらこのような状況になるのか、観かん音のん逆さか咲ざき高等学校は見るも無惨に半壊し――蜜姫の周囲にも瓦が礫れきが散らばっていた。

　零時の暗くら闇やみのなか、重いコンクリート材や鉄骨があちこちで陰影をつくっている。蜜姫は冷たい地面に転がったまま、どうやら身体の一部を瓦礫に押し潰つぶされている。

「う………」

　喘あえぎ、蜜姫はどうにか目を醒さまして自分の上に載っていた瓦礫を押しのけようとする。重い。右の脇腹の感触がなくて、たぶん潰れている。右足も同じか。しばらくまともに動くことはできないかもしれない。

　あちゃあ、と思った。不死者である蜜みつ姫きは痛覚が欠けているが、しばらく行動できないのは哀かなしい。服も汚れてしまったし、とても哀しい。ただ怒りや哀しみといったマイナスの思念は蜜姫の頭に長く留とどまれず、すぐに霧散して無かったことになる。

「うむむむ」

　全身の力をこめて瓦が礫れきを持ちあげ、思いっきり放り捨てる。

「ちゅ――――ッ★」

　どんがらがっしゃん、と派手な音を響かせて瓦礫は驚くほど遠くへ吹っ飛んだ。蜜姫は得意満面になり、倒れたままポーズを決めて満足げに笑う。

「聞いて驚け見て笑え♪　ちっちゃな身体からだにおっきなパワー★　ボクが無敵の不快逆流なのっ♪★」

　ねちゃ、と血まみれの背中をもちあげ、首をふって溜ため息いきをつく。

「……うむむ、一人で騒ぐのも虚むなしいの。えぇと、何が、どうなったんだっけ」

　お気にいりの帽子を脱いで汚れを手で払い、すちゃっと頭に装着すると周りを見る。酷ひどい有様の、まさに戦場といった風景。すでに戦闘は終わっているのか、やけに静かで、逆に気味が悪い。蜜姫は身震いを感じて自分を抱きしめ、そろりと立ちあが――

「――はうあっ？」

　バランスを崩して転ぶ。身体の四分の一が潰つぶれているのに立てるわけがない。さらに、徐々に現在の状況を思いだしてきたが、自分はあの何か金髪の美人のひとと戦い、ほとんど何もできないうちにやられてしまったのだ。戦闘の最後のほうはよく覚えていないが……どうも蜜姫は校舎から落下し、さらに瓦礫に潰されて動けずにいたらしい。

「……こないだ落ちたときはすぐ動けるようになったのに」

　地面にお尻しりをつけたまま、唇を尖とがらせて不満げな顔になる。こないだというのは蜜姫がまさにこの観かん音のん逆さか咲ざき高等学校に入学したころのことで、あのとき蜜姫は自ら屋上近くまで駆けあがってから落下した。

「……なんか、欠片かけらが減っている感じ」

　にぎにぎ、と手のひらを開閉させ、首を傾かしげる。それから目を見開き、ほっぺに手を当て蒼そう白はくな顔であちこち見回した。

「そだっ、お姉ちゃんは？　お姉ちゃんもどっかに落とされたはずなのっ♪」

　迷子の子供みたいに、蜜姫は姉がいなければ落ちつかない。挙動不審になり、顔も血の気を失い、うろたえて意味なく周りを手探りしてしまう。瓦礫を持ちあげてみたが、蜜姫の敬愛する実の姉――殺さい原ばら美み名なも虫じゃないのでその下にいるわけがない。

「お姉ちゃあん」

　おかしい。美名が自分を残していなくなるわけがない。いつでもそばにいて、守ってくれた強い姉。彼女はこうして蜜姫が姉を呼べば、面倒そうな顔をしながらいつでも助けにきてくれた。

　けれど、蜜みつ姫きは思いだす。同じように美み名なが名前を呼んでも現れなかったとき、美名はグリコに敗北し、重傷を負って死にかけていた。今も同じかもしれない。どこかで怪け我がをして倒れているのかも――。

　そう考えると脳天に冷たい感覚が走った。涙が溢あふれてきて、喉のどがひきつり、呼吸すらうまくできなくなる。挙動不審に、あちこち視線を飛ばし、また手でまさぐる。

「お姉ちゃん……。お姉ちゃん」

　がたんっ、と不意に背後で音がした。

　蜜姫は瞬間的に破顔して、何の警戒もなく振りかえる。

「お姉ちゃん？」




　蜜姫の胸部で激しい衝撃が弾はじけた。




「―――!?」

　重い、車にでも激突されたような感覚。蜜姫は堪たまらず背後に吹っ飛び、転がり、すぐには動けず血の塊を吐いた。

「………けほっ」

　痛みはない。痛覚は遮断している。けれど骨も内臓も校舎から落下した時点ですでに限界だった。本当ならしばらくは安静にしていなくてはいけない状態である。

　しかし今の蜜姫に、そんな冷静な判断などしている余裕はなかった。

　何度か咳せきこみ、血が混じった唾を飲みこんで、呻うめきながら口元を拭ぬぐう。

　なんとか上体だけ起きあがると、同時に近づいてくる異形が見えた。

「化け物……!?」

　それは、蜜姫の言葉どおりの存在。常世と浮世の狭間、感知不可能な世界に存在する怪物。蜜姫や姉の美名が何度も滅ぼしてきた人類の天敵。その一種が、まさに蜜姫に追い打ちをかけようと獰どう猛もうな勢いで迫ってきていた。

　鍬くわ形がた虫むしのような黒光りする甲殻と角。尖とがった手足と重そうな体たい躯く。気味の悪いことに節くれだった角には無数の眼球が備わっており、一斉に動けない無力な獲物――蜜姫に這はうような視線を向けてくる。

　蜜姫は地面に座りこんだままそれを呆ぼう然ぜんと眺め、伝わってくる地響きに眉まゆをひそめる。ぼうっとしている場合ではないのだろうが、咄とつ嗟さに身体からだが動かない。

　奇妙な熱とともに本能がこれから行われる惨劇を予想する。

　踏み潰つぶされる。

　踏み潰されて、ぐちゃぐちゃにされて、食べられる。

「……どうして」

　最悪の予感を覚えながらも、蜜みつ姫きは大きな手袋を嵌はめた両手を前に突きだした。

「どうしてぇぇ、ボクがお姉ちゃん捜してるのに邪魔するのっ★」

　どんっ、と全身に衝撃が伝わる。けれど蜜姫は動かない。突進してきた超重量の化け物を、そのあらゆる害意を反転させる手袋で押し留とどめて硬直させている。蜜姫はあらん限りに吼ほえて両手に力をこめ、ぶちぶちぶちと潰つぶれる眼球ごと相手の角を握りしめた。

　化け物の相手は――苦手だ。彼らにはほとんど悪意がない。ただ当たり前に人間を捕食するため襲いかかってくるだけで、因果応報の化身である不快逆流の能力もあまり効果を発揮できない。

「う……ぐ……ぐぐぐ」

　案の定、手袋は角に生えた棘とげ々とげに切り裂かれ、蜜姫の柔らかな指先や手のひらすら傷つけてくる。血が滲にじみ、蜜姫の額に脂あぶら汗あせが浮かぶ。たとえ痛みはなくても、怪け我がをするのはやはり嫌なものだ。

　ぎちぎちぎち、と耳障りな音がする。蜜姫の筋肉が悲鳴をあげているのか、それとも敵の鳴き声なのか。どうも化け物というのは外見も声も、存在そのものが気持ち悪い。

　蜜姫は顔を真っ赤にし、幼い子供のように騒いだ。

「ボク、お姉ちゃん捜してるのっ♪　がんばって捜してるのにっ★　邪魔するような悪い子は――」

　ぐおん、と瞬間、敵の巨体が宙に浮く。呆あつ気けにとられたように叫ぶ化け物を、ただ腕力だけで蜜姫は持ちあげる。

　斜めに浮きあがった巨大な鍬くわ形がた虫むしは、足をじたばと動かして抵抗した。けれど意味はない。本気になった蜜姫の膂りよ力りよくは、大木だって根本から引っこ抜く。

「ボクに蹴けられて地獄に堕おちるのッ♪★」

　無事だった左足で、思いっきり蹴りつけた。甲殻に守られた角や背中ではなく、持ちあげたことで露出した比較的に柔らかそうな相手の腹を。

　金属を引き裂くような悲鳴と、黄土色の体液を迸ほとばしらせ、蜜姫にも意外なほど吹っ飛んだ化け物は半壊した校舎に激突――粉々になって即死した。

　ばらばら落ちてくる足だの角だのという相手の破片を眺めつつ、蜜姫は上げっぱなしだった足を降ろして大きく息をついた。

「ふぅっ。……成仏するの★」

　なんまんだぶ、と手を合わせ、戦闘の余韻を楽しみながらにっこり笑う。

「うん蜜姫ちゃん超強いの。やっぱり無敵の不快逆流なのっ♪」

　うんうん頷うなずく。けれど、どうして化け物がいたのだろう？　近ごろ彼らは異常発生しているようだが、それにしたって普通にしていたら滅多に出会わないくらい珍しいのに。

「……ま、考えるのはボクの仕事じゃないの」

　瓦が礫れきに手をやって体重を支え、なんとか片足で立ちあがる。血まみれの右足は骨も肉も混ざりあって潰つぶれていて、しばらく使い物になりそうにない。誰だれかの悪意を吸収し、不快逆流の能力で肉体を超回復させることは可能なのだが、その悪意がない。

　どうしよう、と歩くこともできないまま、迷子のように周囲を見回す。

　闇やみが――重い。暗くて、不安になる。泣きそうになる。粘つくような静寂のなか、自分の鼓動だけが喧やかましい。世界が滅んでしまったような、このまま永遠に夜が明けないような――原始的な、恐怖、孤独感があった。

　ぞくり。

　驚くほどすぐ近くから、目に見えそうなほど濃厚な悪意が滲にじんできた。

　蜜みつ姫きは反射的にそちらを見る。

「……お姉ちゃん？」

　そこに美み名なが立っていた。雲に隠された朧おぼろな月を背景に――長い白髪を三つ編みにした彼女は、整った顔に薄っすらと微笑を浮かべている。蜜姫の敬愛する、人間だったころ――そして人外の存在となった現在も、蜜姫の心を支えてくれた肉親。

　美名の姿を見つけたことで、蜜姫はようやく安あん堵どする。なんだったんだろう……先ほど感じた嫌な悪意は。それだけが気になったが、どうにか蜜姫の頭も回りだして、自分のやるべきことを考えられるようになった。

　心臓の鼓動は――やはり忙せわしない。それが自分でも不思議だ。

　蜜姫は不安を誤ご魔ま化かすように、戯おどけたみたいに腰に手を当てて胸を張る。

「よかった、心配してたのっ。もう、ボクを置いてどっか行かないでって言ったのに★」

「…………」

　何な故ぜだか無言の美名に、にっこり笑って問いかける。

「どうする？　もう戦いは終わってるみたいだけど、いちおうグリ坊やとお肉を捜さなきゃいけないよね♪　あと、さっき化け物を見たの化け物。なんか増えてるのかもしれないし、町の様子も見にいかなくちゃ――」




　美名の腕が伸びて、蜜姫の薄い胸板を貫いた。




「……………、あれ？」

　理解できない。意味がわからない。反応できない。何も考えられない。

　血が噴きだしている。赤い赤い、命の源が服を汚し、顔にまで飛んでくる。自分の血だ。生温かくて鉄臭い、赤い体液。視界を埋め尽くす真紅の向こう、美名が涼しげに微笑ほほえんだのが見えた。

　否いな、どうして間違えたのだろう。

　この嫌な笑み。

「だ……れ？」

　心臓を刺し貫いた美み名なの腕を掴つかみ、けれどそんなことをしても無駄だと理解しながらも、もがき、唇の隙すき間まから血を零こぼして、蜜みつ姫きは首を傾かしげた。

　あれ？

　あれ……？

「不快逆流」

　聞いたことのない、ぞっとするほど冷たい声が耳じ朶だを打った。

「あんたはね、最終戦争を生きのびるには甘ちゃんすぎるのよ」

　するするする、と腕が彼女のほうへ戻っていく。胸から血が恐ろしい勢いで飛び散り、堪たまらず、蜜姫は膝ひざをついて、やっぱり理解できなくて瞬まばたきをする。

　あれ………？

「ここで殺してあげるのを、せめて感謝しなさいよね」

　くすくす、と笑って背を向ける彼女は、美名じゃない。輪郭がぼやけ、見たこともない別人の姿に変わっていく。肉体変化。最弱アルティメットシールド――か。

「………どうして」

　蜜姫は本気で納得できない。もしかして、今こいつは、蜜姫の大好きな姉の姿に化けて、蜜姫が安心したところを躊躇ためらいもなく刺したのか。どうしてそんな酷ひどいことができる。理解できない。痛覚は消えたはずなのに、頭が痛い。視界が霞かすんでいく。

　全身が震える。

　血とともに流れていく命と、溢あふれていく悪意を感じながら、蜜姫は呻うめいた。

「どうして……こんな酷いことするの」

　大切なひとの顔が浮かんだ気がした。美名。竜たつゑえ。御み貴たか。グリコ。カヂリ。他にも、学校や町で出会った人々の顔が脳裏を駆けめぐる。少ない。まだ、ぜんぜん誰だれともろくに触れあっていない。もっと語りあいたかった。彼女たちとともに、生きていたかったのに。

「どうしてって？」

　加害者が振りかえると、そいつは蜜姫の姿になっていた。丸い耳のついた帽子と、くるりと巻かれた尻尾しつぽの飾り。まさか――と蜜姫は思う。まさかこいつ、蜜姫に化けて、他のみんなを……。

　どうしてそんな残酷なことができる。

「ふぅん。甘いことばかり言うのね……あんた本当に天使だわ」

　くすくす、と楽しそうに笑い、蜜姫の顔をしたそいつは去っていく。蜜姫は前のめりに倒れ、それでも、彼女を不思議に思いながら見つめてつぶやいた。

「悪魔……」

　不快逆流と呼ばれた大きな欠片かけらを宿し、世界に溢あふれた悪意を毎日のように浴びていた蜜みつ姫きは、それでも世界が好きで、人間も好きだった。人類はアダムとイヴの時代から重い原罪を背負い、それからも互いに苦しめあい、傷つけあってきたかもしれない。

　けれど人間はどれだけ時間が流れても、他人を愛することをやめなかった。そうでなければ、とっくの昔に自分たちは滅んでいたはずで、どんな人間だって、心の底まで悪意に穢けがれてはいないと蜜姫は思う。

　信じていた。……信じている。けれど、今、蜜姫を要らない書類でも処理するように殺した彼女は、なんだか――変だった。まるで化け物みたいに、身体からだと心のほとんどを悪意に支配され――。

　あぁ。

　もう動けない。呻うめく声も掠かすれている。意識が遠ざかっていく。

　これで終わり？　ここで死ぬ？　別にいい、話によると、蜜姫は忌まわしい研究所で一度は死んでいたはずだったのだから。ちょっとだけ一人部屋の奇跡で蘇よみがえり、何度かチョコレートパフェを食べたし、めちゃくちゃに遊んだし、悔いのないよう――精一杯に生きた。

　ただ、寂しい。

　とてもとても、死ぬのが寂しい。残念だ。歯がゆくて、切ない。












　それはきっと、幸せな人生だった証拠だ。誰だれにも愛されない、嫌な女の子だったはずの蜜みつ姫きが、生きながらえて、色々な楽しい記憶を抱きしめて逝いける。それは幸せで、けれどやはり――寂しかった。

　できればもう少しだけ、みんなと遊びたかった。家事をしない美み名なのお世話をして、御み貴たかと竜たつゑえの結婚式くらいは見たかったし、自分も、恋とか……したかった。

　頬ほおに涙が伝った。あぁ、寂しい。

「……なんで泣くんだろ、ボク」

　胸から流れる血液と、目から流れる涙に溺れそうなまま、ひっそり――ここに蜜姫の命が終わりを迎える。世界にとっては、心臓を抉えぐられ捧げられた破局ポイズンの欠片かけらにつづく二番目の生いけ贄にえとして、数少ない誰かにとっては――愛すべき少女との永遠の別れとして。

「楽しかった――はずなのにね？」




　殺さい原ばら蜜姫、死亡。
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　校舎が目ま映ばゆい輝きを放ち、そこで悠然と微笑ほほえんでいた鈴りん音ねが見えなくなった。深夜の世界を染めあげるようなその純白の光に、眼がん球きゆう抉えぐり子こは眉まゆをひそめる。何度か瞬まばたきしたが、目の錯覚かと思うほど儚はかなく鈴音の姿は輝きに呑のまれて、見つからない。

　曇り空で、月や星はほとんど隠れているけれど、目映い校舎の輝きが周囲の穢けがれた景観を浮かびあがらせている。

「…………」

　グリコの足下は血だまりだった。自分が食い散らかした涙歌メロディアノイズの肉と内臓の破片が転がっている。彼女はまだ奇跡のように生きのびているようだが、呻うめき、震えるだけですでに動くこともできない状態らしい。当然だろう。身体からだのほとんどを失ってしまったのだから。

　骨格と頭部と、足だけになった涙歌メロディアノイズを――グリコは無感動に見つめる。散乱した肉や骨は生々しく、自分が食ったのだけど、直視できない。地面に染みこんでいく大量の血液が、吐き気を催すほど濃厚に臭におって、酔いそうだ。

　すでにグリコは紅あかい翼の化け物から人間の姿へ戻っていて、けれど返り血が消えてなくなるわけでもなく、全身が濡ぬれたままだった。顎あごの先から赤い雫しずくが滴り落ちて、白い肌を汚していく。

　犬のように首をふって水気を散らそうとした。血液はすぐに乾くから、ほとんど真っ赤に貼はりついて取れなかったけれど。

　ぺっ、と歯に挟まっていた涙歌メロディアノイズの毛を吐きだす。気分が悪い。

「……生きているか、涙歌メロディアノイズ」

　問いかけると、彼女は震えた。まだ自我があるらしい。幸いなのか不幸なのか。

　無為なことを考えながら、グリコは煌きらめく校舎をぼんやり眺める。なんだか酷ひどく思考するのが億おつ劫くうで、戦闘の直後だからか、酒でも飲んだように気分だけが高揚して、逆に胸がむかつく。悪寒がする。

「どうして校舎が光っているかわかるか？」

　あそこには鈴りん音ねがいた。遠目だったうえに暗かったが、グリコが鈴音を見誤るはずがない。あれは鈴音だった。今すぐ彼女のもとへ走って抱きしめてやりたい。けれど校舎の異常は原因不明だし、迂う闊かつに踏みこむのも躊躇ためらわれ――藁わらをも掴つかむ気持ちで尋ねたのだが。

「…………」

　涙歌メロディアノイズは応こたえない。当然だろう。そんな気力はないだろうし、声帯――筋ばった彼女の喉のどもほとんどグリコが食った。

　そう。自分が食べた。化け物のように、この女を。否いな、自分は化け物だ。ずっと誤ご魔ま化かして生きていたけど、もはや完全に後戻りはできない。誰だれもグリコを人間だとは思わない。

　自分は人食いの化け物だ。

　そう、化け物だ。他人を愛する資格もない野の獣だ――しかし、鈴音のことを助けたいと思う気持ちには偽りがない。彼女はたぶん、こんな自分でも抱きしめてくれる。そんな甘えのような感情は迷惑かもしれないけど、今の、不安定なグリコはそれに縋すがらなければ立っていることもできそうになかった。

　鈴音。鈴音、会いたい。

　あの声で、優しい笑顔で、柔らかな手のひらで、グリコを受けいれてほしい。

　寂しい。なんだか、無性に寂しいのだ。

「鈴音……」

　何も応えない涙歌メロディアノイズから視線を逸そらし、グリコはゆっくりと校舎へ向かっていく。何がどうなって光っているのか不明だが、鈴音を見捨てるわけにはいかない。

　周囲には暗くら闇やみと、それを照らす校舎の光と、不気味に見守る蟲むしたちの紅あかい瞳ひとみだけがあった。わざと微妙に歪ゆがめて描いた風景画のような、心がどこか寒くなる、不安な世界だった。

「…………」

　校舎に踏みだす足を止め、ふっと涙歌メロディアノイズを見る。そして自分でもよくわからないが、たぶん同情ではない――不思議な気持ちで問いかけた。

「……死なせてやろうか？」

「…………」

　血を肉を内臓を、命のほとんどを失い、発狂しても不思議ではない状態なのに、彼女は僅わずかに首を横にふったように見えた。胎児が蠕ぜん動どうするような、弱々しい動きだったけれど――それになんだか圧倒されてしまい、グリコも神妙に頷うなずいた。

「だろうな。グリコも死にたくない」

　蟲むしのように紅あかく染まった瞳ひとみには、ただ哀かなしみが浮かんでいる。

「……どうしてだろうな、涙歌メロディアノイズ？」

　遠く、名前を呼びながら走り寄ってくる美み名なと蜜みつ姫きを見つけ、グリコは涙歌メロディアノイズから視線を外してそちらへと歩いていった。





　　[image: ]






　怖い。怖い怖い。怖い怖い怖い。死ぬのは怖い。他の何よりも怖い。自分が完全に消えてなくなり、世界に存在しなくなるというその現象が怖い。今見ているもの、感じているもの、考えていること――すべてが、底まで浚さらわれて完全に消滅する。

　想像するだけで、気が狂いそうに怖かった。

　涙歌メロディアノイズ――賢さか木きジョーカーはただ怯おびえていた。死という終末に。確実に近づいている破滅のときに。どうしてこんなに怖いのか。グリコはどうしてと尋ねてきたが、ジョーカーにだって明確にはわからない。

　楽しいことのない人生だった。ただ恐怖から逃げつづけるだけの、無意味に忙せわしない、面白くもない生涯をおくってきた。

「…………」

　様々な情景が脳裏を巡る。

　走そう馬ま燈とうか――自分もそろそろ限界らしい、とジョーカーは思う。

　見える、見える。薄汚れたスラム街の路地裏。母親の醜い寝顔。神様のいなかった教会。悩みを吐きだす近所の老婆。聖書。何もなくなった教会の跡で立ちつくす自分の横――いつのまにか立っていた賢木願がん鳳ほう。かつて、不思議な質問をするためにジョーカーの教会を訪れた、いけ好かない男。

　どうしてだろう、今でもあのときの自分の行動がよくわからない。自や棄けになっていたのか……ジョーカーは、差しだされた彼の手にしがみついた。男遊びの酷ひどかった母親を嫌悪して、男を遠ざけていたから、それは初めて触れた異性の手のひらだった。

　願鳳。やけに熱い手をした男だった。

　静かに生きたいだけのジョーカーにはわからない、不確かな情熱で生きている男だった。　愛してなど――いなかった。本当だ。愛など、わからないし。願鳳は、嫌いで嫌いで、ちっとも話が合わなくて、考え方が根本からちがって、顔を合わせるたびに喧けん嘩かをした。彼は傲ごう慢まんで頭が悪くて、そのくせ変なところで鋭くて、他人の弱みをつつくことだけが得意で、何度も二度と顔を見たくないと決別したし、本当にそのときは生涯、彼とは会わなくてもいいと自分でも納得していた。

　なのに不思議と、気がつけばまた彼のそばにいた。遠くへ遠くへ逃げていったジョーカーを、偉そうに、財力と権力に物を言わせて発見し、連れ戻し、抱きしめて――卑ひ怯きような、意味のわからない男。どうして自分のようなつまらない人間に、あぁまで執着したのか最後までわからなかった。彼は一度もジョーカーを愛しているとは言わなかったし、たとえ彼が何百回も愛を囁ささやいても、同じだけ口づけをしても、身体からだを重ねてきても、ジョーカーは彼が自分を愛しているなどとは思わなかっただろう。

　要するに似たもの同士だった――のかもしれない。

　世界で誰だれよりも恵まれているくせに、自分と同じ恐怖を抱えていた彼。本当は誰よりも寂しがりやで、馬ば鹿かなことを言って他人に注目されたいだけの、甘えた子供。それはひたすら神のいない世界に怯おびえながらも、どこかで他人の温ぬくもりを求めていたジョーカーと同じだったのだろう。

　愛しかたがわからなかったのか？　寂しいけど、その寂しさを埋める方法がわからなかったのか？

　同じだ、自分も同じだ、願がん鳳ほう。同じだったのに――今さらそれに気づいても遅い。

　願鳳。

　願鳳は、自分と出会ったことを後悔してはいないか。大きな欠片かけらに知らぬうちに取り憑つかれていた自分、ジョーカーと関わったせいで、確実にあの男は己の死を早めた。もっと幸福に生きられるはずだった。永遠なんか求めなければ、たぶん。

　教会に、初めて彼がきたときのことを思いだす。

　神様がいないことを薄々と悟りながら、祈り暮らしていた自分に、私が神になると偉そうにのたまった馬鹿な男。彼は結局、神にはなれなかったわけだけど、一瞬――本当に一瞬、ジョーカーの心を大きく揺らしはしなかったか。

　子供みたいに、寂しいときは身体を寄せ合った。あの温もり――やけに熱い、彼の体温を覚えている。目を閉じて、何かに怯おびえた身体の震えを分けあった。

　願鳳は何な故ぜだろうか、ジョーカー以外の人間に決して触れたがらなかった。望めばどんな美人だって抱けただろうに、それではたぶん嫌だったのだ。他人は怖い。わかる、わかるよ願鳳。

　どうして、死ぬときにかぎって、大切なことを思いだすのだろう。どうして失って初めて、かけがえのないものに気づくのだろう。どうして幸せな時間は、気がつくと通りすぎているのだろう。

　願鳳。

　大嫌いなはずだった、憎らしい男。けれど、愚ぐ龍りゆうが、竜たつゑえが、生まれたとき――自分は、なんだか笑っていたような。普通の人間みたいに、あいつと一緒に笑っていたような。

　あれが幸せだったのか？

　あれが――ジョーカーの欲しかった温ぬくもりか？

　どうして、どうしてどうして、もう手遅れなのに、今になってこんなことを思う？

　願がん鳳ほう。愚ぐ龍りゆう。竜たつゑえ。

　彼らと静かに暮らせる未来を、どうして見つけられなかったのだろう？

　哀かなしい。怖い……寂しい、哀しい。哀しい。

「………？」

　ふと、気づいた。

　そばに誰だれかが立っている。

　小柄な人影だ。特徴的な陰影なのですぐにわかる。先ほど去っていった眼がん球きゆう抉えぐり子この仲間――不快逆流の殺さい原ばら蜜みつ姫きだ。蜜姫は校舎の輝きを背景に、不自然な無表情で、ただこちらを見下ろしている。

　どうして彼女が残っている？　自分に止とどめをさすつもりか？

　血を吐くような気持ちで、声帯の残骸をなんとか働かせる。きちんと声が紡げているかは不明だが、この際――どうでもいい。

「……何、の用だ」

　喘あえぐように問いかけると、蜜姫はにっこり笑った。そして顔をぺろりと手で撫なでて、どこかで見たような、綺き麗れいだが毒の混ざった女の顔になる。

　顔の変化？　否いな――正確には、肉体変化か。

　この蜜姫は偽物で、誰かが彼女に化けている。

　そんな悪趣味な真ま似ねをする存在は――。

「最弱アルティメットシールド」

「ねぇ、ジョーカー」

　冷たく、それが嘘うそつきな最弱アルティメットシールドの本当の顔なのだろうか――誰かもわからない女の顔で、最弱アルティメットシールドはつまらなそうに頭の後ろで手を組むとぼやいた。

「あたしさ、世界でいちばん幸福になれるはずだったのよ」

　その声。どこか耳に馴な染じむ、懐かしい声に、ジョーカーは目を見開く。まさか、まさかと思う。時には協力し、最後には敵対し、殺しあった最弱アルティメットシールドが――まさか彼女だというのか。

「……ムーン？」

　ジョーカーの原風景、死と裏切りが溢あふれていたスラム街の路地裏で、野望に燃えていた仲良しの少女。ムーン。世界でいちばん幸福になると宣言した彼女。

　ムーンはジョーカーの声を無視して、軽やかに両手を広げる。

「さぁ、世紀の大天才奇術師――ムーン＝レインボウの登場です！」

　そっけない声で言うと、彼女は首を傾かしげる。そして苛いら々いらしたように、無駄に何度か地団駄を踏んで鼻の上に皺しわを寄せる。

「知らない？　ムーン＝レインボウって？　……知らないわよね、はん、所しよ詮せんは大量消費される娯楽のひとつって感じ？　あぁむかつく、腹立たしい、もっとあたしを褒め称えればいいのに、あたしだけを見て、あたしだけを好きになって、あたしだけを崇あがめればいいのに、みんなみんなみんな………」

　ぞろり、とその美しい顔が、酷ひどい火傷やけどを負ったみたいに爛ただれていく。水ぶくれが生まれ、それはすぐに潰つぶれて膿うみ――見るも無惨に肌が荒れていく。

「ねぇジョーカー、あたし綺き麗れい？」

　骨まで見えそうなほど溶けて崩れていく彼女に、ジョーカーは何も言えない。元の顔が美しかったからこそ、なお異様な、般若のごとき面相だった。

　ムーンも期待していないようで、ふんと鼻で笑って肩をすくめる。

「えぇ、えぇ言わなくていいわ。わかってる……わかってるわよ？　綺麗なわけないわよね？　でも、綺麗じゃなくなった途端にお払い箱ってのはなんなの？　下らない俗物どもが――真に価値のある存在に気づかないで、真新しいものに飛びついて貪むさぼるだけで……下らない民衆、下らない世界、下らない神様、下らない運命、でも安心して――ジョーカー、あたしがそんなものすべて壊して変えてやるから！」

　くすくす、と彼女は笑う。笑って、悪魔のような不気味さをまとい、陶酔するみたいに両手を広げて叫ぶ。

「あたしがこの世界の神様になってやろうじゃんッ！　才能に欠けた今の神様とはちがう、最高の神様にね。その世界は素晴らしいわよ？　綺麗で、公平で、平和で、きっと最高の世界になる。してみせる……あたしが、このあたしが！」

「ムー……ン」

　ジョーカーは、彼女が何を言っているのかよく理解できなかった。けれど、なんとなく哀かなしくなった。ずぅっと昔、まだジョーカーが幼い子供だったころ、仲良くしてくれた女の子。彼女に何があったのかは知らない。けれど、わかったことがある。

　彼女は願がん鳳ほうと同じだ。そして多分、ジョーカーとも。偉くなる、強くなる、素晴らしい存在になる――そんな空っぽな価値だけを求めて、近くにある大切なものを見過ごして通りすぎてしまう。

　それは、哀しい。

　ジョーカーは、すでに虚飾も何もない、路地裏の女の子に戻って旧友を見上げた。幼いころ、道の隅っこで座りこんで、飽きることなく空を見上げて将来のことを語った――友達。親友。

「世界でいちばん……幸福になったら、それから――どうするつもりだ？」

　真理のすべてを悟って、財宝や秘宝を残らず手にいれて、世界の誰だれよりも強く素晴らしくなって、それからどうするのだろう。きっと立ち尽くすことしかできない。世界でいちばん幸福になっても、たぶん満足なんかできやしないのだ。

　そんなことよりも。

　ただ愛いとしい誰かに抱きしめてもらう、その一瞬のほうが嬉うれしいものではないかと思う。もっと幸福にもっと幸福にと求めても際限はなく、頂点に辿たどりついたらあとは転げ落ちていくだけだ。シシュポスの伝説みたいに、果てはない。

　多分そうなのだ。気づくのが遅すぎたけれど。だってジョーカーにとって、こうして永遠の命という目的が潰つぶされたときよりも、息子に母だと告げ、そして別れたあの一瞬のほうがつらかった。

　確実に死に向かう自分とちがって、ムーンはまだいくらでもやり直せる。たった独りで高みを目指しても、そばに誰もいなければ幸福からは遠いのに。

「ジョーカー」

　ムーンはやれやれと首をふり、呆あきれたみたいにそっぽを向いた。

「あんた、昔から向上心がなさすぎるのよ。まさかあんたも……低位置で群れて、下らない気持ちよさだけを求める俗物なの？」

　低位置でも。

　たとえ、誰かから嘲あざけられ、見下されるような類の、安い幸福でも。

　ジョーカーは、それが、欲しかった。

「ムーン……」

　泣き虫のジョーカーは、潰されなかった片目に涙を浮かべる。恥ずかしいとか、格好悪いとかで、自分たちはいつでも本当の気持ちを隠してしまう。

　けれど。




「寂しいのだろう？　ただ、誰かに認められたいだけなのだろう？」




　その一言が確実に何かの爆弾を破裂させた。

「知ったようなことを言わないで！」

　激げつ昂こうしたムーンの伸ばした指先が、ジョーカーの全身に突き刺さっていく。グリコに食い荒らされて残った肉を容赦なく、雨のように鋭く貫いていく。それはかろうじて残っていたジョーカーの命を残らず削りとり、滅ぼしてしまう終わりそのものだった。

「……あたしは、これから神様になる女なのよ」

　そうして幼いころの友達――ムーンは、縋すがるみたいに、吐き捨てた。

「ばいばい、ジョーカー。あんたの夢を叶かなえてあげる。――死ねばきっと、永遠に静かに暮らせるわ」

　ムーンの言葉を最後に聞いて、ジョーカーの命は完全に途絶えた。

「…………」

　動かなくなったジョーカーの死体を、ムーンはむかむかした顔でいつまでも見つめていた。
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　ブレイクサン＝ヘンゼルマインが何か気がかりな夢から目覚めると、そこは雪国だった。

「わ、和洋折衷!?」

「なに寝ぼけてんだブレ子」

　呆あきれたような、安心したような、聞き覚えのある小生意気な声に顔を上げると、犬みたいに純粋な瞳ひとみをした赤毛の少年――肉にく山やまカヂリがこちらを見つめていた。

　かなりの至近距離から。

　ていうか密着しているというか……もしかしたら抱きしめられている？

　ブレイクサンは戸惑い、頭のなかを疑問符でいっぱいにして首を傾かしげた。

「あ、あの」

　ほのかに頬ほおを染め、怪け訝げんな顔をした彼にお姉さんの顔で言ってやる。

「どうして、カヂリ、そのっ、あたしをギュッとして……あれれ？」

　周囲の景色に見覚えがなかったので、言葉を止め、思わずきょろきょろと見回す。

　ここは――どうも、学校の廊下だろうか？　光沢のあるリノリウムの床に窓だらけの壁。ブレイクサンの母国のそれとは若干ちがうが、ＴＶなどで見たことがあるからわかる。どうして――自分はこんなところで寝ていたのだ？

　しかも、見るかぎり廊下は変だった。

「………？」

　雪国だと思ってしまったのも無理はない、純白の、目ま映ばゆいばかりの輝きが校舎には満ちている。なんだこれは。ごろごろ瓦が礫れきや埃ほこりが散らばり、窓の外は漆黒、なのに校舎だけが目を開けていられないほどに煌きらめいている。

　ブレイクサンが倒れ、カヂリに抱きかかえられているのは学校の三階あたりらしく、なぜだか酷ひどく傾いている。窓も割れているし、ちょっと横に視線を向けてみると廊下が中途から崩れ落ちていた。

　明らかに何か大事があった感じだが、ブレイクサンはもちろん覚えていない。記憶を辿たどってみたものの、カヂリとカラオケにいって、そしたら戦車がたくさん出てきて……というあたりでぷっつり何もかもが思いだせなくなる。

「え――っと」

「ブレ子、身体からだの調子は大丈夫か？　どっか痛かったりしないか？」

　はて、カヂリが妙に優しいけれど。

　ブレイクサンはまた首を傾かしげ、深呼吸をしたり、手首の関節を無意味に鳴らしたりしつつ立ちあがった。

「べつに、どこも変わったことはありませんよ？　あたしは今日も元気もりもりです」

「そっか。よかった……」

　はてはて、やっぱりカヂリが妙に嬉うれしそうなのだけど。よくわからない。なんとなく頭を撫なでてやると、いつものように抵抗しないし、なんだろうな変なカヂリ。

　カヂリは俯うつむき、前髪で表情を隠して小さくつぶやいた。

「……生きかえらせるのは初めてだったけど、どうにか巧うまくいったみてぇだな」

「はい？　何か言いましたかカヂリ？」

　ブレイクサンが校舎の眩まぶしさに目を細めて問うと、彼はいきなり背中を蹴けりつけてきた。

「なんでもねぇよ。ブレ子、ブレ子のくせに……心配かけやがって。おまえ、もう俺おれから離れんじゃねぇぞ。ったくよぉ……」

「痛い痛い痛いなんで蹴るんですかカヂリ。家庭内暴力です。同どう棲せい中の年下の愛人に暴力をふるわれる……！　あたし可哀かわい想そうです！」












　などと、いつものような遣り取りをして、安あん堵どする。

　なんだか夢のなかの出来事のようで、身体からだがふわふわしている。

「おっ……と、っと」

　不意に、カヂリが一瞬だけ目眩めまいでも覚えたかのようにふらついて……足を踏んばり、ブレイクサンの手を握りしめて走りだした。いきなりだったのでブレイクサンは反応できない。

　ぐいぐい引っぱられ、向かう先は見るも無惨に崩落している廊下。ここは三階。そしてブレイクサンは運動不足の一般人。しかもなんだか調子が悪くて頭がぼんやりしてるし。

「あのっ、あのうカヂリ？」

「なんだよ。無事だったんならいいよ。さっさと逃げるぜ――ブレ子。もうこの校舎には用がねぇ……つうか、ぼやぼやしてっと呑のみこまれんぞ！」

　呑みこまれる？

　それは――どういうことだろう。

　考えているうちにも小柄なくせに腕力だけは強いカヂリに牽けん引いんされ、ブレイクサンは奈な落らくの底に繋つながっているとしか思えない、中途から欠落した廊下を目前に発見する。鉄骨が剥むきだしの、投身自殺に適していそうな高さと飛び降りやすさが特徴の穴である。もちろんブレイクサンの背中には翼もジェットもついていないから、そんな方向へ走っても足を踏み外して落ちるだけなのだが……。

　無駄に真剣なカヂリの表情に、ブレイクサンは絶望して欠落した廊下の向こうを見つめた。どうやら校舎は半分ほどが崩れてしまっているらしく、二人が向かう先には星空と地面と瓦が礫れきの山しかなかった。高さは目眩がするほどで、落ちたらもちろん痛いし打ち所が悪かったら死ぬ。

「カヂリ？　あの、ギリシア神話において、蝋ろうの翼で空を飛ぼうとしたイカロスさんはですね――」

「うるせぇ飛ぶぞ！」

　蒼そう白はくな顔でブレイクサンが呼びかけたときにはもうカヂリは床を蹴けっていた。必然的に手を繋いだブレイクサンも宙に飛びだしてしまう。あとはニュートンの林りん檎ごの法則に忠実に地面へと落下していくだけだ。

　外気の冷たさと、浮遊感。深夜の世界は気味が悪いくらい真っ暗で、明かりがない。けれど、爆発するような光量の校舎に照らされ、延々と曲がりくねった田舎道とか、玩具おもちやみたいにミニチュアに見える商店街の屋根とかが見えた。

　わぁなんだか面白い――と思ったのは数秒で、あとはひたすら地面に吸いこまれていく。ブレイクサンは必死でカヂリにしがみつき、目を見開いて絶叫した。

「わ、わわっ、落ちる！　落ちますぅぅう！　年下の愛人と覚悟の無理心中！　天国のお父さんお母さんアイムソォリィイイイ！」

「黙ってろ！　手っ取り早く逃げるにゃこれっきゃねぇんだよ！」

　頬ほおをなぶる風。はためく服。景色が上へとスライドし、あぁ自分は落ちているんだと他人事のようにブレイクサンが理解した直後――カヂリは例の、先端が尖とがった十字架で思いっきり自分の手首を切りつけた。

　星ほし屑くずのように、血霧が舞う。

　もうブレイクサンは訳がわからなくて、混乱して、泣きそうになりながら叫びまくっている。一方――カヂリはうるさそうに、拗すねるみたいに、囁ささやいてくる。

「……ブレ子」

「は。はははい、カヂリ！」

　地面に激突するまでの短い間、全力で抱きついたカヂリの温かさを感じながら、目前にある墜落死という最悪の未来を想像しつつ――。

　なぜだろう。生きている、とかつてないほど強く感じた。

　偶然に拾って、依存するようにそばにいて、いつしか家族のように想おもうようになったこの赤毛の同居人は、なんだか泣きそうな顔で、ブレイクサンを抱き寄せてきた。

「……もう、一人でどっか行くんじゃねぇぞ」

　告げられたその言葉に、ブレイクサンはなんだか嬉うれしくなる。そうだ、ずっと誰だれもいない、寂しい一人だけの部屋のような世界の隅っこで、膝ひざを抱えて座っているしかなかった彼。世界から隔離され、忘れられていた彼のそばに、自分だけはいてあげようと思った。

〝寂しい〟はきっと病気だから、不死身らしくて、なんだか不思議な力ももっているみたいな彼だって、きっと独りでいるのは苦しい。

　苦しいのは可哀かわい想そうだ。カヂリはまだ子供なのだから。

　玩具おもちやのない一人部屋に放っておかれて、誰とも触れあえず、忘れられた子供なのだから。

「はい」

　ブレイクサンは微笑ほほえんだ。

　そうだ、だったら、せめて自分が抱きしめてあげよう。たくさん玩具をもってきて、下らないお話をして、彼を精一杯に楽しませてあげよう。そうすることで、きっと自分の寂しいも浄化されて消える。みんな幸せで、素晴らしい。

「あなたの一人部屋に……お邪魔させてくださいね、ずぅっと」

　言った途端に地面がきた。カヂリが先ほど撒まいた彼の血が散乱している大地。黒々と見えるその校庭は何か大口を開ける巨大な化け物に見えた。

　あぁ、これから着地した自分の足は粉々になってしまうのねと悲観して、ブレイクサンは何も考えずに泣き喚わめく。

「だだだ大丈夫です！　あたしの前世は鳥さんだから大丈夫です！　歌って、恋して、空を飛ぶ鳥！　あぁ、嘘うそ！　前世とか関係なさそう！　今のあたしには翼がないからこのまま死ぬぅ！」

　混乱しているうちに地面と激突した。湿り気のない学校の校庭、見るからに踏み固められた平らな表面――あちこちに尖とがった瓦が礫れきや鉄骨といった罠わなが散乱した地獄のようなその場所は、瞬間、僅わずかに紅あかく輝いたような気がした。

「………え？」

　そして、ぼよよよよぉぉぉん♪　と。

　まるでトランポリンのように、カヂリとブレイクサンは柔らかく跳ねてから地面を転がった。痛みもない。衝撃は殺されていて、ひたすら優しく受けとめられた感じ。

「え？　え？　えぇ？」

　目を白黒させ、慌てて起きあがったブレイクサンは異様な感触がした地面を撫なでる。ぶにょっとして、ふわっとして、もちもちで、なんというか……。

「こ……これは、無意味にマシュマロみたいな触感！　やぁらかくて気持ちいい！」

「感触を楽しむな」

　嫌そうな顔でカヂリがぼやき、地面に頬ほおずりするブレイクサンに溜ため息いきをついた。

「あのね、そういや説明してなかったけど、これ俺おれの能力ね。世界の物質や概念を作り変えられるっていう。今は――校庭の土を柔らかくしてみたんだけど……ん、どうにか無事に跳ねかえしてくれたみたいだな」

　適当な感じに説明して、いきなり、カヂリはぐらぁっと大きく揺れた。

「――カヂリ!?」

　驚き、ブレイクサンは立ちあがってカヂリの身体からだを支えてやる。血の気の失うせた彼は今にも倒れてしまいそうだった。

　以前、カヂリの能力は彼の命を削ると聞いた――ブレイクサンが寝ているあいだに何があったか知らないが……もう限界だ、たぶんカヂリは能力を使いすぎている。

　このままでは――カヂリが死んでしまう？

　ブレイクサンは不安になって、夢中で彼の額に手を当て、体温を計ったり――たぶんあまり意味のないことをしてしまう。

「カヂリ、カヂリ大丈夫ですか？」

「……ん、へーき。ていうか、俺より自分の心配しろよ」

　苦しそうだった呼吸を無理に落ちつかせ、カヂリはこちらを真面目まじめに見つめてきた。

「おまえに宿っていた大きな欠片かけら――破局ポイズンはもうない。どっかの誰だれかに心臓ごと奪われたみたいでな、今のおまえは完かん璧ぺきに一般人だから……死ぬときはマジで死ぬぞ」

「奪われた？　心臓ごと？」

　不穏な言葉に心配になり、胸に手をやってみたが、どくんどくんと鼓動はしている。

　どういうことだろう？　とブレイクサンが困り顔で首を傾かしげているうちに、またカヂリが手を引いて走りだす。

　強引というか、無理やりというか、脈絡がない。追いつけない。

　ブレイクサンは転びそうになり、慌ててカヂリに抗議する。

「ちょ――カヂリ、そんな急いでどこ行くのです？　能力を使ったのでしょう？　休まないと……それに、グリコたちのことも気になりますし、捜して……」

「そんな暇はねぇ」

　一喝し、彼は苦しそうなのに、何かに急せかされるように――怯おびえるように、校舎から遠ざかっていく。足取りは覚おぼ束つかなくて、今にも倒れそうで、見ていられない。

　獣みたいに無む垢くで、真実の鏡のようにすべてを映す彼の瞳ひとみは――どうしてだろう、進行方向ではなく、ただ校舎から溢あふれる光を凝視していた。

「最悪だ、最悪だ――腹が立つ、むしゃくしゃするっ」

　カヂリは何を見たのか、あるいは何を知ったのか、ブレイクサンにはわからない。わかるのは、カヂリが酷ひどく怖がっていることと、ブレイクサンの本能が激しく警鐘を鳴らしていることだけだ。

　何かが。

　何かが――始まろうとしている。

　あるいは、終わろうとしているのか。

　わかる。わかるのだ。全世界に生きているすべての存在は、ブレイクサンと同じように、たぶん何かの終わりに気づいていた。

「神様！」

　より深く、詳しくその寒気に似た恐怖を感知しているのか、カヂリが大声で叫んだ。名を呼んだ。神様の名を。ブレイクサンには――わからない。よくわからないが、なぜか、その声と同時にカヂリの視線を追い、校舎を振りかえってしまった。

「冗談じゃねぇ。ふざけてやがる。これが世界の真実だってんなら、あんなのが神様だってんなら、俺おれたちはいったいなんだったんだよ！　畜生が！」

　カヂリは最後に振りかえり、あくまで厳然と――美しく輝く校舎を指さした。

「どうしてだ!?　どうしてあんたが――神様なんだよ！」

　声なき声で喚わめくカヂリと、ひたすらに静かな――夜の街。月もなく、星もなく、街灯も消え、死に絶えたような嘘うそくさい暗い世界で、ただ校舎を見つめたまま走っていく。

「……あっ」

　一瞬、ブレイクサンは見た。

　見たと思う。

　もはや輪郭すら曖あい昧まいになるほど発光している学舎まなびや。その無事だったどこかの教室の――ひとつ、開け放たれた窓の向こう。

　何か白い、周囲を埋める輝きよりも白く美しい、人影があった気がした。

「――――」

　そして、そいつは言ったのだ。たしかに、ブレイクサンには聞こえた。カヂリの怒鳴り声に応こたえるように、なんだか哀かなしそうな顔をして――。
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「神様でごめんなさい」




　宇う佐さ川がわ鈴りん音ねはつぶやくと、校庭から視線を逸そらして溜ため息いきをついた。輝きの中心、床や壁や天井すらも見えない、ただ白く純粋な光だけが満ちている空間だった。唯一、残っていた――否いな、鈴音が望んで残していた外との繋つながり、窓も目を逸らしたら消えていた。これで完かん璧ぺきに、完全に、なんら不足もなく真っ白だ。

　その嘘うそくさいほどの白さ、誰だれもが想像する死後の無にも似た何もない白さに、鈴音は自分で自分を抱きしめて震える。怖い。この空間は怖い。変化のない、何もない、永遠に安寧とした世界。これで自分さえも消えてしまえば、あとは本当に無だ。

　死なのか。これは死なのか、とふと考えた。

　似たものではあるのだろう。少なくともその概念との齟そ齬ごはない。自分は死んで、生と死の狭間に宙ぶらりんで、あとは自分が消えてこの白さに呑のまれると完全に死に消えてなくなる。

　そんな気がした。もちろんただの想像である。

　鈴音は気がつくと学校の制服を着ていて、髪にはお気に入りのリボンをつけて、まるでこれから学校へ行くのだというような服装だ。先ほどまでは濃厚だった血の臭においも消え、完全に無臭で、さらに無音で、薄気味悪い。

　このとき、宇佐川鈴音はだいたいのことを推測していた。推測し理解していた。頭の中に頑迷に居残った宇佐川鈴音としての自我が頑かたくなにその考えを拒絶しているが、それも時間の問題だろう。

　思いだして――しまったのだ。忘れていたいことを。理解してしまったのだ。考えなくてもいいことを。どうして、どうして……と鈴音は思う。一人部屋に問われるまでもない、誰よりも鈴音が納得できない。

　どうして自分なのだ？　どうして？

「…………」

　無に問いかけても反応はない。そういう意味では真理というものは頑固者だ。唯一の真実なのだから揺るがない。応用もきかない。残酷で無慈悲だ。優しくない。

　真理など知りたくはなかった。ずっと忘れて安穏と生きていたかった。

　けれど、もう終わりらしい。世界が目覚めてしまった。

　化け物が近づいてくる。破滅か気け怠だるげな永遠か、これが最後の審判なのだ。

「…………」

　気がつくと、鈴りん音ねの足下に何か美しいものがあった。硝子ガラスの――透明な棺かん桶おけ。光を弾はじいて華麗なその死者を閉じこめる箱には、濃厚に匂におう薔ば薇らの花が敷きつめてあった。

　鈴音は制服姿のまま、その棺桶をしばらく見つめていた。

　やがて、ふっと息を吐き、虚うつろな表情でつぶやく。

「……そうだよね」

　そうして神は再び、現実逃避の夢を見る。

「夢だ。こんなの夢だ。嘘うそだよ。あたしは変な夢を見てるんだ。目が醒さめたら、またグリコちゃんと学校に行って、先生の授業を受けて、それで……それで」

　棺桶に寝転がり、腕を組んで瞑めい目もくする。やけに安心した。

「それでいいんだ……それで」

　光り輝く無の中心で、鈴音は微笑ほほえみ、ただ一粒の涙を零こぼした。






エピローグ

狩人










　（前略）――殺菌消毒は消化器官、不快逆流は排はい泄せつ器官、涙歌メロディアノイズは感覚器官、破局ポイズンは伝達器官、最弱アルティメットシールドは皮膚および骨肉であり、神じん蟲む天てん皇のうは体液、一人部屋は脳のう髄ずいだ。神話の七つの要素はそれぞれ私たち人間の肉体に対応しており、その役割もそれぞれが担当する肉体の部分に準拠している。生殖器官は排泄器官である不快逆流に属しており、創世記において生き残るべき人類を冷酷に選別したソドムとゴモラの伝説は、そのまま生殖行為として読み解くことができる。女性の子宮で男性の精子が生き残る確率は数億分の一で、ソドムとゴモラの崩壊で生き残ったのもたったの三人だ。聖母マリアに受胎告知をしたのも、聖王アブラハムの妻に子供を宿したのも、聖書においては不快逆流の役目をもつ天使であるという事実も添えて書き記しておく。

　このように、神話の記述はすべて肉体の変化や変質、および働きを寓ぐう話わ化したものであり、神話とは人生を寓話化した物語なのだ。

　そして、人生と一致した神話において、神の役割をもつのは「私」である。

　この「私」とは消化器官でも排泄器官でもない、脳でもない、神の大きな七つの分類をひとまとめにした肉体、その中央に宿る自意識である。すなわち思考する主体であり、魂と呼ぶと語弊があるだろうが、所しよ詮せんは肉の集まりでしかない私たちの身体を動かしている「私」である。「私」は殺菌消毒でも不快逆流でもない、役割をもたない概念だが、同時に殺菌消毒でも不快逆流でもある。それらは「私」を七つに分類した欠片かけらであり、集まってひとつの神話＝人生を形作る「私」である。七つの大きな欠片はそれぞれ役目を果たすために好き放題に動くが、それらはすべて「神」である「私」を正常に存続させるためなのだ。

「神」とは「私」の寓ぐう意いでしかなく、両者は精神的そして肉体的な双子である。違いがあるとしたら、「私」があくまで個体でしか存在できないのに比べ、「神」はあらゆる「私」を統合する総体、あるいは平均だというところであろうか。

　ゆえに当然、「私」と「神」には多少の誤差が生まれる。「神」とは茫ぼう漠ばくとした平均でしかなく、これは極端な例だが、帝王切開で産まれた人間は「洪水伝説」を経ずに誕生したことになり、前述の出産と洪水の因果関係に関する私の論も適合しない。

　そうした例外、個人個人の誤差を包括し、それでもなお私は主張しよう。

　神と私の一致構造を。

　誰だれもが妄想する絶対者、天上におわします全知全能の神などいない。それは妄想であり、妄想でしかない。絶対神は妄想であり、この世の奇跡は偶然であり、神話は物語であり、神は私である。私たちはそう自覚することで神になるのだ。

　この世界に悲観するならば、神に祈る前に己に念じよ。世界は私の主観や感情により容易に変へん貌ぼうする。幸せだと思えば世界は幸せで、世界は私を中心に回っていると考えれば本当に回りだす。神になれ。中心になれ。神話の主人公になるがいい。概念のなかにしか存在しない神を私に降臨させたその瞬間、世界は私に降伏し、その存在を変貌させるだろう。

　目覚めよ、すべての自覚なき神々よ。

　神と私の一致を理解し、妄想に居座る架空の神を殺すのだ。





　　――『神と私の一致構造』県立香か奈な菱びし高等学校一年Ｄ組　芥あくた川がわ白しら雪ゆき






　昔、自分の名前に含まれる「竜」という文字が、義兄の名前に含まれる「龍」という文字に負けている感じで悔しかった。なんだかあっちのほうが微妙に派手ではないか。調べてみると「竜」が神になると「龍」になるとかで、では自分は神になりそこなった出来損ないなのかと随分と歯は噛がみした記憶がある。

　今思えば、何がそんなに気にくわなかったのだろう。

　名前なんかどうでもいい。神になどなれなくてもいい。

　竜は竜のまま幸せになれるのだ。

「御み貴たか、御貴。さっさと起きないと学校に遅刻しますわ」

　黒くろ木き竜たつゑえは自宅である屋敷の離れ、使用人たちが住まう長屋の廊下、『貴たか御み門かど御貴』とプレートのかかった扉を上品に叩たたく。返事がなかったので首を傾かしげ、御貴のくせに自分を待たすなど生意気な、と表情によってはひどく幼く見える童顔を不機嫌にする。

　黒ずくめの少女である。漆黒のドレスに髪飾り。髪も瞳ひとみも綺き麗れいな光沢のある黒色で、喪服のような外見なのにどこか華々しい美しさがある。ただまぁ、この格好が普段着だというあたりから推測されるとおり、この服装は悪趣味と呼ばれるべき竜ゑのセンスの賜物で、貴族ぶりたいわけでもない。

　ともあれ貴御門御貴――富豪の分家の一人娘、竜ゑの使用人として育てられた少年は同じ学校に在籍しており、学年はちがうものの、いつも二人は一緒に登校している。

　普段は御貴のほうが竜ゑを呼びにくるのだが、今日にかぎっていくら待っても顔を見せない。まさか竜ゑを置いていくわけもなし、けれど不安になって、こうして呼びにきたのだった。

　彼はなんだか抱きしめていなければ不意に消えてしまいそうな存在なのだ。日常と非日常の狭間で生きる、奇妙な少年。彼の周りでどんな怪奇現象が起ころうと、竜ゑはもはや驚かない。

「御貴？　入りますわよ」

　扉を開くと室内は暗かった。以前は様々な物体が散乱していて汚かったのだが、今は御貴が掃除したので殺風景なほどに片付いている。

　竜ゑの自室と比べたら狭すぎる部屋、その片隅、ベッドの上の布団が膨らんでいる。まだ寝ているらしい。やることなすこと神経質なくらい几き帳ちよう面めんな彼にしては珍しい、と思いながら竜ゑは溜ため息いきをついて歩く。

　ぎしっ、とベッドに腰かけ、戯おどけて歌うように言ってやる。

「いつまで寝ていますの御み貴たか。わたくしの可愛かわいい寝ぼすけな蛇さん。早く起きないと意地悪な竜があなたを頭から食べてしまいますわよ？」

　それでも反応がないので、竜たつゑえは仕方なく布団をめくってみる。御貴は胎児のように丸まって眠っており、腹の立つことに呑のん気きな寝息をたてて竜ゑに気づきもしない。竜ゑはムスッと拗すねて、懐から扇子を取りだすとパタパタあおいで風を送る。

「もうっ、御貴。わたくしを待たせて何様のつもりですの。ぐっすり寝ちゃって……」

　言いながら、御貴の寝顔をじっと見つめる。そういえば眼鏡をかけていない彼は久しぶりだ。いつもちょっと冷たく見える顔をした彼だが、平和に寝ていると無害そうで意外なほどに可愛らしい。

　むずむず。

「…………」

　竜ゑは何か落ちつかなくなり、むずむず身をよじると御貴に顔を近づけていく。吐息が触れる距離、しなだれるように身体からだを傾けた竜ゑは、そのままの姿勢でしばらく沈黙した。

「御貴……」

　彼の髪を撫なで、掠かすれた声でそっとつぶやく。

「本当に――食べてしまいますわよ」












「竜たつゑえに食人の嗜し好こうがあったとは意外だな」

　瞬間、ぱちりと目を醒さました御み貴たかは金色の瞳ひとみでこちらを注視して言った。竜ゑは爆発するように真っ赤になり、がばっと体勢を戻すと大げさに仰のけ反ぞった。

「みっ、御貴っ！　起きているならそう言いなさい！　悪趣味ですわ！」

「あぁ、竜ゑ、頼むから大声をださないでくれないか。なんだか頭が痛いんだ……」

　呻うめき――本当に苦しそうに御貴が眉まゆをひそめるから、竜ゑはすぐに狂乱を鎮めて起きあがった彼の額に手をやる。

「頭が痛い？　大丈夫ですの、御貴。調子が悪いなら学校は休みます？」

「いや――」

　御貴は首をふり、やはり苦しそうに顔をしかめたが、竜ゑを安心させるように微笑ほほえむと立ちあがった。

「学校を休むほど酷ひどくはないよ。なんだろう――変な夢を見たせいかな？　僕はこれでも人間と比べたら丈夫だからね……頭痛くらいすぐに治るし、平気だよ」

「本当に本当、ですの？」

　それでも不安が消えない竜ゑの正面、本当に本当だよ、と適当に応こたえた御貴がいきなり着ていたパジャマを脱いだ。ぱさ、と落ちる上着を目で追ってから、御貴の白い裸身を視界に収めてしまい竜ゑは沸騰した。

「み、御貴!?　なぜに脱ぎますの!?」

「へ？　学校に行くんだろ、着替えなきゃ」

「それにしたって女の子の前で……あぁもうっ、心配したわたくしが馬ば鹿かでした！　御貴はいつもの変な御貴ですわ！」

　ぷんすか怒りながら部屋を出ていく竜ゑの背後、御貴が憎らしいくらい惚とぼけた声でつぶやいたのが聞こえた。

「……変かな？」
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　異変に気づいたのは、商店街に辿たどりついたときだ。

　竜ゑの自宅から電車でしばらく移動し、お金を払って駅前に駐とめてある自転車に乗った。もちろん漕こぐのは御貴で、竜ゑは荷物のせに横向きに座っている。そもそもドレスで自転車を漕ぐというのは物理的に無理だし、美しくない。そして御貴は自分の使用人だ。この待遇は誰だれに文句を言われるものでもないと思う。

　うんうん頷うなずきながら、落下しないよう御貴にしがみついていると、不意に。

「変だな」

　御み貴たかが神妙な声でつぶやいた。竜たつゑえは戸惑い、わずかにそんな御貴を見つめていたが、やがて周囲に視線を巡らせて首を傾かしげた。

「そうですか？　えぇと、どこが変ですの？」

「どうして誰もいないんだ？」

　言われてみると奇妙ではある。いつもはあまり認識せずに通りすぎるだけの商店街だから、人影がないのにも気づかなかったが――。

　町はまだ目覚めていないかのように、あるいは死滅したように静まりかえっていた。立ち並ぶ店々はシャッターを下ろしたままで、いつも朝から元気に呼びこみをしている店員も、駅へと向かう社会人も、竜ゑたちと同じ――学校の生徒も、誰だれもいない。無音で、寂しげだ。

　竜ゑは顔をしかめ、自覚すると奇異としか思えない無人の世界を仰いだ。

「本当に……どうして」

　誰もいない。御貴は何か鎌かま首くびをもたげ警戒する蛇みたいに鋭く周囲を睥へい睨げいし、自転車を駐とめて竜ゑを降ろした。朝の空気は酷ひどく肌寒く、靴で踏みしめたアスファルトも凍っているのかと思うほど冷たい。

　思わず温ぬくもりを求めて御貴に触れると、彼は眼鏡の奥に隠された切れ長の瞳ひとみで――じっと、こちらを見つめて囁ささやいてきた。

「気をつけろ、竜ゑ。何か嫌な感じがする……」

「嫌な感じ？　それは化け物の気配ですの？」

　思わず自分の武器である黒い扇子を取りだして構える。

　御貴はこう見えて普通の人間ではなく、ヘビと呼ばれる神話の種族の末まつ裔えいだ。それゆえにだろうか、彼は常人よりも化け物を感知する能力に長たけている。

　化け物。おぞましい、ただ人間を食うために生きている怪物。人類の天敵。その姿は悪夢のように不気味で、見るだけで心が冷えていく。竜ゑも普通の人間ではないのだが、できれば連中とは会いたくない。

「どうかな」

　御貴の表情は険しい。

「化け物だとしたら、とんでもない大物か、ろくでもないくらい大量にいるか、どっちかだろ……まるで世界ぜんぶが化け物になったみたいな――」

　御貴はそこで言葉を止め、渋い声でつぶやいた。

「とにかく、呑のん気きに学校へ行ってる場合じゃない。何か異常事態が起こってるのは間違いないんだ、美み名なさんか、蜜みつ姫きか、そのへんに相談するべきだよ」

「……わかりましたわ。では姫さまのアパートへ向かいましょう。わたくしが空間把握で解析してもいいのですが、あれは林りん檎ごの消費が激しすぎますし」

　竜たつゑえはそう応こたえ、信頼する彼に同意を示す。

　御み貴たかは基本的に冗談は言わないから、竜ゑも彼の感じた気配というものを疑わない。何かがいるのだ、この町に。そして――強力な化け物や大きな欠片かけらと呼ばれる人外に比べ、ほとんど普通の人間と変わらない竜ゑと御貴は無力だ。美み名なや蜜みつ姫き、同じく強大な力をもつ仲間たちに協力を求めるしかない。

　素早く今後の方針を決め、自転車へまたがった。なぜだか胸騒ぎが止まらない。

　朝の空は押し潰つぶすような曇り空で、気分さえも落ちこんでいく。舞台劇の閉幕のような、物語の終末のような、死のような、陰いん鬱うつな空だ。

　そんなことを考え、竜ゑが御貴の背中に抱きつくと。




「くすくす」




　唐突に、どこかから笑い声が響いた。

　どこから――？

　警戒して周囲を見回す必要もなく、気がついたら、本当にいつのまにか、竜ゑたちの正面に誰だれかが座っていた。

　あまり特徴のない、観かん音のん逆さか咲ざき高等学校の制服を着た少女だった。湿った感じの黒髪は短く、切れ長の瞳ひとみには危うげな意志が灯ともっている。

　正体不明の彼女はくすくす笑いながら道路にそのまま座りこみ、足をだらんと伸ばしてあらぬ方向を眺めていた。

　楽しそうに楽しそうに、無人の――死に絶えたかのような町並みを。

「竜ゑ」

　御貴の声が緊迫している。竜ゑも背筋に何か寒いものを感じた。

「逃げるぞ。人間じゃない」

　その囁ささやき声に反応するみたいに、少女はゆるりと立ちあがる。そして気け怠だるげにこちらを見つめ、やる気なく頭の後ろで手を組んだ。表情は仮面のような笑顔だが、どことなく苛いら立だっているように竜ゑは感じた。

「…………はぁ」

　少女は独り言のように、聞きとりづらい陰気な声でつぶやいた。

「夏なつ子こさぁん、何が大きな欠片の気配を感知しただよぉ。枯れかけのお子様とあたしらの同類じゃん、期待して損しちゃった」

「まぁそう怒らないでくださいよ雨あめさん」

　応こたえる声は背後から聞こえた。振りかえると、竜ゑたちも何度か行ったチョコレートパフェで有名な喫茶店、『インディアンバー』の扉を開いて人形のような女性が顔を見せていた。

　あれは――と竜たつゑえは思いだす。あれはたしか、喫茶店の店主。名前まではよく知らない。地味な服にエプロンをまとった飾り気のない人物で、雨あめと呼ばれた少女と同じく貼はりついたような笑みを浮かべている。

「観かん音のん逆さか咲ざき高校に近づく存在は人間でも化け物でも殺す、それが役目でしょう。相手を選り好みせずに働きませんと」

「わかってるけど、どうせだったら楽しみたかったんだよね。あたし、これまで陰に潜んで生きてきたし。最終戦争くらいは派手に可お笑かしく楽しみたいじゃん？」

　竜ゑと御み貴たかを無視し、二人を挟むように立った異様な笑顔の少女と女性は談笑する。逃げ道を塞ふさがれた。外見は地味な、どちらかといえば大人おとなしくて弱そうな彼女らだが、見た目で判断すれば痛い目を見るのが人外の戦いである。

　どうする？　どうやって逃げる？

　戦おうとは思わない。まず間違いなく殺される。甘いものではないのだ、化け物や人外の戦いというのは。竜ゑは先日に巻きこまれた永遠研究所の事件で、それを強く実感している。油断をすれば即座に殺されて、油断しなくても時間をかけて殺される。勝てない。人間は化け物に勝てない。

　だが、だからといって、あっさり殺されてやる謂いわれもない。

　扇子を大きく開き、いつでも動けるように身構える。

　雨が気づいて、なんとも楽しそうに手のひらを前に向けた。

「ウヒョ、狩られるだけの兎うさぎさんのくせにいっちょまえに威い嚇かくしてるよ。夏なつ子こさぁん、ねぇこいつブッ殺していい？」

「あなたがやると肉が残らないので駄目です。私も……少し、お腹なかが空きましたので」

　べごりッ、と夏子と呼ばれた女性の関節が折れた。つづいて肉が沸騰する泡のように奇妙に膨らみ、見る見るうちにその姿が異形の化け物に変化していく。彼女が着ていた服や靴が呆あつ気けなく千切れて舞った。竜ゑと御貴は、ただそれを呆ぼう然ぜんと見守るしかない。

　やがて黒みを帯びた夏子の肉体は甲殻類のように硬い質感となり、節くれだった手足も筋肉の起伏を残したまま硬直していく。全身鎧よろいの武者のような、近くにあった店ほどまでに巨大化した威容。変わり果てた彼女の放つ圧迫感に、地面が、空気が、怯おびえるように震動した。

　額に三本の角を生やし、瞳ひとみを真紅に煌きらめかせたその化け物は……。

「夏の王様、虫の王様、甲かぶと虫むしの水み無な月づき夏子さんはぁ――変身タイプのお仲間じゃあ、圧倒的に強いんだよ。さぁ絶望して！　悲鳴をあげて！　盛りあがって！　これが最後なんだからさぁ！　餌は餌らしく断末魔の歌声で捕食者様を悦よろこばせなよ！」

　瞬間、そうして騒ぐ雨の手のひら、その真ん中に暗々とした穴が生まれ――薄緑色の液体が勢いよく噴射される。弾丸のような速度で放たれたその粘液は、竜たつゑえのそばに立っていた本屋に達すると同時に呆あつ気けなく壁を溶かしてしまった。

「くすくす」

　手のひらから溶解液を溢あふれさせた女子高生は、蒼そう白はくになった御み貴たかと竜ゑを楽しむように口元を緩ませる。

「そして、あたしは能力型の優等生。毒鬼ヴィネの無な雲ぐも雨あめちゃんと呼んでちょうだい。さぁ！　あたしの素敵な硫酸の雨でッ、あんたら骨までグズグズに溶かしてあげるッ！」

「だから溶かしちゃ駄目ですってば」

　ずぅん、と声だけは変わらない、そこが逆に異様な夏なつ子こが足を踏みだした。

「私お腹なかが空いてるんですから」
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　前門の虎とら後門の狼おおかみどころの騒ぎではない。前と後ろから化け物の挟み撃ち。左右には商店街の店々がつまっており、竜ゑたちには建物を飛び越せるほどの跳躍力はないので――逃げられない。ならば雨か夏子か、どちらかを突破して脱出しなくてはいけないのだが……。

「竜ゑ、戦おうなんて馬ば鹿かな考えはしないでくれよ」

　小声で囁ささやいてくる御貴に、竜ゑは唇を尖とがらせる。

「けれど、黙って逃がしてくれるほど優しい方々とは思えませんわよ」

　背後からは地響き。夏子の巨体があくまで緩慢に、余裕をもってこちらに近づいてくる。それは酷ひどく確実で厳然とした死だった。彼女が自分たちのところに辿たどりついたら、そのまま踏み潰つぶされて挽ひき肉にくにされてしまうだろう。竜ゑたちにはこの巨体を打ち負かす攻撃力も策もない。

　そう、これは戦闘ではない。捕食だ。圧倒的に有利な存在が、泣けてくるほどに矮わい小しような自分たちを飽きるまで蹂じゆう躙りんする遊び。夏子がちょっとした気まぐれでこの遊びを早く終わらせようと決めてしまったら、そこが竜ゑと御貴の寿命になる。

　あんな規格外な、化け物らしい化け物には抵抗する気力すら湧わいてこない。鼠ねずみと猫の戦いよりも分が悪い。建築物の大きさをもつ肉食獣とどうやって戦えというのだろう。

　ならば雨のほうか。あちらも妙な能力をもっているようだが、肉体的には普通の少女のように見えた。まだ勝算がありそうに思える。

「ねぇねぇ」

　ぽん、と肩を叩たたかれた。え？　と竜ゑは戸惑う。

　横を見ると、くすくす笑った雨が当たり前のように立っている。さっきまではたしかに前方にいたのに。瞬間移動したとしか思えない。

「わっ」

　反射的に扇子をふるい、そこに空間の乱れ――小型の竜巻を発生させる。これぞ竜たつゑえの伝家の宝刀、竜の吐息ドラゴンブレスと名づけた能力だった。竜巻、あるいは突風を叩たたきつけ、相手を吹っ飛ばす。殺傷するほどの破壊力はないが、不可視なので回避は難しい。

「くすくす」

　そのはずなのに、雨あめは容易たやすく風の衝撃を避けた。変わらぬ仮面のような笑顔の残像だけを残し、気づくとまた先ほどの位置――竜ゑたちの前方に立っている。

「あはは。危ない危ない、へぇ、面白いチカラもってるじゃない」

　独り言のように、呑のん気きとも思えるほどの下らないことを語る。

「硫酸の雨VS恐怖の突風って感じ？　感じ？　御お伽とぎ噺ばなしにそんなお話あったよねぇ、うん？　あれは北風と太陽？　じゃあ、あたしらが新しい御伽噺を作っちゃおう！」

　こいつも捕食者だ。竜ゑは確信する。後方から迫りくる夏なつ子こよりも遥はるかに華きや奢しやな少女だが、その危険度は間違いなく同等以上。

　竜ゑの背中に寒気が走る。元より喧けん嘩かが好きなわけでは全然ない。痛いのは嫌だし、血なんか見たくないし、誰だれかを傷つけるのも遠慮しておきたい。普通の少女なのだ。竜ゑは、化け物でも戦闘好きでもない、自分と誰かの痛みを想像できる程度には人間だった。

「竜ゑ」

　低く、隣に立つ幼なじみの姿をした誰か、今は竜ゑの最愛のひと――御み貴たかが小声でつぶやいてくる。彼は人間ではない。この状況でも冷徹とも思えるほど表情は醒さめていて、けれど言葉には間違いなく竜ゑを案じる温かみがあった。

「こいつらが何者なのかはわからない。今、この町で何が起きているのか、学校は何か関係があるのか、なんにもわからない。わかりたくもない。世界の命運だとか、大いなる陰謀だとか、そんなものに関われるほど僕らは大した存在じゃないよ。少なくとも僕は、悪役も正義の味方も懲こり懲ごりだし二度と御免だ」

　その特徴的な金色の瞳ひとみには、怯おびえた顔の竜ゑが映りこんでいる。

「だけど僕らは死ぬわけにはいかない。そうだろ？」

　そうだ。死ぬわけにはいかない。死んでたまるものか。竜ゑは本当なら、存在の崩壊を起こしてすでに死んでいる身だ。そんな自分に己の腕を千切って生きろと言ってくれた少女がいる。血みどろになって竜ゑの目の前で両手を広げ、守ってくれた少年がいる。

　そうして今もつづいているこの命を、ここで失うわけにはいかない。

　誇りをもって、生きていく義務が竜ゑにはあるのだ。

「竜ゑ、作戦がある。耳を貸して」

　素早く鼓膜に忍びこんできた彼の言葉に、竜ゑも今を生き抜く覚悟を決める。ここはあの忌まわしい研究所と同じ戦場だ。生きのびるためには覚悟がいる。

　竜たつゑえは扇子を握りしめ、大きく頷うなずいた。

「なぁにを二人っきりでお喋しやべりしているのっ!?」

　沸騰した体液が雨あめの手のひらから射出される。その強酸は竜ゑのそばにあった電信柱に直撃し、呆あつ気けなく中途から折ると傾けた。大きく振り子になって倒れた電信柱は、そこに繋つながる電線に火花を散らしながら夏なつ子こに向かっていく。

「ちょっと雨さん、こっちに私もいるんですから……気をつけてくださいよ」

　あくまで平然と、夏子は前肢の一振りで電線ごと電信柱を粉砕した。多少は感電したはずだが、痛みすら感じていないようだ。

　対する雨も悪びれず、手をぴらぴら揺らして大きく笑った。

「ごめんごめん、あたし昔から団体行動とか苦手でさぁ？　チームワークっていうんですか？　連携っていうんですか？　そういうの、慣れてないんだよねぇ」

　彼女は憎しみすらこもった声で語る。

「だってさぁ、夏子さん。こいつらあたしのこと無視して二人だけで喋るんだもん。うわぁ、ムカついちゃうよぉ雨ちゃんはぁマジで。あたし昔っからそうなんだよなぁ、学校でも家でもさぁ、おまえら、おまえらだよ……なんであたしを無視するの？　屑くずのくせに！　馬ば鹿かのくせに！　あたしを除のけ者にするの？　あたしのほうが偉いんだから、あたしをもっと褒めればいいのに！」

　自分の言葉に興奮したのか、真っ赤になって雨は手足をふり回した。でたらめに撒まき散らされた濃酸が彼女の周囲を溶かしていく。

「あはは！　でももう、あたしは教室の隅っこで無視される陰気な女の子じゃないんだから！　この不細工な世界は悪魔に潰つぶされて、もっとあたしが優遇される公平な世界になるんだから！　素晴らしい最後の審判！　あたしはようやくッ、世界に公平に選ばれる！」

　常軌を逸した彼女の台詞せりふが、理解できなくて、竜ゑも御み貴たかも反応できない。最後の審判？　公平な世界？　どういう意味だろう。わからないが――雨がどうやら元は普通の人間で、世界に不満をもっていたらしいことだけは推測できた。

　そんな彼女に力を与え、何事かを吹きこんだ誰だれかがいる。

　たぶんそいつが――真の敵だ。

　雨は両手を突きだして、これまで笑う機会が少なかったのだと思う、不器用な……引きつった笑みを見せた。

「あたしはッ、神に選ばれた人間なんだッ！」

　同時に硫酸の雨が二人に降りそそぐ。竜ゑは彼女の台詞に、怒りよりもまず哀かなしみを覚えて、すっと前にでた。

　空気すら灼やき尽くしながら迫りくる混濁した液体の前、漆黒の扇子を旋回させる。集中。雨あめの言葉はいちいち気に障る。それは昔の竜たつゑえの言葉だ。誰だれかに選ばれたかった。特別だって思われて、賞賛されたかった。そのためだけに努力した。けれど。

　それは、無意味だ。

「神様なんかに選ばれなくても」

　現象は劇的で明めい瞭りようだった。

「わたくしは、わたくしを選んでくれたひとがいたから幸福です」

　竜ゑの目前、不定形の生き物を思わせる動きで迫った酸は、不自然に凝固して空中で停止した。雨は目を見開き、初めて表情を脆もろく崩した。

「な――このっ！」

　無尽蔵に湧わきでてくる怨おん念ねんのこもった強酸。熱い、と竜ゑは思った。その憎しみに精神が焦がされそうだ。

　けれど酸は決して竜ゑを損なえず、虚むなしく宙で硬直し溜たまっていく。

「どうして!?　生意気！」

　雨の攻撃はつづく。けれど、どれだけつづけてもそんなものは無意味だ。

　これが、竜ゑの身体からだに封入されていた能力。涙歌メロディアノイズの空間操作。永遠研究所において、堕天使と化した不快逆流さえも押し留とどめた奇跡の力。あれに、あのときの蜜みつ姫きの憎しみに比べたら、誰かに褒められたいとか、なんとなく周りが気に食わないとか、そんな些さ細さいな怨えん恨こんは弱すぎる。

「あなたが、どのような人間だったかは知りません」

　哀れむわけではなく、ただ素直な気持ちを竜ゑはつぶやいた。

「けれど、どんな能力を手にいれようが、たとえ神様に選ばれようが……自分の心が変わらなければ、きっと幸福は掴つかめませんわ」

　理想に狂った父親と、過去の自分に告げるように、ただ清廉と述べる。




「可哀かわい想そうなひと」




　瞬間、雨の表情が完全に消えた。わなわなと震え、拳こぶしを握りしめ、指の隙すき間まから硫酸を溢あふれさせて睨にらみつけてくる。竜ゑは目を逸そらさない。彼女は昔の竜ゑだ。その苦しみはわかる。誰からも必要とされていないような、自分がいなくなっても世界にはなんの影響もないと理解してしまったような、それは可哀想な絶望だ。

「雨さん！　攻撃の手を緩めてはいけません！　空間操作など、長くつづくわけがないのです！　あなたがやらないなら私が！」

　背後の夏なつ子こが雨の動揺を悟ったか、猛然と突進してくる。すでに容赦はない。何も考えていない、真まっ直すぐな吶とつ喊かん。きっと悪いひとではないのだ、この女性も。けれど化け物になってしまった。これが最後の審判なら、これが公平な世界だというなら――。

「そんなもの、ちぃとも素敵じゃありませんわ」

　そして竜たつゑえは素早く夏なつ子こを振りかえる。扇子を握りしめたまま、そばに立つ愛いとしいひとを守るように。決意と殺意を宿らせた瞳ひとみは――燃えるよう。

「あ――」

　その表情を一瞬だけ見たのか、雨あめが背後で悲痛な声をあげた。

「駄目！　夏子さんっ、そいつの狙ねらいは――」

　夏子は聞いていない。充血した複眼は真っ赤だ。戦車のごとき巨体はすでに止まらず、竜ゑたちを踏み荒らそうと凄すさまじい勢いで近づいてくる。

　恐れず、竜ゑは薄っすらと微笑した。

「古今東西の神話によると、竜の吐息ドラゴンブレスというものには種類があって、ただの強烈な風だとか、大地を焦がす炎だとか、生者を穢けがす毒だとか、すべてを溶かす硫酸だとか――」

「逃げて！　夏子さん！」

　叫び、雨がでたらめに酸を飛ばしてくるが、逆効果だ。なんだか雨も夏子も戦い慣れていないと思う。竜ゑも自慢できるほどではないが、蜜みつ姫きたちと何匹も化け物を退治して――それなりに自分のできることは把握していた。

　自分は、決して強力な能力も、無敵の破壊力ももっていない。

　けれど、使いようによれば柔な紐ひもですら他人を殺せる。

　経験の差と、知識の差と、覚悟の差は――そのまま戦闘の結果を決めてしまう。

　迸ほとばしる強酸を綿飴のように宙でまとめ、練りあげながら、竜ゑはそっと相対する敵たちを観察した。

　雨と夏子の関係は知らない。喫茶店と観かん音のん逆さか咲ざき高校は近かったから、人間だったころから仲の良い二人だったのかもしれない。一瞬――学校で居場所がない根暗な女子高生が、夏子の店で珈琲コーヒーを飲み、ほのかに微笑ほほえんでいる映像が頭に浮かんだ。

　竜ゑの頬ほおに涙が伝う。

　やはり喧けん嘩かは大嫌いだ。

「竜のドラゴン――吐息ブレス！」

　空間操作の能力全開、周囲の空気が蠕ぜん動どうし回転する。雨の手のひらから放たれ、竜ゑの付近に堆たい積せきしていた膨大な量の濃酸は――滑り、流れ、竜ゑの意志のままに空中を走り、まさに竜ゑに肉薄しようとしていた夏子に直撃した。

　瞬間、派手に夏子の半身が溶けて削れて吹っ飛んだ！

　断末魔の悲鳴はなかった。激しい血臭と雨の悲鳴が聞こえた。ぼたぼたと落ちてくる肉塊や血が、外観だけは平凡な商店街を彩っていく。がしゃりごしょりと黒い甲殻が散らばり、刹せつ那な、化け物のご多分に漏れず水み無な月づき夏子の全身は霧状に爆散して消えた。

「夏なつ子こさぁん！」

　雨あめが信じられないという顔で絶叫し、竜たつゑえを見てくる。自分の能力を利用され、愛いとしい誰だれかを殺される。それは最低の、嫌な気分だっただろう。

　下げ衆すな真ま似ねをしてしまった、と竜ゑは思う。財閥の娘としての誇りなど――すでに摩滅しているが、人間として、申し訳なかった。

「あ、あぁ――あ」

　夏子がいた空間を呆ぼう然ぜんと見つめ、雨は頭を抱えて絶叫する。

「あんた！　何やってんだぁぁあ！」

　刹せつ那な、雨の姿が消失する。また瞬間移動か。竜ゑは戸惑い、涙歌メロディアノイズの能力――空間把握で彼女の位置を解析する。

　真下、と出た。

「下……？」

　その意味を理解するよりわずかに早く、雨が地下から地盤とアスファルトを抉えぐって飛びだしてきた。両手の酸で地面を溶かしてトンネルを掘り、地中から飛びだして不意打ちをしていたらしい。たしかに奇襲という意味では有効な戦法だ。

　竜ゑは蒼そう白はくになり、咄とつ嗟さに横っ飛びして難を逃れた。地面を転がり、まさに豪雨のように降りそそいでくる硫酸を止める。雨は何かこちらを罵ののしっているようだが、声が荒れていてうまく聞きとれない。

　紫電が走り、散らされる酸の飛沫しぶきは無力で、それは哀かなしいほどに無力で、竜ゑは少し罪悪感を覚えた。少しくらい攻撃を食らってあげてもいいのではないかと愚かな、弱い考えが浮かんできたが、そんなことは考えるまでもなく無意味だ。

　虫を踏み潰つぶすように、豚肉を食べるように、彼女を殺さなくてはいけない。

　炎天下に置いた氷のごとく地面が、商店が溶かされていく。けれど竜ゑは静かに目の前の、竜ゑに触れられず足あ掻がく少女を真まっ直すぐに見つめて告げた。

「ごめんなさい」

　もしかしたら幸せになれたかもしれない彼女を、自分が生きるためにこれから殺す。正当防衛だとか、相手が化け物だとか、そういう大義名分は無価値だ。

　彼女を殺すことで、竜ゑはたぶん傷つく。悩み、苦しみ、何度も泣きながら悪夢を見る。

　それが罰だ。罪と罰だけが公平で、けれど人間は決して公平に幸せにはなれない、意地悪なこの世界を、竜ゑは少しだけ恨んだ。

「死んで――いただきます」

　覚悟を決めて、手にした扇子を突きつける。

　空間操作で隔離された空気の壁を、雨が爪つめで何度も引ひっ掻かくのが見えた。彼女自身は硫酸に溶かされないようになっているらしい。溢あふれて行き場を失った酸は彼女の目元や頬ほおを伝い、まるで雨あめは泣いているように見えた。

　その様子に、竜たつゑえはもう一度だけ言う。

「ごめんなさい」

「…………？」

　直後、雨は異常に気づいたかのように目を見開いた。

「……あれぇ？」

　周囲を見て、首を傾かしげ、不安になったみたいに小声で。

「もう一人の……あの男の子は、どこ行ったの？」

　雨の視線が自分から逸それたその瞬間、竜ゑは手のひらを突きだした。雨の真ま似ねをするかのように。けれど――竜ゑの手のひらから硫酸などはでない。

　ただ袖そで口ぐちから黒々とした蛇が――。

「――――」

　一部だけ空間操作の壁に穴をつくり、そこから細い身体からだを飛びださせ……蛇に気づいた雨が悲鳴をあげるのと同時に、その爬は虫ちゆう類るいは大きく開いた彼女の口に迷わず飛びこんでいった。

「むぐうッ!?」

　雨は身を捩よじり、仰のけ反ぞり、喉のどを両手で押さえて悶もだえた。暴れ狂っていた硫酸が地面に落ちて消えていく。雨は転び、声にならない悲鳴をあげ、足をばたつかせて苦しんでいる。

「うぐぅ!?　ぐぐッ……ぐう!!」

　何かの病気の発作みたいに、雨は喚わめき、顔を抱えて爪つめをたて身をよじる。胃袋には収まりきらない異物を無理やりに押しこめられ、彼女の腹部が異様に隆起した。肌の下で何か太くて長いものが蠢うごめいているのがわかる。

　雨の目元に涙が光る。食いしばった口元から、彼女は哀あい咽えつと泡を漏らした。

　無駄に――苦しませてしまった。

　竜ゑはゆっくり立ちあがり、そんな彼女を見下ろした。

　哀れな少女の口からは、蛇の尻尾しつぽがわずかに覗のぞいている。痛ましい姿だ。目を逸そらしかけた竜ゑに――口こう腔くうから進入して食道を這はい、胃袋に収まった黒い蛇が彼女の肉越しで尋ねてくる。

「……どうする？」

　脂あぶら汗あせを流し、完全に開ききった瞳どう孔こうでこちらを見つめる雨に、竜ゑは溜ため息いきをついた。蛇を丸ごと飲みこんだその苦痛は、不快感はどれほどか。想像するだけで恐ろしかった。

　ひくひくひく、と雨の肩が痙けい攣れんする。

　その喉の向こうに蛇の尻尾は完全に消え、お腹なかを押さえて立ちあがれない雨は恨みがこもった目つきで竜ゑを睨にらみつけた。

「あ……あ、んた」

　苦しげに、一言一言に憎悪をこめて、雨あめがつぶやいた。

「呪のろってやる……こんな、こんなこと、許さ……」

　そうだろう、と竜たつゑえは思う。傷つけられたり、苦しめられたり、それは呪わしくて、嫌なことだ。だから竜ゑは喧けん嘩かが嫌いで、戦わなくてはならなかった互いの運命を恨む。傷つけるほうも平気ではいられない、心が出血し、真っ赤に染まっていくようだった。

　雨の形に凝縮した己の罪を嘆きながら、ふう――と竜ゑは深く息を吐きだす。

「御み貴たか」

　そして偽善めいた、最悪の言葉を口にした。

「楽にしてあげて」

　ぶつ、と嫌な音がする。雨は唇から血を零こぼし、胸を押さえて藻も掻がいていたが――すぐに、呆あつ気けなく動かなくなった。体内の御貴が肉を食い破り、心臓を噛かみ潰つぶすか何かしたのだろう。

　望んだのは竜ゑで、殺したのも、きっと竜ゑだ。

　人間を殺したのは初めてだった。これでたぶん、もう天国へはいけない。

　死体となった少女の前、竜ゑは空を仰いだ。

　愛いとしい蛇と一緒ならば、地獄行きでも哀かなしくはないと自分に言い聞かせる。
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　殺さい原ばら蜜みつ姫きは眉まゆをひそめた。否いな、蜜姫に化けた最弱アルティメットシールドと呼ばれる大きな欠片かけらが――否々、大きな欠片の本能すらも屈服させ、支配下に置いた嫉しつ妬との女王、ムーンが酷ひどく気難しげな、不快感を露あらわにした表情でつぶやいた。

「役立たずどもが」

　可か憐れんな、虫も殺さないような蜜姫の外見に不釣りあいな、憤怒に充ち満ちた声。ムーンは電信柱の頂上、観かん音のん逆さか咲ざき町を俯ふ瞰かんできる位置で朝日を浴びていた。校舎を挟んだ向こう、商店街での戦闘を見終え、風に飛びそうになった帽子を手で押さえて吐き捨てる。

「……毒鬼ヴィネの無な雲ぐもと甲かぶと虫むしの水み無な月づきが、こうも簡単に倒されるとはね。どちらも変身型と能力型では最強だったはずなのにさ――しかも、大きな欠片でもなんでもない、警戒すらしてなかった涙歌メロディアノイズの子供とヘビごときに」

　その声には感情がない。少なくとも、敗北し殺害された己の部下たちに対する哀れみも冥めい福ふくを祈る気持ちもない。

　ただ忌いま々いましい。胸がむかむかする。目眩めまいまでする。

　ムーンは溜ため息いきをつき、死んだ無雲雨の死体から、紅あかい、奇妙な光が観音逆咲高校の校舎へ飛んでいくのを見届けた。

「まぁいいわ、最初から他人になんか期待してないし。校舎にさえあらゆる他人を近づけなきゃいい。せいぜい働きなさいよ……選ばれし人間さんたち？」

　くすくす、と笑ってムーンは校舎をただ陶然と見つめる。朝焼けのなか、真紅の輝きに包まれた校舎はまるで熟うれた林りん檎ごのよう。その中央にいる彼女の意志を反映したのか血のように色を変え、群がる化け物たちに集たかられて震えている。

　化け物。化け物か。

　ムーンは肉体変化の能力で視力を倍加させ、校舎に迫り、光を貪むさぼっている化け物たちを注視する。あれらは肉体改造でムーンが化け物に変えた部下たち――無な雲ぐも雨あめや水み無な月づき夏なつ子このような存在ではない。

　その正体は。

「……蟲むしね」

　鼻で笑い、ムーンは両手を広げて世界を俯ふ瞰かんする。そして誰だれにも理解できないような、神話めいた独り言をつぶやく。

「蟲が化け物に変化した――なのに神には抵抗する意志がない。世界はもう保もたない……なんてね、冗談じゃないわ。このまま終わらせてたまるもんですか」

　歌うように、終わりかけの世界に咆ほう哮こうする。

「あたしは主役になるのよ！　世界の主役に！　誰もがあたしの名前を褒め称え、未み来らい永えい劫ごう、賛美しつづける素晴らしい世界のね！」

　そこまで酔ったように叫び、急に俯うつむくと、自己嫌悪に頭を掻かきむしる。

「また独り言……。あぁ、あぁあ！　あたしは誰に自慢したいわけ!?　梅うめちゃんはあたしが殺した！　ジョーカーもこの手で殺した！　別にいいのよ！　あんな連中に褒められなくても！　いずれ全世界の人間があたしをッあはっ――あはははははっ！」

　狂ったように、ムーンは高笑いする。真実の鏡に自らの美を称えさせ、自己満足の笑みを浮かべる孤独な嫉しつ妬との女王のように。

「あはははははは！　後悔したってもう止まれないのよぉ！　あんたがッ！　あんたの立場が美しすぎて――羨うらやましすぎるのが悪いのよ！」

　世界の中心で真紅に輝く林檎の真ん中、宇う佐さ川がわ鈴りん音ねは応こたえずに、ただ硝子ガラスの棺かん桶おけで王子がくるのを待っている。
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　夢を見ていた。

　昔の夢だ。

「…………」

　遠い遠い、霞かすんでしまった遠い記憶。グリコがヨノと呼ばれていた時代。まだ人間だったころ、料理の味を感じていたころ、夏は暑さに気が滅入り、冬は寒さに涙した、当たり前の身体からだと心があった遠い遠い昔。

　――お母さんなんですか？

　ずっと尋ねたかったことがある。

　――お父さんなんですか？

　自分の命を蟲むしから救ってくれて、ともに旅をし――といっても、グリコが一方的についていっただけだが――最後は、自分に林りん檎ごを託して消えてしまった二人の旅人。

〝くだん〟。〝きりぎりす〟。

　本名だったのかどうかは知らない。たぶん嘘うその名前だろうけど、名前なんかに興味はないから特に尋ねたりはしなかった。グリコが彼らに聞きたかったのは、それだけが言いだせなくて苦しかった質問は、たったひとつ。

　――あなたたちは。

　あれは、二人と旅をしてどのくらい時間が経たったころだったか。

　――お母さんですか？　お父さんですか？

　捨て子だったヨノ。集落の外れで拾われた要らない子のヨノ。不幸になるのはヨノだけでいいヨノ。誰だれにも家族と呼ばれず、友人にもなれず、たぶん人間とは思われていなかったヨノ。

　ヨノを初めて助けてくれたのは。名前を呼び、頭を撫なでてくれたのは。当たり前に喋しやべりかけてくれたのは。その身体を心配し、病気になると看病してくれたのは。

　彼らだけだった。彼らが初めてだった。〝くだん〟。〝きりぎりす〟。二人の旅人。

　だから可哀かわい想そうなヨノは錯覚してしまった。彼らの温かさを、当然、理由あるものとして疑った。ヨノが只ただで優しくされるわけがないと思った。何か理由があるのだ、彼らが自分に優しくしなくてはならない理由が。

　考えて、悩み、疑心暗鬼に囚とらわれながら。

　ようやくヨノが見つけた推測が、その縋すがるような質問だった。

「あなたたちは」

　夢を見ているグリコは、悲痛に絶叫してヨノの質問を止めようとする。そんなことを聞いてはいけない。聞けば傷つく。自分が本当に孤独だと理解して、絶望しきってしまうだけだ。

　それなのに、ヨノは、グリコの悲鳴を無視して小声で問いかける。

「お母さんですか？　お父さんですか？」

　自分は独りではないと、どうしても確信したかった。要らない子でもよかった。捨てられていてもよかった。自分には本当の親がいて、色んな事情があってヨノを捨てたけど、いつか迎えにきたいと、ヨノを本当は愛していると、そう、妄想――信じていなければ崩れてしまいそうだった。

　だからきっと、彼らだと思った。彼らは自分に雰囲気が似ていた。〝くだん〟。〝きりぎりす〟。けれど彼らは、哀かなしそうな顔で首をふった。

　え？　とヨノは戸惑った。ほとんど肯定されることを確信していたのだ。彼らは自分のお父さんお母さん。絶対にそうだと、根拠もないのに信じていた。

　哀しかった。嘘うそでも、ヨノの甘えに頷うなずいてほしかった。

　ヨノは泣いた。勝手に期待して、勝手に裏切られて、それでも哀しくて、泣いた。泣いたのは久しぶりだった。最後に泣いたのは、蟲むしに殺されかけて、人間じゃなくなったときだった。

　泣きじゃくるヨノに、〝くだん〟が静かに語ってくれたことがある。

　よく内容を覚えていないが、最初の一言だけはよく覚えている。

　本当に寂しいのは――。
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　本当に寂しいのは、たぶん人間じゃありません。化け物です。

　ヨノちゃん。以前に話した輪りん廻ね転てん生しようとか、天国とかの話を覚えていますか？　人間は死ねば魂が身体からだから抜けて、来世、またちがう存在の命になり、ずぅっとどこかで生きつづけるというのが輪廻転生。天国というのは、どこかに幸せな楽園があって、死ねば魂だけがそこで永遠に暮らせるという思想です。

　どちらも、私たちの死後の不安を軽減させるための説話です。

　死ぬのは怖い。自分が無くなるのは怖い。人間は、未知を恐れ、未定を不安がり、また嫌悪する生き物です。遥はるかな昔に知恵の実を食べて知能を得た私たちは、死後を想像できる程度には賢くなってしまいました。それが知恵を得てしまった人類への罰だとしたら、神様は随分と意地悪です。すべての人類は、まさに生まれた瞬間に、神様によって死刑を宣告されているのです。

　 それは怖い。死というものを誰だれも体験したことがない、体験できない以上、私たちは死を想像するしかありません。しかし死とは客観的に判断して自分の全存在が消滅することでしかなく、これはどんなに楽観しても最悪です。

　そこで恐怖を和らげるために生みだされた概念が魂であり、輪廻転生であり天国です。死んでも魂は生き残って、永遠に存続できるという妄想です。

　では魂とはなんでしょうね。私は思考だと思います。思考は、手足でも脳でもない、肉体には存在しない、けれど存在だけは確信できる、『私』という概念を構築する基礎単位です。それは概念にしか存在せず、けれど概念だからこそ、『私』の中枢たりえるのです。

　言っている意味がわからないという顔ですね。あなたも大人おとなになればわかります。

　とにかく、死ぬという現象が、手足の破損でもなく、脳の消滅でもなく、思考の死だということだけ理解してください。身体のどの部分が死んでも、『私』が思考しているかぎり『私』は生きています。

　だから、天国や輪りん廻ね転てん生しようは幻想ですが、もしも実在するとしたら。

　天国とは、『私』が『私』のまま永遠に思考をつづけられる状態であり、輪廻転生とは、『私』がちがう『私』になり、そこでまた思考をつづけられるという状態なのでしょう。輪廻転生の場合は死んだ『私』が完全に消えたようにも思えますが、最初の『私』は生まれ変わった『私』のなかで生きている――否いな、前世の記憶を完全に忘れている同一人物なので、大局的に見れば最初の『私』は死んでいない。ただ思いだせないだけなのです。

　面白い概念ですね、輪廻は。

　けれど――結局、天国も輪廻転生も幻覚です。『私』は死んだらいつかは完全に消滅し、無くなってしまいます。たとえ束つかの間まの天国や輪廻を楽しもうとも、やがて終わりが訪れ、『私』は死にます。

　多くの神話で最終的に世界の滅亡が示唆されるのは、天国も輪廻も永遠ではないという、人間はいつか必ず死ぬという事実を暗示しているのでしょう。そのとき世界を滅ぼすのは邪神であり悪魔であり化け物ですが、私はね、思うのです。

　本当に寂しいのは、殺されてしまう『私』ではなく。

　殺さなくてはいけない、化け物のほうではないかと――。
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「…………」

　眼がん球きゆう抉えぐり子こは瞬まばたきをして覚かく醒せいした。慌てて飛び起き、周囲を見回す。状況がうまく理解できない。怯おびえた小動物のようにあちらを睨にらみ、こちらを睨み、最終的に首を傾かしげる。

「寝て……た？」

「あら起きたのねグリ坊や」

　見覚えのあるアパートだ。狭い四畳半のここは美み名なの部屋か。雑然とした空間に空き缶だとか脱ぎ捨てた服だとか枯れた鉢植えだとか、様々な物体が転がって放置されている。グリコはそんな部屋の片隅、ゴミの山を無理やり押しのけてつくった空間で布団をかけられて横になっており、寝乱れたような服装の美名に見下ろされていた。

　窓から紅あかい色が忍びこんでくる。どうもまだ早い時刻らしい。朝鳥の鳴く声がまったくしないのが不自然だったが、そんなことを気にしている場合でもない。どうして自分は眠っていた？

「美み名な、グリコはどうして――うぶっ!?」

　いきなり視界が消滅し、グリコは後ろ向きに倒れて頭をぶつける。どうやら美名に何かを投げつけられたらしい。顔を真っ赤にして剥はぎとると、自分の視界を隠していたのは美名の脱いだ服だった。

　美名はグリコなど見ずに服を着替えており、その細すぎる少年みたいな肢体を隠しもしていない。女同士だから気にすることはないのだが、グリコはなんとなく目を逸そらす。

　大おお欠伸あくびをして、美名は眠そうにぼやく。

「そんなに慌てなくても、きちんと説明してあげるわよ。ていうか……こっちこそ状況を教えてほしいくらいだわ。あなたね、私と姫と合流した途端にいきなり昏こん倒とうして、それから今までぐーすか寝てたのよ。あなた血だらけだったし、たぶん貧血だと思うけど」

　きちんと着替えると、ほつれた髪が気にいらないのか三つ編みを解いて美名は櫛くしを使う。その呑のん気きにすら見える態度に、グリコはいきりたって上体を起こす。

「グリコは涙歌メロディアノイズと戦って、倒して、鈴りん音ねを助けにいこうとしていたんだ。あれからどうなった？　なんか周りに蟲むしどもがいたし、そうだ、一人部屋や破局ポイズンは――わっぷ!?」

　うるさそうに何かの服を投げつけられ、グリコは耳まで真っ赤になって抗議する。

「真面目まじめに応こたえろ、殺菌消毒！　いい加減にしないと眼球えぐっちゃうぞ！」

「うっさいわね……。私は低血圧なのよ。それと念のため言っておくけど、あんたあの化け物の姿にならなけりゃ私よりもずっとずぅっと弱いんだから言葉には気をつけなさい」

　じゃき、とスプレー缶を取りだし、遠慮なく思いっきり吹きつけてくる。彼女の能力はあらゆる防壁や概念を無視して対象を消滅させる――。寒気がしたが、どうも市販の消臭剤だったらしく、グリコは別に吹き飛ばされない。

「ぐあっ……げほげほっ、何するっ、馬ば鹿かっ！」

　咳せきこみ、花の香りにグリコは噎むせそうになる。何のつもりだこの馬鹿女……。咳せきのしすぎで涙目になったグリコは、靴下やズボンを投げられて閉口する。

　美名は億おつ劫くうそうに、けれど意外に面倒見よく指示を飛ばしてくる。

「いいから……まずは着替えちゃいなさい。野生児じゃあるまいし、あんたいちおう女の子なんだから、身だしなみくらいちっとは気にしなさいよ」

　言われて見てみると、グリコは穴があき、血にまみれたたいそう惨めな格好だった。例の真っ赤な化け物のような姿になるとグリコは身体からだが大きくなるから、服などはそのたびに破れたりしてしまうのだった。全裸よりは酷ひどくないが、それでもやはり少しは恥ずかしい。

　大人おとなしく服を脱ぎながら、グリコは美名の台詞せりふが意味なく気に障って眉まゆをひそめる。

「……グリコは、女の子じゃなくて野生児のほうだ」

「はいはいはい、あなたなんでそう自虐的なの？」

　美み名なが馬ば鹿かにするみたいに鼻で笑い、思いっきり眉まゆを吊つりあげた。嫌味な女だ。

　しかし、自虐的――か。そうだろう。美名の言うことは不愉快だが正しい。グリコは己を化け物として卑下し、また不幸になるのはおまえだけでいいと言われつづけた経験から、自分は周りの人間よりも劣った存在だと思っているところがある。

　そんなことはないって、普通の人間みたいに接してくれた優しい女の子と青年は、今そばにいない。らしくなく泣けてきて、グリコは着替えを抱きしめて俯うつむいた。

　本当に変だ。自分はこんなに弱かったか。

「あ。えぇっと」

　美名がちょっと言いすぎたかという顔で、三つ編みを結びながら柔らかく微笑ほほえむ。

「ごめんなさいね、口が悪い女でさ。……あまり気にしないで」

「…………」

　グリコは目元を拭ぬぐい、一瞬だけ笑って、すぐにいつもの無愛想な表情になった。

「まったくだこの陰険女。性格腐敗の若白髪」

「なんですってこのボサボサ頭」

「……生活能力皆無の駄目看護師。大酒飲みの迷惑人間」












「生活能力ないのはあなたもでしょ！　それに看護師としては優秀なつもりよ！」

「どうだかな。医療ミスでたくさん殺してそうだ。いや、殺しているにちがいない。遺族に謝れ殺人看護師」

「あなたね……言って良いことと悪いことってのがあるのよ。あぁ損した、こんなグリ坊やを心配して損したわ！　私の善意を返して！　なんて意地悪な子！　最悪だわ！」

「そっちこそ最悪だ。気持ち悪い、おまえなんかに心配されなくてもグリコは元気だ。馬ば鹿かにするな馬鹿、馬鹿に馬鹿にされるとこっちまで馬鹿になりそうだ馬鹿」




「わぁ。仲良しさんですねぇ」




　互いを罵ののしりあう二人をさらに燃えあがらせるように、入り口の扉を開いて現れた人物がにっこり笑って言った。
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　まったく同時に押し黙り、なんだか馬鹿にされたような気がしてグリコと美み名なは目を細め部屋の入り口を見る。美名と仲良しだと言われてグリコは反論したかったのだが、そこに立つ人物を見て、それどころではないと絶句し、すぐに大きくその名を呼んだ。

「破局ポイズン……一人部屋……」

　忘れようにも忘れがたい、特徴的な二人組である。

　緑色の髪で茫ぼう洋ようとした瞳ひとみの、背の高い外国人の女性。

　燃えるような赤い髪と八重歯の、国籍不明で小柄な少年。

　破局ポイズンのブレイクサン＝ヘンゼルマインと、一人部屋の肉にく山やまカヂリ。涙歌メロディアノイズとの決戦では互いに協力しあった、仲間――というほど深い関係ではないが、ひとまず敵ではない二人組。不思議な、独特の非日常感があるというか、戦場においても惚とぼけたように緊迫から遠い感じの存在感をまとっていた、変な連中。

　そんな二人――ブレイクサンとカヂリはゆったり入室すると、狭い室内で我が物顔に腰をおろした。グリコは美名を見る。美名はあっさり肩をすくめた。

「そうね――どこから説明したものかしら。彼ら、あなたが倒れた直後に合流してね。そこの一人部屋が……一刻も早く校舎から離れたほうがいいとか主張するもんだから、こうして気絶したあなたを担いで私の部屋まで運んであげたってわけよ。ちっとは感謝しなさいよね。置き去りにしてもよかったんだから」

「校舎から離れる……？」

　美名の戯ざれ言ごとを聞き流し、グリコは素早く非難がましい視線をカヂリに向けた。

「校舎にはまだ鈴りん音ねがいるのに！　どうしてそんなことを言ったんだ……、む？　ひ、一人部屋？」

　目を見開き、思わず抗議を中断して眉まゆをひそめる。

「大丈夫かおまえ？」

「ん？」

　改めて見ると、胡座あぐらをかき、俯うつむいているカヂリの顔色は最悪だった。重病人、否いな、死体のような土気色をしている。息も絶え絶えで、頬ほおは痩こけ、なんだか酷ひどく苦しそうだ。校舎での戦いから時間はそう経たっていないはずだ――いったいその短いあいだで彼の身体からだに何があったのだろう。

　彼は鈴音を元通りにしてくれる最後の希望であり、また一緒に涙歌メロディアノイズと相対した仲間だ。仲間――という単語には慣れないし、よくわからないが、とにかく心配である。

　無性に嫌な予感がする。

「なんだか死にそうな感じだぞ」

「死にそう？　死ぬよりマシだろ」

　けけけ、と何が面白いのか、意味深なような言葉を漏らしてカヂリは笑った。それから不意に真顔になって、集まった面々を暗い眼がん窩かの向こうの瞳ひとみで見つめた。美み名なは自分だけ座卓で足を組んでいる。ブレイクサンは聞いているのかいないのか、しきりに首を傾かしげてきょとんとしている。

　グリコはなんだかカヂリの投げやりな、自や棄けになったような態度が気になる。

「一人部屋、どうしたんだ？　様子が変だぞ？」

　元から外見とは不釣りあいなくらい諦てい念ねん的というか、グリコとちょっと似ている少年だった。浮世離れしていて、どこか怯おびえているようで、尖とがっているように見えてもそれは表面だけで、中身は脆もろそうな――。

　親近感を覚えているわけではない。ただ、神様に近い彼でも悩むことがあるのだと、考えて気が滅入るだけだ。

　ぼんやりそんな感じに益体のないことを考えていると、くあ、とカヂリは欠伸あくびをして投げやりにぼやいた。

「あぁ変にもなるっつうの畜生。畜生だよ本当によ。面倒で馬ば鹿かげてて最悪だ。わかるかガンコ？」

「まったくわからん。あとガンコって呼ぶな」

　くだを巻いてくるカヂリに、グリコが憮ぶ然ぜんとして唇を尖らせると――のほほんとしたブレイクサンが微笑したまま首を傾げた。

「カヂリ、さっきからずっとこの調子なのです。いつもより口が悪くて反抗的で苛いら々いらしてて……思春期？」

「こいつの発言は無視しろ。とにかく――」

　カヂリは、なんだか諦あきらめたように天井を振り仰いだ。

「最悪なんだよ、ぜんぶ」

「だから……どういうことだ？」

　素直に意味がわからなくて問いかけると、彼は何か戸惑い、恐れるように口をつぐんだ。疲労の色が濃いその表情には、今やはっきりと絶望的な感情が染みだしてきていた。彼は何を知ったのだろう。教えてほしい気もするし、黙っていてほしい気もする。

　不気味に胸がざわつく。

　焦燥感と、不安。落ちつかない。

　縋すがるようにグリコが見ると、カヂリは手をふって適当に胡座あぐらを組んだ。

「ん……どうしたもんかな、ぜんぶ喋しやべってもいいけど。簡単にゃ信じてもらえねぇだろうしな、しかも真実はべつに知らなくてもこの場合は関係ないんだし」

　独り言のようで、グリコにはあまり意味がわからない。

「おい、もったいぶらずに説明しろ。グリコは気が短いんだ。なんで鈴りん音ねがいる校舎から離れなきゃいけないのか、グリコはぜんぜん納得していないぞ」

「あん？　あぁ……まぁそれなら簡単だ、見ろよ」

　カヂリは面白くもなさそうに立ちあがると、窓を大きく開いて外の光景を見せた。差しこんでくる朝焼け――否いな。

「なんだ？」

　朝焼けとは日の出の僅わずかな時間にしか見られない気象現象のはずで、今はもう太陽もそれなりに高く昇っているはずの時刻だ。時計を見て確認する。午前七時。間違いない。

　それなのに世界は紅あかく染まっていた。

　見る間に何ど処こからか紅い光の筋が飛ひ翔しようしてきて、輝きの中央に吸いこまれて消える。そのたびに真紅はその光度を増し、まるで生きているかのように鼓動しながら世界を照らしつづけた。紅い流星と、それを呑のみこむ太陽のような輝き。

　なんだ……これは。

　グリコの顔を染め、室内に散乱した色々なものに濃く影を浮かべさせる紅い色は、どこか禍まが々まがしくて――気味が悪い。

　血みたいだ。本当に、血みたいな紅だ。

　返り血を浴びたような世界が、不気味で、グリコは思いっきり目を逸そらした。

「なんだ？　なんでこんなに紅いんだ？」

　驚くよりも恐れるよりも呆ぼう然ぜんとしたグリコに、カヂリが吐き捨てる。

「色は問題じゃねぇよ。光ってることが危険なんだ」

　八重歯を覗のぞかせ、威い嚇かくするように真紅を睨にらみ、彼は瞑めい目もくする。

「まぁ、ぶっちゃけ全部を説明すんのは面倒なんで要点だけ言うけどよ、俺おれはさっき一人部屋の能力であの光を解析した。涙歌メロディアノイズの空間把握ほど完かん璧ぺきじゃねぇが――俺の能力も調査向きなんでな。ひとまずあの光と、その中央にいるおまえの友達の『設定』は読めたよ」

　この世界の形を、概念を、文字どおり改変してしまう天地創造の一人部屋。世界で最も神に近い能力者は、すべての『設定』を組み替えてしまう。同時に、その世界の『設定』を読むことも可能らしい。それがどういう状態なのかはグリコには想像しにくいが。

　この世界がゲームだとしたら、その内容を把握し、また改変することができる能力者。

　一人部屋のカヂリは、いったい何を読んだのか。

「ん。適当に事実だけ説明しとくと、あの紅あかい光は俺たちの命の根源だ」

「わからん」

　謎な言葉を使われるとすぐに理解が追いつかなくなる。それに、あんまり難しいと絶対にわからない。グリコは自慢ではないが学校の成績もすごく悪い。物覚えも、あまり良くない。

「んー……」

　カヂリは嫌そうな顔をして、溜ため息いきをつくと頭をぼりぼり掻かいた。

「あー、んじゃ、えぇと。あれな、あの紅い光は神様ってことにしとけ」

「神様？」

　たぶん話を聞いていなかったブレイクサンがその単語に反応し、窓に向かって合掌すると楽しそうに笑った。

「たしかに朝焼けやら夕焼けやらを神様と呼ぶのは地域によっては当たり前ですよね。あれ？　でもこれ朝焼けじゃないのですよね。あれれ？　オーマイゴッド」

「よくわからんなら喋しやべんな」

　苦虫を噛かみ潰つぶした表情で、カヂリは同じく理解不能な顔をしたグリコと美み名なを仰ぐ。そして物わかりの悪い生徒を見るように、胡う乱ろんげな顔で溜息をついた。

「ま、疑問は色々とあるだろうがよ、丸まる呑のみで納得してくれ。あれは神様だ。で、俺たちは死ねば全員が紅い光になって、あの神様に吸収される。今、集まってきている紅いのもみんなどっかで死んだ誰だれかの命だ」

　グリコは再び窓の外を見つめる。幻想的な景色。流星群のように降りそそいでくるあれらの真紅は、みんなどこかで死んだ誰かの命なのか。

　そう思うと、寒気がする。こんなに、今、まさにこの瞬間に――雨のように誰かの命が失われて神様に吸いこまれている。

「けれど」

　美名が真剣な表情で、もっともな疑問を提示する。

「世界がそんな構造になっていたなんて、私は今の今まで知らなかったわよ？　なんでまた急にその神様とやらは、私らの魂――あぁ、命ね、命を吸いこみはじめたの？」

「こいつぁ死にかけの神様の最後の足あ掻がきなのさ」

　カヂリはどこか忌いま々いましそうに、唇を尖とがらせてぼやいた。その気き障ざというか演技がかった台詞せりふに、残りの三人は一斉に吹きだしてしまう。

「なんで笑うんだてめぇら……冗談じゃなくマジにやべぇんだぞ、今、まさに神様は死にかけている。そして同時に、神様が死ねば世界も一いち蓮れん托たく生しようだ。一緒に滅ぶ」

「……どうして？」

　グリコの問いかけを、カヂリは目を逸そらしてはぐらかす。

「んー……まぁ、そこらへんは気が向いたら説明してやるよ。今はとにかく、何も考えずに現状を理解したほうがいい。とにかく死にかけている神様は、世界で輪りん廻ね転てん生しようを繰りかえしている人間や動物の命を吸って少しでも生きながらえようとしている。それが今の状況だ。俺おれたちはみんな神様の分身でしかないから、校舎にある神様の本体に近づけば食われる」

「？？？」

　まったく意味がわからない。神様というものの定義はグリコには不明だが、それではまるで化け物だ。近づけば即死。死んだら魂が吸われる。それは神様が死にかけているから――とか言われても、よく理解できない。

「ま、とにかく、今の観かん音のん逆さか咲ざき高等学校に近づくとやべぇってことだけは理解してくれ。近づけば即死するし、しかもたぶん、今は校舎の周りは化け物だらけだ」

「化け物？」

　説明にぜんぜん追いつけない。どうしてここで化け物がでてくるのかわからない。化け物。常世と浮世の狭間に棲すまい、不意に現れては人間を食う最悪の天敵。グリコが何度も争い、また殺してきた邪悪な怪物。

　あの異形どもが、いったい何の関係があるのだろう。

「うーん」

　カヂリは低く、苛いらついたようにぼやいた。

「だから……神様は大量発生した化け物に食われかけてんのさ」

　だから、と言われても、納得できない。グリコには、理解できない。

　美み名なも同じらしく、馬ば鹿かにしたように鼻で笑った。

「神様のくせに、化け物に食われかけて死にそうだって？」

「あぁ、笑えるだろ。笑えねぇよ畜生。化け物は今、信じられない規模で大量発生している。そんで全部が校舎に集まって、神様を貪むさぼり食らおうとしてやがる」

「神様なのに？　全知全能の、なんか万能の存在なのでしょう、神様って」

　欧米人らしいブレイクサンの主張に、今度はカヂリが嘲ちよう笑しようした。

「死なない存在はいねぇさ。神様も死ぬみたいだぜ……どうやら、この馬ば鹿かけた世界ではよ。化け物ってのは神様の支配下にない外敵で、神様は今、必死こいてそいつに食われないよう殺されないようがんばってらっしゃるわけだ」

　驚くほどに澄んだ瞳ひとみで、カヂリはみんなに視線を巡らせる。

「最終戦争だよ。神様と化け物のな。ずぅっと先延ばしにしてた帳ちよう尻じりあわせが始まったんだ、巻きこまれる俺おれたちの身にもなってくれよ……神様よ」

「…………」

　グリコは、なんだろう――やけに不安になる。カヂリは何か根本的なことを説明していないような感じがする。真実をぼやかして、ただ現在、起きている事象――現象だけを語っている。だから納得できず理解もできず足場が不安で、覚おぼ束つかないのだ。

　騙だまされていることがわかっているのに、嘘うそが見抜けないときのような。

　確実に死が迫っているのに、目の前のそれを回避できないと悟ったときのような、危機感。嫌な感じ。もどかしさ。

　カヂリが隠している真理、真相が知りたい。そうすれば多分、すっきりはする。けれど知るのが怖いという気持ちも少なからずある。何も疑わず、目前にある問題を叩たたき潰つぶすだけの機械のように生きていたほうが楽だ。

　グリコが綯ない交まぜな気持ちに揺れていると、カヂリが瞳に炎を宿して断言した。

「だが、この気ぃ狂った状況を打破する方法もあるぜ」

　そして、思いもよらない言葉を重ねる。

「それは同時に――おまえの友達を助ける方法でもある」

「鈴りん音ねを？」

　グリコはその言葉に表情を和らげる。希望。それはまさに希望だった。知らないうちに破滅の袋小路へ追いつめられていた現状を、覆せるかもしれない、奇跡。

「ただ……な、ガンコ、おまえ行動する前によぉく考えといたほうがいいぜ」

　胸に下げた十字架を外し、こちらの喉のど元もとに突きつけてカヂリは宣告した。

「本当に、助けてやることが、おまえの友達の救いになるかどうかってな」

「………？」

　どういうことだろう。助けることは救いのはずだ。可哀かわい想そうに、殺されて、生ける屍しかばねになってしまった友達。友達といっていい関係かは本当にわからないけど、彼女みたいな優しい女の子が、不幸になるのは駄目だと思う。

　けれど、けれど……。

　もしも鈴音がそれを望んでいなかったら？　グリコに助けられることが彼女の幸福に繋つながらないとしたら？

　否いな。何を考えている。あんな酷ひどい状況から、救われたくないわけがない。

　救いたい。

　睨にらむように、宣言するようにグリコがカヂリを見ると、彼は肩をすくめた。

「ま、ゆっくり考えな……毒林りん檎ご。おまえの役目ってやつをよ」

　不思議な呼称をして、カヂリは遠慮なく自分の腹に十字架を刺した。突然だったので、止める暇もなかった。

　瞬間、弾はじけるように血ち飛沫しぶきが舞い、それは生き物のごとく畳や壁を這はっていった。これは――覚えがある。世界で最も神に近い大きな欠片かけら、一人部屋の能力が発現する前段階。世界の設定を精緻に読み、自由自在に改変する万能の天地創造。

「俺おれの部屋へようこそ……って、あぁ、気分悪ぅ」

　顔色をいっそう無くして、カヂリは蠢うごめく血液を自分の手のひらに集合させる。淡い輝きを漏らしたその血液は、凝固し固体となって四つの宝石になった。

「ＲＰＧでいやあ、俺の『役割』は魔物を倒す伝説の剣を冒険者に渡すどっかの王様よ。どうだい冒険者ども、この剣を手にして、世界とかを救ってやる意志があるかい？」

　グリコは美み名なと目を見合わせた。世界を救う伝説の剣？　世界を、神様を救う方法？　それがこの、カヂリの生んだ紅あかい宝石だというのだろうか。血液が凝固したような、酷く生々しい鉱物。これにいったいどんな力が備わっているというのだろう。

　どこか悪戯いたずらっぽく笑い、カヂリは適当に宝石を床に転がした。

「このゲームを、やるかやらねぇかはおまえらの自由だ。ただしやるなら覚悟しろよ、すんげぇ難しいゲームだぜ。敵は無数の化け物で、協力者はほとんど皆無、しかも世界の滅亡のタイムリミットつきだ」

　ただグリコだけを見つめ、一人部屋の少年は戯おどけたように、だが神妙に告げてきた。

「さらに、どうしようもねぇことに、ゲームにクリアして得られる報酬はよ、魔物に食われそうな可哀かわい想そうなお姫様を助けてやれるってことだけなんだぜ」

　お姫様。それは鈴りん音ねのことか。彼女は、この世界で、どのような役柄をふられているのだろう。グリコにはわからない。難しいことを考えるのは苦手だ。けれど迷わずに、宝石のひとつを握りしめた。

「グリコはやる」

　ゲームは苦手だけど、できるかぎりでやってみせる。グリコの行動はぜんぶ鈴音にとって迷惑なのかもしれないけど、それでも、グリコは彼女を助けたい。

　最初に会ったとき、グリコは彼女を殺そうとした。報われないのはわかっていた。嫌われるのにも慣れていた。何も考えない機械のように、ただ永遠の命を狩りとる偽善者の死神として生きていた。

　鈴音は、変な女の子だった。

　よくわからないことで泣いた。よくわからないことで笑った。変で、不思議で、でも嫌じゃなかった。好きだった。大切なひとだった。

　枕まくらを並べて一緒に眠った。

　同じ教室で授業を受けた。

　悩みを聞き、抱きしめてくれて、グリコを緩やかに癒いやしてくれた。

　家族――みたいだった。

　同時に友達だった。一緒に暮らした、得難い親友だった。彼女の言葉をひとつひとつ覚えている。彼女の優しさを忘れたことはない。

　グリコを疑う賢さか木きに、必死で弁護してくれた。

　あたしはグリコちゃんの大切になれないかな、と当たり前のように言ってくれた。嬉うれしかった。彼女の存在が、言葉が、千年前に死んだ自分の魂を救ってくれた。

　その恩を返したい。ありがとうって、何度でも言いたい。

「鈴りん音ね……」

　鈴音、鈴音、会いたい。あのころに戻りたい。

　三人で学校に行って、泣いたり笑ったり、なんでもない生活をしていたかった。

「そっか……」

　カヂリは微笑ほほえみ、かるく目眩めまいをおぼえたか、ふらつきながら説明してくれた。

「世界を救う方法は簡単だが難しい。単純だが確実じゃない。成功率は一〇〇％な気もするし、〇％な気もする、俺おれには判断できねぇ。祈るだけだ」

　宝石を握りしめたグリコを、カヂリは顔色の悪さを感じさせない――力強い表情で見つめてきた。

「宇佐川鈴音に会え。あいつは校舎の真ん中にいる。その宝石をもっているかぎり、近づいても吸収されることはないはずだ。そういう『設定』にした。ただ――相手は神様だからよ、あんまり長時間は保もたねぇ。細心の注意を払って、即行で彼女に会いにいけ」

　やはり、よくわからない。どうして鈴音に会うことが世界を救うことに繋つながるのか、まったく、これっぽっちも理解できない。勝手にルールだけ押しつけられて、目的もわからない競技に参加させられるのは不本意だ。

　けれどカヂリの表情は真剣だったし、何より、そこにはグリコにとって重要な内容が含まれていた。

「本当に……」

　淡い期待と、長い徒労に疲れて諦てい念ねんが刻まれた表情で、グリコはつぶやく。

「それで鈴音は救われるのか？」

　儚はかない問いかけに、カヂリは首をふる。

「わからん。それで駄目なら、本当にもうお終しまいだよ。俺たちも、おまえの友達も――世界もな」

「…………」

　沈黙が満ちた。寂せき寥りよう感を伴う静寂は居たたまれなくて、誰だれともなく互いに目を合わせて縋すがりつくように見る。グリコは、緊張で汗ばんだ手のひらに宝石を転がし、黙りこくって考えている。自分のやるべきこと。カヂリの言葉の意味。鈴りん音ねの気持ち。

　短い時間の末、美み名なが手を伸ばして宝石を掴つかみ、ブレイクサンもつづいた。

「おまえら……」

　意外に思い、グリコが呼びかけると、美名が面倒そうに溜ため息いきをついた。

「どうせだから付きあうわ。もとより鈴音ちゃんとやらを殺したのは私だし、その鈴音ちゃんを助けたい救いたいってあんたが騒ぐたびに、これでも罪悪感で嫌になるのよ。もうそんな憂ゆう鬱うつはまっぴらだわ」

「えぇと、はい、あたしは応援係というところで。あの、あたしもう完全に一般人みたいなので、邪魔にならない程度に」

　ブレイクサンはにっこり微笑ほほえんでくれる。彼女も怖いにちがいないのに。彼女は――否いな、グリコたちだって、林りん檎ごとやらで多少は人間と離れているが、神話の英雄でも勇者でもない、偉人でもなんでもないのだ。悩みも人並みだし、欠点もたくさんあるし、世界のために戦うなんて他のひとにやってもらいたい。

　だけど他に誰もいないなら。グリコたちしかいないなら。

　やるしかない。世界を終わらせるのは駄目だと思うのだ。この世界は、たぶん鈴音が好きだった世界。鈴音とグリコと賢さか木きで、幸せに暮らせた世界。もしかしたら、これからまた三人ですごせるかもしれない希望のある世界。

「そうだな……」

　鈴音、必ず助けてやる。ついでに世界も救えれば、万々歳といったところだ。どこまでできるかわからないけど、グリコは――やってみる。




　そうグリコが内心で誓った次の瞬間に、悪夢が始まった。




　すう――と最後に残された宝石に、伸びるひとつの手があった。大きな手袋を嵌はめた、色白な腕。見ると、いつのまに入室していたのか――先ほどまでは見かけなかった美名の妹、蜜みつ姫きが宝石を掴んでいた。

　そして笑う。嫌な笑み。無邪気で、朗らかだった彼女らしくない残忍な笑み。

「………姫？」

　姉の美名が眉まゆをひそめ、何かを言いかけた瞬間、カヂリとグリコが同時に反応した。なんだ。この嫌な感じ。覚えがある。寒気がする。まさか。

「あ」

　蜜みつ姫きは困ったように、急激に緊迫した室内で小首を傾かしげた。

「やっぱり騙だませない？　これでもすぐには悟られないように誤ご魔ま化かしたつもりなんだけどなぁ、目で見たらさすがに別人だってわかるか」

「こいつ蜜姫じゃない！」

　思わず叫んでから、グリコは目を丸くした。頭が状況に追いつかない。混乱している。慌てて戦闘態勢になり、呆ぼう然ぜんとしている他のみんなを守ろうとスプーンを取りだすと――。

　同時に。

「勇者は――主人公は、あたしだけでいい」

　くすくす、と彼女は笑った。




「だから……あんたら、みぃぃぃんな死ねッ！」




　そして蜜姫の全身から――怜れい悧りに煌きらめく無数の棘とげが生えてきた！

　爆発のごとく放たれた肉の棘は禍まが々まがしくも室内にいる全員に伸びていき、そのまま美み名なをカヂリをブレイクサンをグリコを串くし刺ざしにしようと疾空したが。

「このっ――」

　その直前、まさにコンマの世界で、カヂリが思いっきり自分の頸けい動どう脈みやくを切断した。棘が伸びる速度よりも鮮血が散らばる速度のほうが速い。心臓という人体最大のポンプが噴出させた真紅は、一瞬にして部屋を彩ると光を放った。

「カヂリぃッ!?」

　絶叫したのはブレイクサンか。グリコには確認する余裕がない。迫り、避ける余裕も距離もなく食らいついてくる棘は、なぜだかグリコの肌に触れた瞬間に氷細工のように脆もろく砕けた。

　肉色の欠片かけらが派手に散らばる。誰だれよりも驚いたのは、グリコでも美名でもなく攻撃した蜜姫――否いな、蜜姫の顔をした誰かだった。

「書き換えられた――!?」

　その言葉を理解するより早く、グリコがスプーンを繰りだして投げ、美名がどこからともなく無印のスプレー缶を取りだして噴霧する。

　銀色の食器と純白の霧が直撃する刹せつ那な、敵は素早くその場に溶けて崩れた。予想外の回避に外れたスプーンは壁を削り、霧は畳を抉えぐる。破砕音と、一気に緊迫した空気がグリコの鼓動を早める。

　連続で放たれる美名の白い霧が、室内を這はい回る奇妙な半液体を追尾し、けれど捉とらえられず――。

「ととっ。危ない……容赦ないわねぇ」

　攻撃をやりすごし、水たまりのようになった偽物はすぐに人間の形に戻る。

　そこに放たれる美み名なの猛烈な蹴けり。見知らぬ女性の顔になった敵は、腹部に思いっきりそれを食らうと扉を破って外まで吹っ飛んだ。

「このっ！」

　再び放たれる殺菌消毒の《消滅霧ジェノサイドジャスティス》――あらゆる概念ごと対象を吹っ飛ばす魔性の霧は、部屋の出入り口や地面を丸ごと消滅させる。

　その一撃も敵は転がって避けた。

「あははッ！」

　歓喜に満ちた表情で、誰だれかもわからない彼女は、校舎に近づくための鍵かぎ――紅あかい宝石を口に放りこんで飲みくだす。

「ついでに何人かブッ殺せれば御の字だったけどねぇ、さすがに相手が悪いわ！　今日のところはこのくらいにしといてあげる！」

「逃がすと思ってんの……!?」

　美名が珍しく感情を露あらわに、《消滅霧ジェノサイドジャスティス》を連射して周囲の地形を変える。道路が陥没し、電信柱が中途から折れて火花を放ちながら倒れる。

　室外は真紅。あらゆる生命の源だという濃い血のような紅、朱、赤――目に痛い、狂ったような景色に、グリコは数歩だけ後ずさってしまう。

　美名は完全に切れているようで、何も気にせずに敵を追う。色素の薄い頬ほおを紅潮させ、目を見開いて怒鳴りつける。

「姫をどうしたのよっ、あんた！」

「あははははは！」

　信じられない跳躍力で距離をとり、くるりと踊った彼女は蜜みつ姫きの姿に変身する。可か憐れんな少女は丸まった尻尾しつぽを揺らし、酷ひどく面白そうに指をふった。

「どうしたと思う？　ねぇ、どうしちゃったと思う？」

「――――」

　その表情に何かを理解してしまったのか、美名は数秒だけ放心し、それから激怒を瞳ひとみに灯ともして地を蹴った。後ろなど振りかえりもしない。いけない。我を失っている。恐ろしい速度で遠ざかっていく敵と、それを追いかける美名、そこにつづこうと思い――不意に、背後から響く悲痛な声に呼び止められる。

「待って……」

　掠かすれた、弱々しい、溶けて崩れてしまいそうな声だった。

「カヂリが……カヂリが」

　グリコは部屋の入り口で振りかえる。

　真っ赤に染まった世界に倒れ伏したカヂリは、死体の顔をしていた。






エピローグ

七人の小人










　殺さい原ばら美み名なは他人を好きになる才能に恵まれていなかった。

　完かん璧ぺきな人間なんかいないから、粗を探せば誰だれでも気に食わない。それは理解しているし、自分だって完璧とは程遠いが、どうしても他人のちょっとした失敗や欠点が癪しやくに障ってしまう。ほとんど病気だ。神経質で、いつでも不機嫌で、まだ人間だったころの美名は――随分と捻ひねくれた嫌な完璧主義者だったように思う。

　もちろん美名のその性格は他人から注意されることもあったし、美名も自分を分析してすぐに同じ結論を得られた。他人に完璧を求める美名は、いつだって他人と関わるときは不満だ。苛いら々いらして、小言ばかり口にする。たいそう性質の悪い女だったことだろう。

　美名はやがてそんな自分に悩むようになり、他人と会うのを嫌がり、恐れ、部屋に引きこもるようになってしまった。

　どうして自分はこんなに他人が嫌いなのだろう。考えて、悩み、やがて美名はひとつの事実に気づく。嫌いなひとを指折り数えていくうちに、自分には誰一人として好きな人間がいないことを知った。

　知って、愕がく然ぜんとした。美名には本当に好きなひとがいなかったのだ。どれだけ良くしてくれるひとでも、家族でも、こちらに害を及ぼさない赤の他人でも、なんとなく嫌いだし、表面上は親しいふりをしていても、内心では見下したり、声にはださず罵ののしっていたり。

　嫌な、とても嫌な、理解だった。

　好きなひとがいない世界とは、なんと寂しくて、恐ろしい世界なのだろう。

　美名は怯おびえ、どうにか他人を好きになろうと努力した。けれど駄目だった。長い長い時間をかけて奇形に育った美名の心は、もはや正しい形に戻ることはなかった。

　たぶん、幼いころからあまり他人と触れあわず、独りきりで本などを読むのが好きだったのが原因だと思う。本や漫画といった虚構の世界の住人は、いつだって完璧な輪郭と記号をもって存在している。

　現実の人間には、それがない。だから何かが足りない感じがして、気にいらなくて、好きになれないのだ。

　あぁ、と美名は、まだ人間だったころの美名は、誰もいない清潔な部屋で膝ひざを抱えて泣いた。もしも生まれかわれるなら、もしも今とちがう人生を歩めるなら、輪りん廻ね転てん生しようし、新しい命を授かれるなら。

　今度こそ、誰かを好きになれますように。
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　あらゆる世界の概念を構成物を無視して一方的に消去する貪どん食しよくの霧が、こちらに体当たりを仕掛けてきた巨大な天道虫を無に還かえした。大きく体たい躯くを抉えぐられた敵は真っ二つになり、道路を転がると霧散して消えた。

　鋭く息を吐き、美み名なは警戒を怠らずに走りつづける。

「あっ――と」

　手のひらに握りしめたスプレー缶が滑り落ちそうになって、初めて自分が腕に血を流していることを知った。気づかないうちに攻撃を受けていたらしい。頭に血がのぼっていたから、状況を把握できていなかった。

　身体からだに痛みは感じないし、たぶん大きな怪け我がは負っていない。腕の傷もすぐに再生した。血けつ痕こんだけが残る。自分の血と、殺さつ戮りくした化け物の血だ。

　蜜みつ姫きの顔をした糞くそ野郎を追いかけて、訳もわからず町を走りつづけた。神の輝きが照らしつづける町はずっと黄昏たそがれ時どきのような真紅で、神秘的というより不気味だった。

　けれど関係ない。今は神も世界もどうでもいい。あいつを。あの最悪な誰だれかを。追いつめて捕まえて刻み殺してやらなくては気が済まない。

　蜜姫が。蜜姫が。人間だったころも、人間じゃなくなったころも、ずっと自分を支えてくれた大切な妹の蜜姫が。

「あぁッ！」

　嫌な考えを大声で打ち消す。今は何も考えたくない。ただあいつを殺せればそれでいい。八つ当たりだ。全世界への。激しい破壊衝動が美名のぜんぶを支配していた。

「ＴＹＰＥ‐Ｂ――《固定霧ジャックジュエル》」

　無尽蔵に襲いかかってくるどこの馬の骨かも知らない化け物どもを蹴け散ちらし、美名はもうひとつのスプレー缶を取りだして近くに見つけた比較的に大きな建物へ噴きつける。

　噴霧をつづけながら軽やかに跳躍し、建物の壁に着地。《固定霧ジャックジュエル》で固定した足場を踏み台に壁を疾走。数秒で屋上に躍りあがると、逃げている敵を見つけて遠慮なく飛びおりた。

　敵。蜜姫の姿に化けた忌むべき敵。逃がさない。地獄の果てまで追いかけて、自分が必ず殺してやる。

　思考は非情なまでに明めい瞭りようで、単純で、醒さめていた。

　頭には虚無と熱だけがあって、身体は意識しないでも最適な行動をとった。

　蝙蝠こうもりのように宙を舞う。

　風が美名の長い三つ編みを蛇のごとく揺らした。空間そのものすら固定して一歩、二歩、三歩、何もない宙を足場に大きく跳ねるように走る。道を行く敵はたしかに信じられない脚力だったが、建物を文字どおり飛びこえてショートカットした美名は引き離せない。

　相手の正面に着地し、ふたつのスプレー缶を突きつける。目を見開く偽物へ、熾し烈れつな憎悪を放ちながら死の宣告を口にする。

「覚悟して……あたし、あなたが思ってるよりずっと残酷な女よ」

　怒りのあまり血の気がひいて、真っ白な顔をした美み名なは低く唸うなった。

「むごたらしく――殺してあげる」

　もう言葉はいらない。声をだすのも面倒くさい。獣のように、全身全霊で目の前の敵を食い散らかす。そう決めて、完全な無表情になった美名に、蜜みつ姫きの偽物はあくまで余裕げな笑みを浮かべた。

「ふぅん？　怖いわぁ、お姉ちゃんのくせに妹にそんな殺意満々な態度はどうかと思う」

「……黙りなさい」

　これ以上――挑発されたら、怒りのあまり頭の血管が切れてしまいそうだ。それは駄目だ。死ぬのは、こいつを殺してから。こいつを残虐に切り刻むまでは、冷静に。

　深呼吸し――睨にらみつけてやると、敵は肩をすくめてあらぬ方向を指さした。美名も警戒しながらそちらを確認して――。

　そこで展開している悪夢のような光景に目を見開いた。

「………！」

　意外だった。意外で、最悪だった。

　偽物はにやにやと笑って、挑発するように甘ったるい声をあげる。

「いいのかしら？　うん、あたしは別に殺しあってもいいんだけどさ……」

　美名の視線の向こう。ごく平凡な田舎道。ちらほらと立っている商店の隙すき間ま。

　そこに美名の見知った子供たちがいた。

「御み貴たかくん！　竜たつゑえさん！」

　血まみれで倒れ伏し、動かない二人の少年少女に、今まさに無数の化け物が襲いかかろうとしている。あれは、彼らは――蜜姫の友達で、たぶん、自分の仲間でもある、ほほえましい幸せを享受している子供たち。

　貴たか御み門かど御貴。黒くろ木き竜ゑ。

　互いに手を握りしめた彼と彼女に、美名は絶句し、蜜姫の偽物を一いち瞥べつすると――声にならない悲鳴をあげて二人の元へ駆けていった。

「くすくす」

　そんな美名の背後、嘲あざけりを隠しもしない偽物の笑い声が響いた。
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　 まさに間一髪だった。そういう意味では偽物に感謝すらする。あと数秒、美名が御貴と竜ゑに気づかなければどうなっていたか、考えたくもない。また美名は誰だれか大切なひとを失っていたのかも――。







　また？




「うぅッ」

　妹の顔が瞼まぶたの裏に貼はりついている。彼女がどうなってしまったのか、必死で理解しないように努力している部分が脳内にあって、けれど心の奥底では誤ご魔ま化かしもきかず最悪の実感が染みだしてくる。

　蜜みつ姫きは。蜜姫は。

「う――がぁぁあッ！」

　美み名なは獣のごとく吼ほえた。喉のどに血が滲にじんで擦りきれた声だった。今はひたすらに暴れたい。これから戦おうというのに、哀かなしみで心が凍ってしまったら駄目だ。これから誰だれかを殺すというのに、涙で何も見えなくなったら嫌だ。

　それなのに熱い液体は美名の自意識を無視して溢あふれ、頬ほおを伝う。

　涙なんか。

　どこか行ってしまえ。

　哀しみも、寂しさも、歯がゆさも、憎しみも、無力感も、ぜんぶ、殺菌消毒の能力で消してしまえたらいいのに。本当に何もできない。人間だったころと変わらない。

　たぶん自分は何をしようとも、生きていても死んでいても、世界に影響を与えられない女。それだったら、かつて餓死したあの清潔な部屋から出ないでいたほうが――まだ傷つかずにいられたかもしれないのに。

　否いな。

「何してんのよッ！　あんたら！」

　まだ終わりじゃない。美名も、世界も、潰つぶれていない。後悔も絶望も、ぜんぶ終わってからでいい。腕が動くかぎりスプレー缶をふり、指先が動くかぎりノズルを押す。世界は変えられないかもしれないけど、まだ助けられる誰かはいる。

　自分は、たいそう不器用で嫌な、卑小な人間でしかないけれど。

　蜜姫が憧あこがれた自分は、誰かを助ける看護師の、立派な姉だったはずだから。

　飛ひ翔しようする竜のごとく旋回し疾走する白い霧が、群がっていた無数の化け物たちを押し潰し抉えぐり飛ばす。血が舞い、悲鳴が弾はじけ、肉片が落ちてくる。無視し、美名は跳躍すると倒れたままの御み貴たかと竜たつゑえのそばに立った。

　両手にそれぞれ握ったスプレー缶を、手当たり次第に撒まき散らす。瞬またたく間に肉片か硬直した像と化す敵たちに、美名は低く脅すように告げる。

「そうね――目一杯に暴れて、面白半分に人間を食べて、随分と好き勝手にしてくれてるじゃない、あんたら」

　世界の悪を狩る存在。問答無用の消化器官――殺さい原ばら美み名なは微笑して、生き残りどもを効率的に抹殺する。純白の霧が飛びまわり、そのたびに手足が頭が地面が建物が区別せず吹き飛ばされる。抵抗は無意味だ。攻撃も防御も不可能。裁きの白い流星は、何物の抵抗も許さずにあらゆる物質を、概念を抹消する。

「……殺菌消毒を知らないようね」

　そこからは虐殺だった。筋骨隆々とした化け物の身体からだに大穴を開け、吹きつけられた炎を雷を消し飛ばし、飛びまわる異形どもを撃墜し、生意気に連携して向かってくる塵ごみどもを葬り去る。暴れた。美名は暴れ狂った。化け物が恐れる化け物――この世から悪を除去する大きな欠片かけら、殺菌消毒の前ではあらゆる行動が無駄だった。

　地面ごと敵を吹っ飛ばし、風も血ち飛沫しぶきもまとめて消し飛ばす。

　どれだけ――そうして戦っていたか。

「…………」

　気がつくと世界は真っ赤で、酷ひどく静かだった。化け物どもは残らず動かなくなって、響くのは荒い美名の息づかいだけとなっていた。今も校舎へ向かって空を飛んでいく誰だれかの命も、決して音をださないうえに目立たないから、ただの背景だ。

　頭のおかしい劇みたいな舞台で、意図の読めない書き割りを背景に、ぽつんと立っていた美名はしゃがみこみ、足下の竜たつゑえたちを揺り動かす。

　ついでに身体を調べたりしてみたが、細かい怪け我がはしているものの――致命傷はなさそうだ。疲労と出血と、どこまで逃げたら安全なのかわからない不安が彼らを限界にさせたのだろう。人間は、決まった目的が定まっていたらそこまで走れるが、当て所なく延々と走ることができない生き物なのだ。

　美名は慈しむ表情で、そっと愛すべき子供たちの髪を撫なでた。自身も欠片を消費し、疲れていたが――今は安あん堵どのほうが強かった。

「……つらかったでしょう。でも、もう大丈夫」

　手慣れた仕草で活をいれてやると、まず御み貴たかが飛び起きて、次に竜ゑが茫ぼう洋ようと寝ね惚ぼけながら目を覚ました。どちらも表情に恐怖が色濃く残っていたが、すぐに美名に気づくと目を瞬しばたたかせた。

　その表情があんまり呆ぼう然ぜんとしていたから、美名は首を傾かしげて不満っぽく言う。

「何よ、あんたたち、お化けでも見たような顔をして」

「美名さぁん」

　竜ゑが誇り高い彼女らしくない、幼子のような声をあげて抱きついてきた。面食らい、美名はうまく反応できない。美名は血まみれで、それは竜ゑも同じだったけれど、しがみついてくる彼女は温かくて心地良かった。

　柔らかで、温かい他人の身体。手触り。

　細かく動き、泣いて声をあげる、他人というものが、不思議で――嬉うれしい。

　竜たつゑえは頭をふり、緊張が決壊したのか大声で泣きじゃくっている。

「こ、怖かったぁ。怖かったんですの……いっぱい、次から次へ、化け物がっ」

「竜ゑさん……」

　彼女の頭を撫なでてやりつつ、美み名なは真しん摯しな瞳ひとみで御み貴たかを見つめた。

「御貴くん、愛いとしのお姫さまをこんなに怯おびえさせて、騎士ナイト失格よ？」

「騎士か……僕より竜ゑのほうがよっぽど強いけどね」

　苦笑し、少しだけ表情に余裕を戻した彼は肩をすくめた。

「それよりも、美名は今の状況がわかる？　なんだか、信じられないくらい最悪なことが起きている気がするんだ。寒気が止まらない……」

「そうね――」

　それから三人は、手早く互いの情報を交換した。

　御貴と竜ゑは朝起きて、いつものように登校し――その途中、商店街で無な雲ぐも雨あめと水み無な月づき夏なつ子こと名乗る化け物と戦って勝利した。それから美名たちのアパートを目指して走っていたらしいが、なぜだか学校に近づくほど化け物が増えるので、大きく校舎を迂う回かいしたのだけど――今や観かん音のん逆さか咲ざき町は化け物の巣そう窟くつのようで、やがて体力が限界にきて倒れてしまった――と、まとめるとそんな感じか。

　美名が気になったのは、雨と夏子の存在だった。化け物は基本的に知性がなく暴れるだけの肉食獣だ。そのはずなのに、話を聞くかぎり彼女らは、明確に思考と目的意識をもって行動していたように思う。普通の化け物ではない。

　手て長なが鬼おにに――近いか。

　人間に、何か禍まが々まがしいものを付加した存在。暗躍する最弱アルティメットシールド――彼が肉体改造の能力で化け物にした存在という可能性もある。

　けれど、その目的は不明だ。校舎に近づくのを妨害しているようだが、そんなことをして何の得がある？

　竜ゑと御貴は美名が語った、一人部屋の台詞せりふの意味を黙考していたようだが、やがて不安そうにこちらを見つめてきた。

「美名さん……これから、どうしますの？」

「そうね――」

　竜ゑの問いかけに、美名は重々しく頷うなずいた。そうだ、安あん堵どして呑のん気きに会話している場合ではない。自分には果たすべきことがあった。

　復ふく讐しゆう。あるいは八つ当たりと呼ばれるもの。

　美名はあえて鋭く、相手を怯えさせるような声で宣言した。

「私は最弱アルティメットシールドを追うわ。あいつは恐らく何か馬ば鹿かげた陰謀を巡らしているはず。追いつめてそれを聞きだすか、手っ取り早く殺してやる」

　スプレー缶を握りしめ、蒼そう白はくな顔をした二人に優しく微笑ほほえむ。

「あなたたちは、私のアパートにでも避難していなさい。たぶん――まだグリ坊やと、一人部屋なんかが残っているはず。あの子たちも頼りないところはあるけれど、まぁ普通の人間よりは役に立つわ。だから」

　竜たつゑえと、それから御み貴たかをあらためて抱き寄せる。思えば自分から誰だれかをこうして抱くことはなかった。温ぬくもりが欲しかったのに、拒絶されるのが怖かった。美み名なは本当に性悪で口も悪い、嫌われ者だと思っていたから。

　でも、この子たち、馬ば鹿かなこの子たちは、そんな自分の本性に気づかない。当たり前のように抱きかえしてくれる。それが嬉うれしい。竜ゑと御貴が見ている自分はたぶん美名の汚い部分を知らない、無邪気で、偏ったものだろうけど、彼らが格好いい美名を信じてくれるなら、美名はそのように在りたい。

「アパートに……行けば」

　竜ゑが、たぶん深い意味もなく問いかけてきた。

「そこに姫さまもいますの？」

「…………」

　姫さま。蜜みつ姫き。自分の妹。彼女のことを考えると、身体からだが震える。応こたえず、ただ呻うめいている美名に彼らは何を思ったか、たぶん気づいたのだろう、絶句した。

　どれだけ時間が流れたか。美名は貪むさぼるように彼らを抱いていたが、そのあいだに最弱アルティメットシールドが逃げてしまうと思い、その優しい温もりを遠ざけた。

「御貴くん。竜ゑさん」

　彼らの肩に手を置いたまま、美名は涙を堪こらえて俯うつむき、深く頭を下げた。

「……姫と仲良くしてくれてありがとう。あの子は、幸せだったわ」

　それから顔を上げた美名は、もはや弱い人間ではない。世界の悪を残らず抹殺する、殺菌消毒と呼ばれる神様の欠片かけらだった。

「美名」

　そう思ったのに。心を殺して最弱アルティメットシールドを殺す存在になろうとしたのに。御貴の声でまた弱い精神は揺れる。美名は眉まゆをひそめ、無言で彼を見つめた。

「最弱アルティメットシールドを捜すんだろ？　僕もいくよ。美名は気配を探るのはあまり得意じゃないだろ、自由に変身できる相手は見つけられないよ。僕は――ヘビだから、化け物や大きな欠片は感知しやすいんだ」

「でも御貴くん」

　危険だ。御貴は化け物といっても、戦闘力はほとんど皆無に等しい。しかも相手はあの狡こう猾かつな最弱アルティメットシールドだ。何をしてくるかわからない。そんな不安な戦場に彼をつれていくわけにはいかない。

「いいから、任せてよ。美み名なはなんでも一人で背負いこみすぎだ」

　金色の瞳ひとみを煌きらめかせ、御み貴たかは切実な顔で主張した。

「僕はヘビだ。最後のヘビだ。原始の昔に人類の――竜たつゑえや美名の祖先を騙だまして神を裏切らせたヘビの末まつ裔えいだよ。べつにそれを申し訳ないと思ってるわけじゃない、先祖のことなんかもうどうでもいいよ。けどさ、ここで何もしなかったら、本当にヘビは最後までただの裏切り者で終わるんだ」

　かつて祖先の妄もう執しゆうに狂い、永遠を求めたヘビは、真剣に美名を見つめてくる。

「そんなのは嫌なんだよ、僕は。人類に、竜ゑたちに、ずっと悪い、裏切り者として記憶されるなんて耐えられない。僕に、ヘビに、罪を償わせてよ。それでようやく僕は何の罪悪感もなく、人間と一緒にいられる気がするんだ」

　それは不器用な言葉だったけれど、そのぶん必死な気持ちは伝わってきた。御貴はずっと考えていたのだろう。竜ゑと、愛いとしいひとと当たり前に暮らせる方法を。永遠に消えそうもない原罪を償い、人間と対等にすごせる手段を。

「……御貴くん」

　これは何を言っても無駄そうだ、と美名は溜ため息いきをつく。それに実際、最弱アルティメットシールドを捜すために彼が協力してくれれば心強い。そこで問題なのは、竜ゑのほうだ。

「竜ゑさん」

　少し心に痛みを感じながらも、あえて美名は黒衣の少女に宣告する。

「あなたはアパートへ向かいなさい」

「え……」

　御貴が行くなら、当然、自分も行くものと思っていたのだろう、竜ゑは意外そうな顔をする。

「ど、どうして？　わたくしも、わたくしだって――美名さんたちが戦うなら」

「竜ゑさん」

　蜜みつ姫きの顔が、やはり脳裏にこびりついて離れない。たぶん一生、最弱アルティメットシールドを殺しても、世界を救っても、永遠に、これは消えないだろう。

「お願い。我わが儘ままだけど、生きていて」

　本当に我が儘だ。論理的じゃない。でも本心だった。

　竜ゑの瞳で何かの感情が揺れる。美名はそれを見つめて、気持ちを告げた。

「化け物は大量で、最弱アルティメットシールドは卑ひ怯きよう者もので、世界は終わりかけらしいわ。そして、これから私と御貴くんが戦うのはそんな諸々の最悪よ。たぶん死ぬわ」

　幾分か素直に考えていることを言えた。捻ひねくれ者の自分にしては上出来だと思う。

「あなたは死なないで。これ、戦うよりも難しいことかもしれないわよ。終わりかけの世界で、ただ生きのびて。私たちのことを忘れないで」

　蜜みつ姫きのことも。蜜姫と美み名なと竜たつゑえと御み貴たかで、短いあいだだけど、幸せにすごせたあの奇跡のような日々を。覚えていてほしい。どうして？　誰だれかの記憶に残るのも嫌がるほど潔癖性で神経質で、他人が嫌いだったはずの美名が、どうしてそんなことを思うのか。

　誰かに忘れないでいてほしい。

　たとえ美名が死んでも、竜ゑの記憶のなかで、ずっと生きていたい。

　彼女のなかに、残りたい。

「お願い竜ゑさん」

　黒い蛇の姿に戻った御貴を腕に巻きつかせ、美名は当たり前に笑った。

「いきましょう、御貴くん」

　そして、無意識に、その言葉をつぶやく。




「二人とも――好きよ」




　竜ゑの頭を最後に撫なでて、美名は決戦の地へと向かう。

「また会いましょう。現世で無理なら、幸せな記憶のなかでね。そこがきっと天国だわ」

「…………」












　竜たつゑえは、我わが儘ままを言わなかった。目にいっぱい涙を溜ためて、すごく寂しそうで、哀かなしそうで、見ていられなかった。でも、彼女には本当にこれ以上は血にまみれず、生きていってほしいのだ。

「美み名なさん……御み貴たかぁ」

　竜ゑが、ほとんど泣き声でつぶやいた。

「……本当に、これでお別れなんて嫌ですわよ？」
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　昔々あるところに、とても美しい女王様がいらっしゃいました。

「鏡よ鏡、世界でいちばん美しいのは誰だれ？」

　この世のすべてを正しく映す真実の鏡が、それは貴方でございます、と応こたえるのが女王様の楽しみでした。

　彼女には、白雪姫という名前のお姫様がいました。

　雪のように白い肌をした、たいそう美しいお姫様でした。

「鏡よ鏡、世界でいちばん美しいのは誰？」

　そんな白雪姫が七歳になったとき、初めて真実の鏡は女王様の問いにこう応えました。

　世界でいちばん美しいのは――白雪姫様でございます。

　怒りと嫉しつ妬とのあまり女王様は、狩人に命じて白雪姫を殺させようとします。

　けれど白雪姫を哀れと思った狩人は、白雪姫を逃がしてやり、森の中で見つけた猪いのししを刺し殺し、その肝臓を抜きとって女王様に捧げました。それが白雪姫のものだと報告された女王様は、満足して肝臓を塩茹ゆでにして召しあがりました。

「鏡よ鏡、世界でいちばん美しいのは誰？」

　けれど女王様がそう尋ねると、真実の鏡はやはり白雪姫だと応えます。

　白雪姫が生きていることを知った女王様は、七人の小人と平和に暮らす白雪姫に物売りのふりをして近づき、紐ひもで絞め殺してしまいました。

「鏡よ鏡、世界でいちばん美しいのは誰？」

　けれど、七人の小人が紐を解いてしまったので、白雪姫はまた生きかえりました。女王様は怒り、悔しがり、今度は毒のついた櫛くしを白雪姫の頭に突き刺して殺しました。

「鏡よ鏡、世界でいちばん美しいのは誰？」

　けれど、けれど、また七人の小人が櫛を抜いてしまったので、白雪姫は生きかえり、女王様の我慢も限界にきました。今度こそ確実に殺してやるぞと、毒林りん檎ごを彼女に食べさせ、死なせてしまいました。

　七人の小人は死体になってしまった白雪姫を透明な棺かん桶おけに収め、嘆き哀しんでいましたが、そこを王子様が通りかかりました。

　王子様は白雪姫の美しさに打たれ、死体でもいいからと彼女をもらいうけました。

　棺かん桶おけを城に運ぶ途中、愛いとしさのあまり白雪姫に口づけをすると、彼女は驚いてしまって飲みこんでいた毒林りん檎ごを吐きだし、生きかえりました。

　喜んだ王子様は白雪姫と結婚し、その披露宴で邪悪な女王様は真っ赤に焼けた鉄の靴を履かされ、死ぬまで踊らされました。

　白雪姫は王子様と結ばれ、幸せになりました。
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　嫌な悪夢ばかりを見るので、寝ていられず、宇う佐さ川がわ鈴りん音ねは透明な棺桶で本を読んでいた。白雪姫。漠然と幸せな内容の童話だと思っていたが、実際は意外と殺伐としている。女の嫉しつ妬とと殺意と、殺人と、とってつけたようなハッピーエンド。

　鈴音のいる空間はいつのまにか真っ赤な光に支配されていたが、不思議と文字は苦労なく読めたし、どこか安心できた。何かを考えなくてはいけない気がしたし、やらなくちゃいけないことを忘れている感じもした。けれど今はただ面倒くさく、気け怠だるくて、ひたすらに曖あい昧まいで安心な光の紅あかさに縋すがりつくように甘えている。

　なんだか苦しい。けれど感じない。誰だれかが代わりに苦しんでくれている気がする。申し訳がない。誰かが代わりに血を流し、断末魔の悲鳴をあげ、死んでいる。そんな実感があって、眠っても恐ろしい悪夢しか見ない。

　この空間は静かで平和だが、だからこそ不変であり無為だ。虚むなしい。

　これが天国という感覚なのか。あるいは死という感覚なのか。

「…………」

　本を閉じ、鈴音は少しだけ金属質な、賢さか木きが好きだと言ってくれた声でつぶやく。

「白雪姫は」

　最後に読んだ本の一文が、意識せず舌に載せられる。

「王子様と結ばれて、幸せになりました」

　首を傾かしげ。

「その後は？」

　わからない。

「その後は――？」
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　あらゆる神話が示すとおりに人間を創ったのが神様なら、人間に、他人を愛する機能を与えた彼は酷ひどく意地悪だ。人間は他人を愛する。けれど、人間は必ず死ぬ。どれだけ愛しあった相手とも、死という形で必ず別れはやってくる。

　愛しあった記憶を大切にしていれば別れは苦しくないと、そういった言葉は明確な温かみの喪失の前には無力だ。別れは哀かなしい。酷く哀しい。

　ならば愛するという気持ちは人間嫌いの神様が与えた罠わななのか。愛せないと寂しい。愛すると哀しい。ならば人間は、どうすればいいのだろう。

　ブレイクサン＝ヘンゼルマインはそんなことを考えていた。いつだって別れは唐突で理不尽だ。あんまりだ。こちらの心の準備とか、あらゆる予想をぶち壊しにして、それは不意にやってくる。

　父が死んだときも。母が死んだときも。破局ポイズンの因果腐敗で親しいひとたちと次々に別れなくてはならなかったときも。ブレイクサンは呆あつ気けにとられて、あぁ人間は死ぬ生き物なのだ、奇跡のような偶然で――多生の縁で出会った人々も、本当に前触れもなく自分の前を通りすぎてしまうのだと実感した。

　最終的に自分は独りぼっちになる。世界には、無数の独りぼっちがいて、いつでも寂しい哀しいと感じている。それは理不尽だ。酷すぎる。

　ブレイクサンは祈る。

　これが罰なら赦ゆるしてほしいと。これが宿命なら救ってほしいと。

　けれど神様は真紅の校舎に引きこもって姿を見せない。たぶん神様も無力で、独りぼっちだ。なんて寂しい世界なのだろう。

「カヂリ」

　ブレイクサンの膝ひざの上で、赤毛の少年は死に向かっていた。先ほど、急襲してきた敵の攻撃から全員の身を守るため、自ら頸けい動どう脈みやくを切断して大量の血を失ったのだ。

　一人部屋の能力はカヂリの命を削る。削られ、損なわれた命はもはや命の役割を果たせない。カヂリは指先から存在を崩壊させ、緩やかに死んでいく。

「カヂリ、カヂリ」

　何度も名前を呼ぶ。意味はない。何が魔女の歌声だ、神様の欠片かけらだ、何もできない。無力だ。カヂリの崩壊を止めることもできない。ならば最後に良い思いをさせてやろうと考えても、言葉すらうまく紡げない。苦しい。胸が痛い。

　血まみれになったアパートの一室、開け放たれた部屋の入り口にはグリコが立っている。カヂリが何か用があるようで、ブレイクサンが呼び止めたのだ。グリコは敵を追いかけた美み名なが気になるようだが、落ちつかなさそうに、けれど律儀にここにいてくれる。

　ぴし、ぴしり、と古い銅像に亀き裂れつがはしるように、カヂリの身体からだが崩れていく。それは酷く緩慢だったが、同時に覆せない絶対的なものだった。不死者の誰だれかの肉を食べればもう少しは保もつようだが、他人の肉を食べてまで生きたくないと彼はそれを拒んだ。

「ブレイクサン」

　珍しくきちんと名を呼んで、カヂリが年とし頃ごろの少年らしい、素直な表情で言った。

「ありがとな」

「感謝されるようなことは何もしてないのです」

　涙ばかり溢あふれてくる。声がうまくでない。たぶん最後の会話になるのに、喋しやべれない。腹が立つ。自分に苛いら々いらする。当たり散らしたい。今のブレイクサンにできることは、膝ひざ枕まくらしてカヂリの髪を撫なでてやることだけだ。

「そんなことねぇよ」

　カヂリの声には元気がなくて、掠かすれていたが、心によく響いた。

「俺おれな、人間だったころのこと、ぜんぜん覚えてねぇんだ」

　人間だったころ。神様の大きな欠片かけらを受け継ぐ以前の、まだ不死者でも能力者でもない、普通の人間だったころ。ブレイクサンは覚えている。母国の両親、学校、映像や匂におい、思い出として、心の大切なところに仕舞われている。

　カヂリにはそれがない？

「大きな欠片を得た人間は、その役割によって人格を歪ゆがめられる。二重人格の不快逆流なんかは良い例だな。俺は――天地創造の一人部屋は、望めばこの世界のなんだって変えられる。自分の思いどおりの世界にすることができる。そこで自分にだけ都合のいい世界なんてのを望まないように、徹底的に『自分』を潰つぶされたんだ」

　自分を潰される。それはうまく理解できなかったが、たぶん死ぬようなものなのだろう。恐ろしい。ブレイクサンは黙って、ただこちらを見上げるカヂリに視線を合わせている。

「俺には何もなかった。家族も母国もなかった。名前も人種も知らねぇ。ただ他人から望みを聞いて、その願いを叶かなえる装置としてずっと生きてきたよ。つまんねぇ人生だったなぁ、畜生」

　そこで彼は八重歯を覗のぞかせて、ニッと笑った。

「だからよ、ブレイクサン。おまえとの生活は楽しかったぜ。肉にく山やまカヂリって名前は変てこだし、思いだしても阿あ呆ほうな記憶しか浮かんでこないけど、俺は初めて人間らしい生活ができたんだ。だから――ありがと」

「…………」

　格好いい言葉が思いつかない。カヂリが望む台詞せりふを言いたいのに。彼が安心して、少しでも良い気分になれるようにしたいのに。

　嗚お咽えつをあげるブレイクサンは、子供みたいに唸うなることしかできない。

「あたしも」

　カヂリが、自分と暮らして少しでも楽しかったと言ってくれて嬉うれしい。迷惑なんじゃないかと思っていた。暗い森から勝手につれだして、名前をつけて、好きな場所に引きずり回して馬ば鹿かな話ばかりを聞かせてしまった彼。

「あたしも楽しかったですよう……」

　見苦しく、どうしようもなく愚かなことしか言えない。

「だから死なないでくださいよ。これで最後なんてのは嫌です、嫌です。カヂリ――もっと格好いい名前とか考えてあげます、あたしカヂリをたっぷり甘やかしてあげます……美お味いしいもの一緒に食べにいきましょう、映画とか、ＴＶとか、観て……色んなところ行って、カヂリ、うぅ、だから死なないで。カヂリ死なないで……」

　すでに訳がわからない。日本語ですらない。けれどカヂリには何かが伝わったようで、何が面白いのか、満面の笑みを見せてくれた。

「ブレイクサン。おまえに会えてよかったよ」

　そして視線を、居たたまれない感じに立ちつくしていたグリコに向ける。ぞっとするほど真剣な表情だった。

「眼がん球きゆう抉えぐり子こ」

「…………」

　グリコとかガンコとか、相手を愛称で呼ばないときはカヂリが本気で何かを言うときだ。ブレイクサンは涙を拭ぬぐってグリコを見つめる。彼女は黙って壁にもたれかかっている。

　カヂリは周囲を染める真紅よりも淡い、優しい色の瞳ひとみでグリコを注視した。

「さっきはまだ俺おれも生きてられると思ったから、先延ばしにして語らなかったけど、そう甘いこと言ってられねぇみたいだからな……」

　黒と赤の瞳が空中で交わる。カヂリは低く、まるで脅迫するみたいに尋ねた。

「おまえは真実を知る勇気があるか？」

　無表情の彼女に、本当に何気なく、下らない世間話をするように繰りかえし。

「この世界の真実。下らないその構造。今、起きているこの現象。その仕組みを知りたいか？　知れば、世界を救えるかもしれない。けれど知れば、おまえは確実に不幸になる。それでも聞きたいか？　これは誰だれも知らなくてもいい真実だ。俺だって、一人部屋の能力で光を解析するまで気づきもしなかった。そんなもん知らなくても世界は正しく動くんだ。でも今は――緊急事態だからな」

　カヂリは瞑めい目もくし、ほとんど聞きとれないくらい小声でつぶやいた。

「頼む。祈ることしかできない。この世界の真実を知って、現在、まさに崩壊しかかっている世界を救ってくれ。これはおまえにしかできないんだ。眼球抉子、悔しいが――おまえに頼るしかない。お願いだ」

　世界で最も神に近い存在が、祈ることしかできない最悪の状況。けれどグリコの表情は変わらなかった。彼女の頭の中でどんな思考が展開しているのか、ブレイクサンにはわからない。けれど何な故ぜだか、不吉な感じがした。

　たぶんカヂリは恐ろしく危険な橋を渡っている。それが本能的にわかった。世界の救済を眼がん球きゆう抉えぐり子こに頼むという行為の、その絶望的な賭かけの倍率が。

「この世界を、俺おれたちを、無かったことにしないでくれ。俺たちがここにいたことを、俺たちがたしかにこの世界で生きていたことを、ぜんぶ失わせないでくれ」

「……言っていることが、いまいち理解できないが」

　不意に、グリコが唇を開いた。落ちついた声だった。

「昔、グリコはグリコの大切なひとに、同じような質問をしたことがある。真実を知る勇気があるかと。あいつは――即答したぞ」

　それは不吉さを押し潰つぶしてなお力強い、希望に満ちた声だった。

「真実を知らないで怖がるより、知って哀かなしむほうがいいと。あいつは強い女の子だった。グリコの答えも同じだ。あいつほど強くはないが……」

　グリコもそこで初めて微笑ほほえみ、カヂリの名前を正しく言った。

「教えろ肉にく山やまカヂリ」

　吐き捨てるように、嫌そうな顔で目を細める。

「グリコも、いいかげん訳がわからなくて苛いら々いらしていたところだ」






エピローグ

魔女














　私は人を創造したが、これを地上から拭ぬぐい去ろう。

　私はこれを創ったことを後悔する。







　　［旧約聖書／創世記／Human Wickedness］
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　たまに。ごくたまに。綺き麗れいという概念は残酷だ。夕焼けとか、星空とか、大海原とか、神様とか――大きくて美しいものは、ちっぽけな人間には妬ねたましいくらい。呆ぼう然ぜんとして、虚むなしくなって、涙まで溢あふれてくる。たまに。ごくたまに。

　ブレイクサンはそんな、大きくて美しい夕焼けのような神様のような輝きを眺めながら、目を細めて無言のカヂリをそっと撫なでている。彼に膝ひざ枕まくらし、閑静なアパートの正面、誰だれもいない田舎道の向こう――ただ純粋で透明な真紅を。

　その真紅の中央に、黒ずくめの少女は旅だった。

　ぜんぶ語り終えたカヂリに礼を言い、いつものように無表情で、彼女はさらりと雑事でも終わらせにいくみたいに呆あつ気けなく去った。強いのだ。ブレイクサンはそう思う。

　世界は終わりかけているようで。

　何をしても何をしなくてもたぶん結果は変わらなくて。

　すべてのものが平等に失われていく寂しい終末に。

　ただ一振りのスプーンを手にして、眼がん球きゆう抉えぐり子こは最後の舞台へと向かった。

　紅あかい紅い、呑のみこまれてしまいそうな真紅にそれでも染まらず、長い影を引いて歩いていく彼女と、それを拒むように悶もだえる光を眺め、ぽつりとブレイクサンはつぶやいた。

「綺麗ですねぇ」

「あぁ、綺麗だな……畜生」

　世界でいちばん美しい神様の輝きを見据え、ただ寂しそうに仰ぎ、それからカヂリはあの無邪気な――彼らしい、澄んだ瞳ひとみでこちらを見つめて囁ささやいた。

「――――」

　なんと言ったかは聞きとれなかった。それほど小さな、掠かすれきった声だった。おまえのほうが綺麗だよとか言ってくれたら嬉うれしいのだが、よくわからない。

　なんですか？　と聞きかえしたとき、カヂリはすでに世界の紅さに溶かされていた。命が終わった彼の肉体は、綺麗な光の粒子となって手のひらから零こぼれていく。

　光は一瞬、蝶ちよう々ちようのようにブレイクサンの周りを舞って、すぐに消えてしまった。

　ぼんやりと、それを見届けて――そっとつぶやく。

「また独りぼっち」

　ブレイクサンは微笑ほほえみ、地面に座りこんだまま静かに泣いた。

「そばにいてほしいって、そんなに難しい願いでしたかねぇ……？」

　応こたえてくれるひとは、いなかった。
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　ムーン＝レインボウは苛いら々いらしていた。苛々の絶頂だった。あまりにも不快で不快で不快で脳から変な汁がでそうだ。胃が捩よじれる。視界が眩くらむ。怒鳴と高笑いが混ざったような咆ほう哮こうが我知らず唇を割って溢あふれてくる。

　最悪な気分だ。

「良くない……ッ」

　世界の中心。観かん音のん逆さか咲ざき高等学校の目と鼻の先。死し骸がいに成りはてた無数の化け物が転がる校庭。その真ん中に、酷ひどく冷めざめとした瞳ひとみでこちらを見据える女が立っていた。

　夜露を紡いだような白い三つ編み。白い肌。服装までも看護師のような純白で統一している。口元には不似合いなほどに武骨なガスマスク。右腕に巻きついているのは漆黒の蛇。　両手には異能の宿る不気味なスプレー缶。

　表情には鬼のような悪魔のようなぞっとする殺意。

「良くない……ッ良くないッ！」

　ムーンの計画は完かん璧ぺきなはずだった。丹念に丹念に下調べをし考えぬいて練った最善の策だ。不確定要素すらも歯車として組みこみ、曖あい昧まいな未来を自分好みに研ぎ澄ました。世界はこの手に掴つかめるはずだったし、ここまでは確実に思いどおりな展開へと進んできた。

　目的は、単純で明めい瞭りよう。

　理由は、ありふれた嫉しつ妬と。

　選んだ行動は、最善。

　成功は、目前。そのはずだったのに何で何で何で。

「何であんたがッ、ここで出てくるのよ！　殺菌消毒！」

「……悪を滅ぼすのが、殺菌消毒の役割だから」

　ガスマスクのせいでくぐもった、けれどそのぶん非人間的で奇妙な寒気がする声だった。殺菌消毒は首をふり、目だけで妖よう艶えんに微笑む。

「いいえ――ちがうわね、神様の大きな欠片かけらとか、世界が与えた役割とか、どうでもいいのよ……最弱アルティメットシールド。本当に、心の底から下らないわ。どうして私が出てくるかって？　どうしてあなたの邪魔をするかって？　どうしてあなたを殺すのかって？」

　その威圧感に、ムーンは僅わずかに後退する。何な故ぜだ。彼女の態度は虚勢だ。理解している。永遠研究所での行動。〝蒼あおざめた馬〟や涙歌メロディアノイズとの戦闘。そして今、無数の化け物を蹴け散ちらし、彼女の大きな欠片かけらに蓄えられたエネルギーは底をついているはずだ。

　そのはずなのに。

「わからない？　馬ば鹿かね、足りない頭で考えなさい」

　そうだ。肉体変化の能力をもつ自分の天敵は、物質の概念そのものを改変する一人部屋と、すべてを吹っ飛ばす殺菌消毒だけだ。一人部屋は始末したはずだし、殺菌消毒も配下の化け物どもと戦わせて消耗させた。無な雲ぐも雨あめや水み無な月づき夏なつ子こといった部下たちは、みんなこいつを仕留めるために用意したといっても過言ではない。

　事実、美み名なの顔色は悪かった。血で汚れ、憔しよう悴すいした彼女からは鬼気迫る雰囲気は感じても、客観的に見れば明らかに自分が有利なコンディションのはずだ。

　なのになのに。

「ひとの妹を殺しておいて」

　なのに！

「……憎まれないとでも思ったの？」

「なんで死んでないのよッ！　あんたは！」

　ムーンの絶叫に、殺菌消毒は溜ため息いきをついた。そして酷ひどくゆっくり、身構えたままの自分に近づいてくる。距離は未いまだに遠い。けれど部下の化け物は残らず殺されたか、増援を呼ぼうにも、部下どもは町のあちこちに配置させたから集まるまでは時間がかかる。

　手て長なが鬼おにや〝べろ包丁〟を試作品として改造した人間たち。それが無雲雨や水無月夏子の正体である。元は普通の人間だが、その性格や適性によりムーンが肉体改造の能力により異能を与え、また僅かだが林りん檎ごを与えて人間を超えさせた存在――少なく見積もっても普通の化け物と同等かそれ以上の戦闘力はあったはずだし、何より数が多かった。百や二百ではないのだ。それらを相手にし、傷つき消耗し、立っているだけで限界のはずだ。

　殺菌消毒。

　神の迷走。消化器官。洪水伝説の化け物。これまで無数の化け物を殺さつ戮りくし、世界の平穏を守ってきた大きな欠片――見くびっていたかもしれない。殺菌消毒の能力はたしかに強いが、これまで観察してきた結果を見るかぎり殺さい原ばら美名はそれほど脅威ではない。

　気分屋で、不器用で、調子に乗りやすいわりに落ちこみやすく、糞くそ真面目まじめなくせに皮肉屋で、人格的にはさして褒められたものではない。戦い方も非効率的で、無駄が多く洗練されていなくて、いくらでも対策は立てられる。

　それなのに、最後の最後まで恐怖が拭ぬぐえなかった。どうして。どうしてこいつを見るとこんなに不安になるのだろう。自分の計画を根本から台無しにしそうな、嫌な感じをまとっていて――落ちつかない。

　殺菌消毒、殺さい原ばら美み名な。

「ごめんなさいね……生き汚い女でさ」

　赤で汚された純白の女は、億おつ劫くうそうに目を細めた。

「こっちも阿あ呆ほらしいこんな世界なんかとは早いところお別れしたいんだけど、断食しても首飛ばされても死ななかったのよね。困ったことに。ったく……私に何を期待してるんだか、私に何をさせようと思ってるんだか、世界とか、神様は。勘弁してほしいわよ」

　明後日あさつての方向を仰ぎ、嘆くように大きく両手を広げて俯うつむく。

「私、本当に……つまんない、駄目な女なのに」

　だったら。

　死ね。死ねよ。ムーンは内心で叫ぶ。喚わめく。死ね死ね死ね。無能な人間は死ね。自覚しているなら死ね。要らない存在は死ね。邪魔だ。世界は、自分のような天才に、選ばれた優秀な人種に掌握されるべきなのだ。世界を回すのはあんな卑屈で臆おく病びような女の子なんかじゃなく、自分のほうが相応ふさわしい。

　優秀な存在が支配者であるべきなのだ。そんな単純な真理が、俗物どもにはどうして理解できない!?　骨の髄まで愚か者どもが!!　ムーンは美名が癪しやくに障る。妹の仇あだ討うちのつもりだろうが、どうせこの世界の人間は生きていようと死んでいようと同じだ。彼女の行為の意味はまったくない。そんな個人的な行動で、世界を正しくするために校舎へ向かう自分の進路を塞ふさぐな。

　煩わしい。こんなことなら殺原蜜みつ姫きを殺さないほうがよかったか？　否いな、一人部屋に接近し、また逆上した美名を個人行動させるためには最善の選択だったのだ。能力者が集まっていては迂う闊かつに接触できない。敵は分散させる必要があった。

　そうだ。自分の行動は酷ひどく論理的で最善だ。作戦は完かん璧ぺきだった。ならば今のこの状況も、さして困ることなく予定調和で解決できる些さ細さいな障害にすぎない。

　そう思うと少しだけ安心できた。冷静に見るとやはり美名は半死人だ。普通に殴りあっても余裕で勝てる。自分に宿った神の欠片かけらは最弱アルティメットシールド。肉体変化の能力をもつこの欠片は肉弾戦では最強である。

　勝てる。確実に。こいつを殺せばそこで終わりだ。世界が自分のものになる。最後の最後で少し予想外のことがあったから動転しただけだ。大した問題じゃない。そうだ。

「……あんたみたいな俗物がぁッ、あたしを邪魔するなんて何様のつもりなの――偉そうだわ、冒ぼう涜とくだわ、不相応だわ、苛いら々いらするッ！」

　ムーンは、思いだすのも面倒なくらい昔から今回の計画を練り、また準備していた。天才奇術師として華々しく活躍し、馬ば鹿かな女のせいでその栄光を失い、偶然に宿った最弱アルティメットシールドの役割を果たしていくうち――世界の真実に気づいた。

　この世界における神様の正体。

　知ると、どうしてもその神様に代わりたくなった。

　世界で最も美しく、万能で、誰だれもが当たり前に崇あがめ奉る絶対者。

　神様。その立場が妬ねたましくて羨うらやましくて堪たまらなかった。

「妹を殺したって？　あぁすいませんね、どうでもいいじゃない、他人なんて。他人がいくら傷ついてもあんた痛くないでしょ？　血ぃ繋つながってる姉妹だからってあいつが死ねばあんたも死ぬわけじゃない、どうでもいいでしょうがよぉッ！」

　ムーンはそれから死にもの狂いで行動した。

　普段は藉ぜき口ぐち無なし法のりという男の姿をとり、無な雲ぐも雨あめや水み無な月づき夏なつ子こを代表とする部下を各地に大量につくった。時には彼女らの姿に変身し、彼女らの立場を借りたりして行動することもあった。病院で美み名なとグリコが戦ったあと、美名の首を飛ばしたのは無雲雨ではなく彼女に変身したムーンだ。大事なことだったので、部下に任せたくなかったのである。

　それから様々な偶然や必然に助けられ、今、ムーンは己の願いを成就させようとしている。蜜みつ姫きの姿を借り、すべての命を食らう紅あかい校舎へ近づく鍵かぎ――一人部屋の宝石は奪った。あとは校舎の奥で目覚めた彼女を神の座から引きずりおろし、自分が彼女に成りかわるだけだ。簡単で、単純。あと一歩で、ムーンの計画は完遂されるはずだった。

　世界の滅びを甘んじて享受し、抵抗もしない今の神に存在価値はない。

　世界が自分のような、強く素晴らしい人間が神の座を継ぐことを求めている！　そうだ！　時代が自分を呼んだのだ！　自分は選ばれた人間なのだ！

「あんたらみたいな下等な屑くずはぁッ」

　だから――だから、だから、もうッ！

「ぴいちくぱあちく騒いでないでッ、邪魔だからみんなまとめて死ねよ！　もういいから！　生きてなくていいからッ！　死ね！　あんたらの役目はもうお終しまいなのよ！　死ね！　ッ死ね！　死ねぇ！」

　そこまで一息に言ったムーンの鼻先、いきなり美名の靴が衝突した。靴を思いっきり脱いで飛ばしたらしい。痛みはないが、少し驚いて、ムーンは呆ぼう然ぜんともう片方の靴も脱いで裸足になった美名を見つめた。

「……あのね」

　彼女はどうでもよさそうに、髪を掻かきあげてこちらを見つめた。

「死ね死ね喧やかましいけれど、憎しみだけでひとが殺せたら苦労しないのよ。正直あんたの目的なんかどうでもいいし、言ってる意味もまったく理解できなかったわ。崇高な理念とか素晴らしい思想とかどうでもいいの。私が聞きたいことは――唯ただ一つ」

　覚悟はいい？　と彼女は聞いた。

「いいかげん殺すわよ、あんた」
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　実際、美み名なには無駄な会話をしているような余裕などなかった。重い風邪をひいたみたいに身体からだが怠だるく、指先ひとつ動かすのも億おつ劫くうで、酷ひどく面倒くさい。生きるための動力源が足りていない気がする。今の美名は、撥ば条ねが擦り切れた玩具おもちやにすぎない。

　それでも。

　完全に止まって、この命が終わってしまう前に。

　こいつだけは殺そうと思う。そのために美名は他のあらゆる幸福を放棄する。終わりかけている世界で、誰だれかのそばにいたいとか、美お味いしいものを食べたいとか、そういう和やかな願いのことごとくを捨て去る。

　どうせ何年も前に餓死して果てたはずの命だ。好きなように使ってやる。仇あだ討うちの殺しあいとか、そんな誰にも褒められない愚かな行為のために。

　腕に巻きついた黒い蛇――貴たか御み門かど御み貴たかの正体がこちらを割れた瞳ひとみで見つめてくる。

「……美名、大丈夫か？」

「あら。うふ。なんのこと？　私は元気いっぱいよ？」

　ぼうっとしていた美名はその気遣いのおかげで正気へ返り、スプレー缶をしっかりと握りしめて前方を注視する。本当だったら御貴にはもう竜たつゑえのところへ行ってほしいのだが、また敵が逃げたとき、彼の気配を察知する能力は必要不可欠になる。

　そう。彼はヘビと呼ばれる化け物だ。化け物という存在の詳しい生態、正体のようなものは美名にはわからない。知っているのは経験則や伝聞による断片的な情報だけだ。

　化け物は他の化け物の気配を感知できる。

　普段は姿を消しており、一般人には見えない。

　死ぬと霧状に分解されて消える。

　目的は人間を食うこと。

　美名とグリコの戦いの直後、大量発生している。

　無尽蔵に林りん檎ごの力を食べて吸収することができる。

　そして、神様をも食らうため現在、校舎に集結しようとしている――とか。

　彼らも何か神様の大きな欠片かけらと同じように、世界に役割をもって生まれた装置のひとつなのか。そうだとしても、その目的はなんだろう？

　まぁ、今は化け物のことなど考えない。神様が食べられようと、世界が滅んでしまおうと、目の前の妹の仇かたきを残忍に殺すことができればそれでいい。

　別れの言葉を交わす暇もなく消えてしまった妹。彼女は幸せになるべきだったし、もっと長生きするべきだった。守りたかった。他の誰よりも。

　美み名なは正面の敵を静かに観察する。

　おそらく世界の崩壊を促進させ、現在の状況をつくりあげた張本人。神になると嘯うそぶき、これまで様々な計略を巡らせてきたはずで、実際、彼女のせいで死んだのは蜜みつ姫きだけではないだろう。最悪の敵。この世界の真犯人。究極の悪役。

　そのはずなのに。

　目の前に立って、こちらを睨にらみつけている彼女は、普通だった。

　年齢は二十代か、もっと若いかもしれない、たぶん美名と同じくらいだが、不死者の外見年齢など当てにならない。綺き麗れいな顔立ちだが、心配になるくらい痩やせていて細い。不思議に紫がかった髪の毛は後頭部でまとめられ、複雑に結いあげられている。着ているのは光沢のあるドレスのような舞台衣装。

　夜中の学校には不釣りあいなほど華美だが、化け物ではない、普通の人間だ。牙きばが生えているわけでも、角が伸びているわけでもない。真っ赤な世界の片隅で、ぽつんと立っている美名と同じちっぽけな存在に見えた。

「あなた……」

　美名は何かを語りかけようとした。彼女は化け物ではなくて、ならば言葉は通じるはずで、だったらせめて聞きたかった。蜜姫を殺した理由。彼女が行動する原因。世界を終わらせようとする動機。その理由にして原因にして動機にあたる何かに納得したら殺さないというわけでもないが、せめて諒りよう解かいしたかったのだ。殺人事件の被害者の遺族が犯人の動機を知りたがるのと似ている。

　せめて崇高な目的で殺されたのでなかったら、蜜姫があんまりにも浮かばれない。

「殺菌消毒」

　ずい、と敵は無表情のまま歩を進めてきた。空気が緊迫し、微弱な電流のように肌を刺す。思わず反射的に攻撃しかけた美名だが、聞こえてきた不気味な言葉に硬直する。

「あたしの名前を言ってみな」

「………？」

　身構え、相手の隙すきをうかがう。敵は覚悟を決めたようで、先ほどまでの狂乱を抑えて今は背筋が寒くなるような殺気をまとっている。

　けれど語る言葉は、奇妙なほどに寂しげだった。

「あたしの名前を知っている？　あたしの名前を言ってみて？　ねぇ、あたしはあたしって名前じゃないの。ちゃんと名前があるのよ？　知ってる？」

「最弱アルティメットシールド」

「それは役割よ、あたし悪魔でも偽預言者アンチ・キリストでもないわ」

　踊るように両手を広げ、かるく回転して微笑ほほえむ。美名はこんなに空っぽな笑みを見たことがない。写真のように薄っぺらで、人形よりも嘘うそくさい。

「天才奇術師、ムーン＝レインボウ」

　丁寧に名乗って、優雅に一礼する。

「ま、本当はただのムーン。天才奇術師は肩書きだし、レインボウは後づけで考えた苗みよう字じ。ただのムーン、綺き麗れいなムーン、素晴らしいムーンが、これから、あんたを殺して神をも殺し、この世界の支配者になるわ」

　深々と頭を下げ、戯おどけたように、本当に九十度よりもさらに身体からだを折り曲げて。

　曲げて。曲げて。曲げて――。

「よぉろしくお願いしまぁす………――――死ね」

　ぐるん、とムーンはそのまま頭が下、足が上の上下反対になり、地面に手をついて思いっきり足をふった。

　その足が伸びる、伸びる、鋭利な刃物の鋭さと格闘家の精度をもって襲いくる両足は、草刈り鎌がまのように宙空を掻かき混ぜ切断していく。

「―――ッ」

　不可解な動きに美み名なは反応が遅れ、咄とつ嗟さに身をかわしたものの、肩のあたりに掠かすり、血を噴きだした。地面を転がり、慌てて立ちあがる。その間にも鞭むちのごとく伸びた敵の足が敏びん捷しように攻めたててくる。

　校庭が削れ、風が掻き混ぜられる。直撃すれば――危ない。

　両者の距離は十メートルと少し。大したものではないが、殺菌消毒の能力はあまり射程距離が長くない。本気で撃てば届くだろうが、たぶん避けられる。そして能力を連発できるほど美名には体力的な余裕がない。

　確実に殺せる一瞬に、全力でぶちこむしかない。

　全身に切り傷をつけながらも、美名は冷静にそう思考する。

「ははッ、この程度で驚いてちゃすぅぐ死んじゃうわよぉッ！」

　ムーンの楽しげな声とともに、その姿が紅あかく染まっていく。すぐに彼女は景色にまぎれ、見えなくなってしまう。もちろん激しくふるわれている両の足も。

「カメレオンの術……みたいなね！」

　まずい。美名は数瞬で理解する。まずい避けられない。ただでさえ速くて危ないのに、見えなくなったらかわしようがない。

「美名ッ、右に飛べ！」

　御み貴たかの声に頷うなずき、素早く大地を蹴けって避難する。美名の立っていた位置に大量の砂すな埃ぼこりが舞った。あのまま立ちつくしていたら終わりだっただろう。

「ふぅん……頼れる相棒がいるみたいじゃん。気配を読まれちゃ隠れる意味ないか」

　すぐに姿を現し、ムーンが面倒そうに首をふる。そして両腕を前に突きだし、獰どう猛もうに笑う。美名はその間、必死で打倒策を考える。化け物は、基本的に直線的な動きしかできない雑魚だった。眼がん球きゆう抉えぐり子こや涙歌メロディアノイズはたしかに強敵だったが、それでも能力は限られていて、対抗策も今ならいくつか思いつく。

　けれどムーンは。最弱アルティメットシールドという大きな欠片かけらは。

　何をしてくるか読めない。至近距離の戦闘では最強というのも虚勢ではない。

「面白い芸を見せてあげる」

　大きく両腕を反らして、ムーンが何かを投げるような動作をした。美み名なの研ぎ澄まされた動体視力はそのとき信じられないものをたしかに見た。

　指が飛んだ。

　彼女の両手にもちろん完備されている十本の指が、遠心力に従って激しく投とう擲てきされたのだ。血はない。ただ気持ち悪い。美名は本能的な嫌悪をおぼえ、大きくその場から飛びすさった。

　その判断が正解だったとすぐに美名は思い知る。

　ムーンの指は地面に着弾すると同時に爆発した。煉れん獄ごく色の炎と爆風が校庭を陥没させる。爆弾？　なんで？　どこに隠しもっていた？　考えながらも美名は走る。受けに回ったら圧倒的な戦力の前に潰つぶされるだけだ。短期決戦が望ましい。

「どぉ？　面白いでしょ？　種を明かすのは奇術師として褒められたことじゃないけどさ、もちろん爆弾をこっそりもっていたわけじゃないのよ？」

　肉薄し、大木もへし折る美名の蹴けりが放たれる。狙ねらいはムーンの頭部。直撃すれば首ごともげる。けれどムーンは警戒もせず、得意げに語りつづけいた。

「最弱アルティメットシールドの能力は肉体変化。身体の構成物質を爆弾に変えたの」

　ガキィン、と鈍い音がした。美名の猛烈な蹴りは彼女の頭に激突したが、それだけで、重い反動の痺しびれがあった。何か鋼鉄の塊でも蹴ったような――鋼鉄？

「防御するときは、固いものに変身するわ。いくら不死者の肉体能力が高いといっても、鋼鉄をぶち破れるほどじゃないしねぇ？」

　そして彼女はまさに手品師のように、再生した指を気安くふってカウントする。

「１、２、３」

　直後、奇術師ムーン＝レインボウは爆発した。血が肉が骨の断片が何か生黒い奇妙なものが弾はじけ暴れ踊り狂って撒まき散らされた。それら肉の欠片ひとつひとつは鋼鉄の硬度をもち、まさに爆弾のように美名の全身に食らいついて吹き飛ばす。

「ぎゃ――あッ」

　痛みよりも、驚きのほうが大きかった。美名は咄とつ嗟さに御み貴たかを守りながら地面を転がり、苦しみ呻うめいて倒れ伏す。全身が熱く、血は溢あふれ、うまく力が入らない。

　まさか爆発するとは。

「まさかを実行しちゃうのが、奇術師の本懐でござい」

　ふざけた口調でさざめく肉片どもは、おぞましくも這はって集合するとムーンの姿に再構築される。服まで元に戻っているのだから感心するしかない。

　げほっ、と咳せきこみ、血の色をした涎よだれを吐きだして、美み名なはなんとか立ちあがる。

「なんていうか……呆あきれるわね、どうすれば死ぬのよ、最弱アルティメットシールド」

「こっちの台詞せりふよ殺菌消毒。あんた本当はとっくに死んでるはずだったのに」

　忌いま々いましそうに、無傷の彼女は満まん身しん創そう痍いのこちらを見下ろしてくる。

「眼がん球きゆう抉えぐり子こと戦わせたり、その後もわざわざ首を飛ばしてやったり、永遠研究所では不快逆流に巻きこまれたり、今も、あたしの化け物どもと連戦をこなした後のはずなのに生きてるし……。あぁ本当に腹が立つ、鬱うつ陶とうしい、邪魔なのよ――あんた」

「邪魔してるんだから邪魔なのは当たり前よ」

　地面に転がった二つのスプレー缶が、磁石のように吸いつけられ――伸ばした美名の両手に貼はりつく。

「それに悪口は言われ慣れてるからね、どれだけ罵ば倒とうしても無駄よ」

「自慢にならないわ、それ。でも、なんでしょうね親近感。あたしたち、意外と似たもの同士かもしれないわね。だからこんなに目障りなんだわ。あんたは、あたしに似てるくせに高みを目指さないで、下らない生き様を晒さらしてる」

　下らない――か、そうだろう。美名は思い、傷だらけの身体からだをそれでも姿勢良く立たせた。胸を張り、腕を真まっ直すぐに伸ばし、相手にきちんと狙ねらいをつける。

　溜ため息いきをつき、大きく息を吸いこんだ。

　ずれたガスマスクを嵌はめ直す。これは自分なりの戦闘装束だ。人間のままでは、過酷な戦いのなかで心が折れてしまう。無敵の能力者、殺菌消毒に成りきる必要があった。でないと哀かなしみで潰つぶれてしまう。美名は強くないから、自己催眠で無敵を気取らなければここに立っていることすらできない。

　蜜みつ姫き。可愛かわいい妹。人間だったとき、最後まで自分を見捨てなかった家族。それは依存だったかもしれないけど、美名は嬉うれしかった。本当に嬉しかったのだ。

　彼女の仇かたきを討ちたい。不器用な姉にはそれが精一杯だ。後悔して嘆いても意味がない。復ふく讐しゆうも同じく無意味かもしれないが、蜜姫の愛した世界を、人間を、危険に晒すわけにはいかない。

　ムーンを殺してその野望を止める。それが美名の贖しよく罪ざいになると思った。

「あたしとあんたでは、けれど決定的な差があるわ。どっちも自意識が肥大した偉そうな女で、馬ば鹿かで、嫌なやつだけど。あんたは世界が嫌い」

　蜜姫がよく口にしていた言葉をなぞるように、美名は真しん摯しにつぶやいた。

「あたしは世界、好き」

　思ったよりもずっと素直に口にできた。

「人間、好き」

　真紅に溢あふれた学舎まなびやで、殺さい原ばら美み名なは確認するように告げる。ムーンは怪け訝げんな顔をしている。そうだろう。自分みたいな女に蜜みつ姫きの台詞せりふは似合わない。

　けれど――。

　美名は微笑ほほえむ。自慢するように。自じ嘲ちようするように、肩をすくめ。

「好きになれたのよ、あの子のおかげでね。幸せになれたのよ、たとえ短いあいだでもね。世界は終わりかけているらしい。たぶんハッピーエンドじゃない。それが気に食わないあんたみたいなやつの気持ちもわかる」

　似たもの同士の宿敵――昔の自分と相似な彼女に、宣告する。

「けれど、たとえ最悪の結末でも、私たちの幸せだった日々を否定させないわ。私たちは幸せだった。幸せに生きていた。それは事実で、それだけで救いだわ」

　蜜姫との生活を思いだす。本当に、呆あきれるほどに馬ば鹿かなことしかやっていない。お姉ちゃんも家事をするのと叱しかられたり、お酒飲みすぎて叱られたり、仕事で嫌なことがあったら完全に彼女に甘え、肩を揉もませたりお酌させたり慰めてもらったりしていた。

　蜜姫の、輝くような笑顔に救われていた。

　生まれてきてよかったと、何気ない日常で思っていた。

　美名は変われた。かつて清潔な部屋ですべてを拒絶して餓死した女は、ちっぽけだけれど、幸福を手にいれられた。それでいい。今は失われてしまったが、過去は変わらない。

　自分たちは幸せだった。誰だれにもそれは否定させない。

「何を言ってるか……わかんないわよ、殺菌消毒」

　酷ひどく不安そうに、最弱アルティメットシールドの女がつぶやいた。彼女は神になると言った。この世界が物語だとしたら、作者にあたる存在に。物語において嫌な、寂しい役割しか与えられなかったから、こんなのは認めないと世界を破り捨てて作家に殴りこみにいくのだ。そして代わりに執筆する。自分だけが幸せになれる歪ゆがんだ物語を。

　それは、無意味だ。

　哀れなほどに、虚むなしい。

「わからないなら、簡単に言ってあげる」

　血が滴り落ちて足下に溜たまる。身体からだが冷えていき、寒気がする。今度こそ死ぬかもしれない。実感がある。けれど恐怖はなかった。不思議なほどに。

「神様にならなけりゃ……幸せになれないなんて」

　もう言葉はいらない。喋しやべる気力もない。自分らしくない。喋りすぎた。

「愚かね――」

　どれだけ幸福になるのが苦手な人間なのだろう。本当に可哀かわい想そうだ。誰か彼女に言ってやらなかったのか。神様になんかならなくても幸せになれると。誰かに微笑んでもらったり、下らない会話をするだけで、彼女は間違わないでいられたはずなのに。

　それとも、誰だれかの笑顔すら叩たたき潰つぶして、彼女はここまでやってきたのか。

　だったら本当に、本当に、可哀かわい想そうだ。止めてあげたい。他人を拒絶して、すべてから目を逸そらして、完かん璧ぺきになりたいと願った昔の自分と同じ彼女を。

　幸せを勘違いした、病にも似た狂える思想だ。それは彼女の心に蔓まん延えんした菌で、精神を汚濁させる毒だろう。

「殺菌消毒――してあげる」

　御み貴たかをその場に放り捨て、決着をつけるため素早く地面を蹴けった。敵へ向かって一直線、両手のスプレー缶を突きだして走る。全力だ。ここで勝負を決める。もう長くは戦えない。最後の気力を振りしぼる。御貴が何か叫んでいるが、聞こえない。

　ムーンは動かない。憎々しげにこちらを睨にらんでいる。本当によくいる、世界が嫌いな人間の目だ。彼女にとって不幸だったのは、最弱アルティメットシールドという能力をもっていたことか。

「あたしに同情しないでよ……」

　歯は噛がみし、堰せきを切ったようにムーンは叫んだ。

「あたしは間違ってないッ！　だから哀れまないでよぉ！　褒めて、妬ねたんで！　否定しないで！　ここで間違ってるって言われても、あたしの全部を否定されても、もう止まらないし止められないんだからぁッ！」

　その全身から彼女の悪意をそのまま具現化させたような、世界を残らず傷つけてしまいたいと主張するがごとき凶器が迸ほとばしる。それは釘くぎであり棘とげであり刃であり槍やりであり鋼線であり爆薬であり牙きばで爪つめだ。それらは回転し疾走し融合し拡散し切り刻み抉えぐり貫き破壊し殺害しようと荒れ狂った。

　それらの多くは美み名なの身体からだを直撃し、致命的な部分にも取り返しがつかない破滅を招いたが、まだ、命を損なうには至らなかった。

　走って走って走って、飛びかかり、血を羽根のように踊らせて美名は舞う。

　抱きしめるようにムーンに激突し、そのまま押し倒して額にスプレー缶を突きつける。全身から生温いものが溢あふれ、感覚のない部分もあったが、この距離ならもう外さない。

「……どうして」

　すべての武器を垂れ流しにしたまま、最弱アルティメットシールドのムーンは涙ぐむ。虚勢で固めて憎悪で上塗りした彼女の、弱い、それは素顔だったのかもしれない。

「どうして邪魔するのぉッ。あたし幸せになりたいッもっと褒められて愛されて気持ちよくなって、いい気分でいたいだけ！　悪いの!?　ねぇ悪いのかっつってんでしょうが応こたえなさいよ馬ば鹿か！　邪魔！　あんた邪魔！　馬鹿！　あたしの邪魔するやつはみんな馬鹿！　死ね！　死ねばいいのに！　死ね！」

「お子様かあんたは」

　美み名なの声にはもう力がない。おそらく左足が太ふと股ももから千切れ、お腹なかにも穴があいている。右目が見えないから、たぶん潰つぶされてしまったのだろう。血も流れつづけている。

「あんたが幸せになれないのは――あんたのせいでしょうが」

　震える、自分よりも細い肩を抱きしめて、スプレー缶をふる。

　――シャカシャカシャカシャカシャカ。

「他人を恨む前に、自分の生き方を反省しなさい」

　憎悪に燃える彼女の瞳ひとみを見つめたまま、スプレー缶のノズルに指をやって。

　そこで美名は、完全に硬直する。

「お姉ちゃん……」

　自分の妹が――蜜みつ姫きが、死んだはずの最愛の家族が目の前にいて、否いな、これは最弱アルティメットシールドがその能力で変身した偽物で――。

「殺さないで★」

　その一言で、美名の指先は石になる。そしてその僅わずかな戸惑いは、敵にとって千載一遇の好機だった。瞬時に泣きそうな顔から邪悪な表情へと様変わりした偽物は、動けない美名をそっと抱きしめて。

「――――」

　全身から棘とげを生やし、その身体からだを串くし刺ざしにした。

　血ち飛沫しぶきが舞う。

　古代の拷問道具のように、愛しあう姉妹のように、繋つながった二人は――しばし、動かなかった。
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　零こぼれて滴る美名の血液を身に浴びながら、ムーン＝レインボウは何な故ぜだか、昔のことを思いだしていた。

　栄光の時代に終結をもたらした硫酸の雨。自分の顔を灼やいていく冷たい液体。それは嫌な、幸せな気分を台無しにする陰いん鬱うつな雨で、けれどムーンだって雨のあとには虹にじがでるものだと信じていたのだ。

　今は苦しいけれども、我慢して、努力すれば。いつか、きっといつか、報われる。

　信じていた。否、願っていた。

　だから自分の名前に虹を刻みつけた。

　暗く哀かなしい生活の向こうには、きっと晴れわたる空と、綺き麗れいな虹が見えるはずだと。

　それは信仰だった。つまりは妄想だった。この世は不公平だ。

　虹なんか。

　いつまで待っても――現れやしないんだ。

「手こずらせて……くれたわね」

　だらりと身体からだを投げだした美み名なを、全身で貫きながらムーンは囁ささやく。

　戦闘には勝利したが、気持ちは晴れなかった。虹にじなんか遠い。けれどムーンには、雨降りのように憂ゆう鬱うつな世界が我慢できなかったのだ。

　どこまで行っても暗くって、じめじめして気分が悪くて――不愉快な、この世界に。




「そうね――」




　瞬間だった。

　刹せつ那なだった。

　玉たま響ゆらの間かん隙げきに、死んだと思っていた敵――美名の全身が砕け散った。

　否いな。正確に表現するならば、それは拡散だった。

　標本にされた昆虫のように引きつり動かなかった彼女の肢体が、見る間に霧状の粒子へと変へん貌ぼうし、それは霧化した吸血鬼のごとく羽虫のごとく飛び回った。

　速い。捉とらえられない。というか――なんだこれは。肉体変化は最弱アルティメットシールドの十八番なはずだが、理解できない。なんだこの不可解な現象は。












「まさに」

　小声で、霧のどこかがつぶやいた。

「手こずらせやがって――よ」

　言葉と同時にムーンの右腕が食いちぎられる。霧に触れた瞬間に呆あつ気けなく肉が骨が蒸発し、しかも……なんだこれは、再生しない？　最弱アルティメットシールドは他の不死者など比べものにならないほどの不死性をもっており、たとえ肉片だけになっても即座に元通りになれるはずだった。そのはずなのに――消えた右腕はどれだけ念じても無のままだ。

　これは――この、無差別に対象を消し去る攻撃は。

　馬ば鹿かな。理解できない。予想外だ。これは――こんな、まさか。

　殺菌消毒？

「ＴＹＰＥ‐Ｃ――《終末ジャッジメント》」

　知らない。そんな技は知らない。殺菌消毒の能力は存在消去と存在固定だけではないのか？　あるいはムーンの知らないところで使われた能力なのかもしれないが、ムーンはその現場を見ていないのだから同じことだ。

　苛いら々いらする。なんだこの下らない不確定要素――こんな隠し球の必殺技で、やられてしまう三下の悪役だというのか――自分は。ふざけるな。この程度、この程度……。

「馬鹿ねぇ！　この程度でぇ、あたしにッ、このムーン＝レインボウに勝ったと思ってんじゃ――」

　それが最後の言葉だった。敵は必死であり躊ちゆう躇ちよもなかった。ムーンの動揺を見逃さず、極めて残酷にその霧化した身体からだで踊り狂った。一撃目で腰と右足が弾はじけ、二撃目で肩と胸が抉えぐれ、三撃目四撃目五撃目で残りの部分も大半が消失した。

「―――あれっ？」

　唯一、残った生首がくるくると回転し、ぽたん、と呆気ない音をたてて地面に落ちた。ムーンは呆ぼう然ぜんとしている。身体の感覚がない。生首だから当然だ。けれど嘘うそ、と思う。これで終わりか。ありえない。馬鹿げている。

　霧が集合し、殺さい原ばら美み名なを形作った。彼女は冷えきった瞳ひとみで、ただこちらを見つめている。ムーンは口を何度か開閉させ、瞬まばたきをし、そんな彼女をただ見上げた。

「え？　ちょっと……嘘よね？　あれ？　動けないし、嘘嘘嘘、嘘ぉ？」

「そうね――」

　美名は低く、気け怠だるげにぼやく。

「逃げたり隠れたりが得意な最弱アルティメットシールドを、確実に殺すにはこうするしかなかったわ。肉を切らせて骨を断つなんて、性分じゃないんだけど」

　そこで彼女は笑った。霧化から戻った瞬間に返り血は消えたから、穢けがれのない、ぞっとするほど美しい立ち姿だ。こんな綺き麗れいな女を最後に見て死ねるなら――。

　待て待て待て。

　死なない。死ぬわけがない。自分だけは死ぬわけがない。

　自分は神になる女だ。ここで終わりなわけがない。嘘うそだ。これはぜんぶ嘘だ。

「……そんなもんよ、ね――御み貴たかくん？」

　這はいよってきた黒い蛇に美み名なは微笑ほほえみかけ、どこか自じ嘲ちよう的に肩をすくめた。

「負けるときなんて、いつも呆あつ気けないもんだわ」

　そこで彼女は震えるムーンを踏みつけ、酷ひどく意地悪な表情になった。

「生首になった気分はどう？　けっこう不便でしょ？　知ってるわ」

　こいつ最悪だ。なんて嫌なやつだ。自分が過去に美名の首を飛ばしたことを根にもっていた。そんな些さ細さいな遺恨、ちょっとした躓つまずきですべてを失って堪たまるか。どこが悪かった。首を飛ばしただけで美名を殺したと誤解したあのときか、捨てるのも勿もつ体たいないと美名の身体からだをデュラハンとして再利用したときか、それとも――。

　美名はムーンを苛いじめるのに飽きたか、ただ校舎を仰いで溜ため息いきをついている。その身体が、徐々に、指や髪などの先端から細かく崩壊していく。

　古い人形のように、美名の腕が付け根から外れて地面に落ち、粉々になった。

　そうだ。先ほどの技がどれほどのエネルギーを消費するものだかは知らないが、とっくに限界だったはずだ。彼女は死ぬ。自分と相打ちだ。けれど自分はまだ生きたいと足あ掻がいていて、彼女はどこか満足そうだ。どちらが勝ったのかは、一目瞭然だった。

　苛いら々いらする。

　ムーンは、我慢できない。せめて彼女も絶望して死ねばいいのに。

　真紅に染まった世界で、ただ白く綺き麗れいな美名は、すでにムーンのことなど見ずにただ蛇に語りかけている。

「……御貴くん。ありがとう、あなたのおかげでこいつを探し当てることができて――姫の仇かたきも討てたわ。あなたは、竜たつゑえさんのところへ行ってあげなさい」

　蛇が何かを言った気がするが、小声すぎて聞こえない。涙声に思えた。見る間に美名は幽霊のように薄くなっていき、スプレー缶も呆気なく落とした。

　消えていく。消えていく。殺さい原ばら美名が消えていく。

　全存在が崩壊し、何も残さず死んでいく。

　それは寂しいことのはずだし、悔しいことであるべきなのに、美名はなんだか重荷が消えたような表情をしていた。

「みんな死んで、みんな壊れて、終わっていく世界だもの……一組の恋人くらいは、幸せに生き残るべきだわ。原始の昔、全世界を滅ぼした大洪水のときに、未来を創ることを許されたノアの夫婦みたいに」

　私が言うのも変な話だけど――と美名は微笑み、両手を広げた。

「ありがとう、御み貴たかくん。あなたと、私と姫と竜たつゑえさんと――すごせた日々を、たぶん死んでも忘れない。あぁ、そうね――」

　綺き麗れいな笑みだった。ガスマスクをゆっくりと外した白髪の麗人は、美しく、また和やかだった。生きていたことを後悔しない、ここで死ぬのを厭いとわない、潔い、誇り高い表情だった。

「悪くなかったわ」

　その一言を最後に、殺さい原ばら美み名なの全身は煌きらめく真紅の粒子になって消えた。

　殺菌消毒、殺原美名。

　何度も道に迷い、そのたびに行動を誤り、大切なものを次から次へと失っていった不器用な彼女は、最後に――笑えていたから、幸せだったのだろう。

　それが腹立たしい。

　蛇の絶叫が聞こえる。ムーンも訳のわからない言葉を喚わめいた。何な故ぜだか憎らしくて恨めしくて羨うらやましくて、妬ねたましくて、思いっきり何度も何度も罵ののしった。誰だれかを。美名を。蛇を。自分を。世界を。神様を。罵り、呪のろった。なんだか無性に気に食わない。

　自分がこんなに惨めなのに。

　他の誰かが幸福なんて許せない。

　自分がこんなに不満なのに。

　満足して死ぬなんて馬ば鹿かにしている。

　妬ましい。あぁ、妬ましい。

　公平じゃない。世界は、公平じゃない。自分はこんなにがんばっているのに、どうして幸せになれないのだ。歯がゆい。苛いら々いらする。吐き気まで湧わいてくる。

　ムーンは最後の力を振りしぼり、無事だった生首から節足動物のような足を生やして走った。そして校門を飛びだし、形なり振ふり構わずに逃げた。遠ざかりたい。この場から遠ざかりたい。今のムーンは心臓にある受容器を失い、いつ崩壊してもおかしくない身体からだである。一人部屋から奪った宝石も美名に消し飛ばされたし、紅あかい光に呑のまれて吸いこまれてしまうのも時間の問題だ。

　怖い。だがまだ終わってはいない。そうだ。まだ死んでいない。自分は死んでいない。ならば逆転の可能性はある。どこかにいないか、林りん檎ごの保持者は、不死者は、そいつを食らって栄養にして少しでも長く生きてやる。もはや目的も何もかもどうでもいい。生きたい。もっと生きたい。

　まだ自分はぜんぜん満足していない！

　まだまだッ、ぜんぜんッ、満ち足りていないッ！

「はぁ……ッ、はぁ……はぁッ――」

　狂乱のままに、どれだけ走っただろうか、校舎からは少しだけ距離をとれた。だが全身――この場合は生首に足が生えただけの異形だが、それが間違いなく崩壊しかけているのがわかる。自分の存在が少しずつ少しずつ失われていくのがわかる。気味が悪い。こんな感覚を味わっていながら、どうして美み名なは笑って死ねたのだ？

　わからない。わからない。自分は間違ってない。だから幸せになるべきで、ここで終わるはずがなくて、だったらなんでこんなに不安なのか。怖い。怖い怖い。どこから失敗していたのだ、どうしてこんな目に遭わなくてはいけないのだ。

　どうしてどうしてどうして。




「この世には――」




　かちり、と錆さびた音がした。

　嫌な予感がして、ムーンはゆっくり顔を上げた。

「憂ゆう鬱うつなことが……多すぎる」

　薄汚い服装。長い前髪。その奥の鋭い相そう貌ぼう。手には拳けん銃じゆう。銃口の狙ねらいはムーンの脳天、ど真ん中。見覚えのある男だ。嫌な予感がする。

　そうだ。こいつはたしか、相あい沢ざわ梅うめと同居していた刑事。少し調べたところによると、化け物に恋人を殺されたとかで――化け物を憎んで。

　あれ？

　なのにどうして、こいつは、人間である自分に銃口を向けている？

「ごめんなさいね」

　撃鉄の起きる音がした。男の声には感情がない。それが逆に恐ろしい。

「僕……化け物が嫌いですんで、恨みはないけど死んでください」

「ば――ばけっ、ばけもの」

　ムーンは――引きつり、全身の気力を集めて叫んだ。

「あたしは化け物じゃない！」

　誰だれが化け物だ。誰に向かって口を利いている。不愉快だ。塵ごみ屑くずのくせに。ムーンの価値にも気づかない、自分を認めない馬ば鹿かで愚かな蛆うじ虫むしのくせに！　殺してやる！　無惨に、引き裂いて殺してやる！　みんなみんな！　自分を認めないみんな！　殺してやる！　殺してやる殺してやる殺して――

「あんたそれで人間のつもりですか？」

　相手の両目――真実の鏡みたいに公正なその瞳ひとみに映りこんだ自分は、生首に足を生やした、何か不気味な生き物だった。

　あれ？　とムーンは思う。なんで。どうしてこんなことに。

　思っているうちにも男の指先には力がこめられ、引き金がぐっと絞りこまれていく。

　あぁ。

　やっぱりムーンは世界が嫌いだ。大嫌いだ。運命も、神様も、糞くそ食らえ。何も良いことがない人生だった。輝きも温かみもなかった。最悪だ。吐き気がする。苛いら々いらする。みんな死んで滅んでほしい。

　最期の一瞬――何な故ぜだか自分が殺した少女、梅うめの笑顔が見えた。にっこり笑って、ゼキくんゼキくんと可愛かわいらしい声で呼びかけてくる彼女の残ざん滓し。

　それもすぐに消え果てて、ただ苛々、ひたすら鬱うつ々うつ、呪じゆ詛そと悪あく罵ばを吐き散らし――

「これで」

　すべてを憎んだ嫉しつ妬との女王は、魔女のごとき面相で、ただ銃口を睨にらみつけて叫んだ。

「これで公平なつもりかぁッ、神様!!」

　ムーンに鉛玉が勢いよく叩たたきこまれる。血が躍り、視界が回り、天才奇術師ムーン＝レインボウはそうして化け物として殺された。
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　銃声と、何か奇怪な断末魔を聞いて、賢さか木き愚ぐ龍りゆうはふと顔を上げた。

　金髪の青年である。背は高く、体格も均整がとれていて見目麗しい。ただし今は全身が泥と血で汚れており、少しばかりその美び貌ぼうも台無しになっていたが。

　黒衣の男に鈴りん音ねを奪われ、死に別れたはずの母と再会し、その後、賢木は嘆なげ木き狂くる清きよという刑事と行動をともにしていた。町ではあちこちで化け物が発生しており、それらと戦っているうちに日が暮れた。

　そして翌日の今、世界は真紅に包まれていた。真っ赤なセロファンでも目の角膜にかぶせたような、悪酔いしそうな風景だ。蟲むしの目の色に似ている。つまりは血の色だ。世界は血まみれているようで、その原因はわからなくて、やきもきする。鈴音の居場所も不明なままだ。賢木は他人の気配を感知できるほど人間をやめていない。

「どうした、銃声がしたが――刑事さん」

「いや何……」

　のっそり立ちあがり、嘆木が銃を無造作に懐へ仕舞う。足下では何か小さな化け物が死んでいたが、もっと奇妙で大きなやつらと何度も戦った。さして感想はない。

「しかし実際、なんなんですかねぇこの事態は」

　嘆木は飄ひよう然ぜんとした口調だが、どこか投げやりだ。そうだろう。賢木も訳のわからない現象には慣れてきたとはいえ、楽しめるほど酔狂ではないし、受け流せるほど達観してもいない。ただ嫌になる。溜ため息いきばかりでてくる。

　鈴音はどこにいるのだろう。

「町の人々はだいたい全滅、おまけに化け物が跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こ……世界の終わりですかねぇ？　このあたりで生き残ってるの――僕たちだけじゃありません？」

　賢さか木きの返事は期待していないのか、嘆なげ木きは勝手に語りつづける。

「なんなんでしょうかねぇまったく、なんでこう憂ゆう鬱うつなことばかりが起きるんでしょう？　僕たちはただ静かに暮らしていられれば幸せなのに、どうしてこう変な事態でぶち壊しになっちゃうんですかねぇ？」

「私に聞くな。それに、愚痴を聞いてやれるほど私も落ちついているわけではない。苛いら々いらするから黙ってくれ」

　無人の町並み。染まりきった世界。どこか漠然と虚むなしい気持ちになってしまう空間で、賢木はぼんやりと立ちつくす。

　本当に――随分と、遠いところにきてしまった。鈴りん音ねと二人で将来のことを語りあった、あの幸せな日々はすでに遠い過去だ。どこがこの最悪な終末への分岐点だったのだろう、どこで間違えてしまえば、こんな壊れた世界になってしまうのだろう。

「……ん？」

　足音が聞こえた気がした。無音の町だからこそようやく聞きとれる、小さな足音だ。賢木は何か掻かき乱されるような、変な感慨を覚えながらも、なんの気もなく後ろを向いた。

　そうして賢木が振りかえるのと。




　左手にスプーンを握りしめた少女がこちらに気づいたのは。




　同時だった。

　誰だれもいない町、複雑に入り組んだ道のひとつを歩いていた彼女は、ぼさぼさのオオカミヘアをかるく揺らし、銃口の瞳ひとみでこちらを見つめてきた。

　賢木は声をだせない。何と言ったらいいかわからなかった。鈴音を守ると約束したのに、みすみす奪われて申し訳がない。そんな罪悪感もあったし、グリコの表情が――なんだか、何かを決意したかのように真剣だったから。

　眼がん球きゆう抉えぐり子こと名乗る少女は無言で歩み寄ってくると、低い、あどけない声でつぶやいた。

「賢木」

「グリコ」

「先生」

「変なときだけ先生と呼ぶな」

「ごめん。……捜したぞ。どこをほっつき歩いていた。教師のくせに生徒に迷惑をかけるな」

　そして彼女は当たり前のように手を差しのべてくる。殺菌消毒に片腕を奪われた、細くて白い指が目立つ隻腕。こんなちっちゃな手のひらで、華きや奢しやな食器を握りしめ、これまで千年もの長きを戦いぬいてきた彼女。

　グリコは腕を伸ばしたまま、ふと手持ちぶさたな嘆なげ木きに視線を向けた。

「おまえ、刑事」

「グリ坊や」

「グリ坊やって言うな」

　軽口の応酬をし、手はそのままに彼女がきた方向を顎あごで示す。

「おまえは、いい。というか校舎に近づいたらたぶん死ぬ。梅うめのところへ行ってやれ、もしかしたら本当に駄目かもしれないから、世界が終わるまであいつのそばにいてやれ」

「梅ちゃんは……」

　梅は死んだ。賢さか木きは知っている。その場面は見ていないが、彼女の最後の言葉だけは聞いていた。謝りながら、悲痛に死んでいった少女。嘆木も思いだしているのか、俯うつむいて黙りこんでしまう。

　グリコも理解したのか、少し驚いた顔をして、眉まゆ尻じりを下げた。

「……そうか。それじゃ、アパートへ向かってくれ。たぶん、そこに生き残りが集まっている。あそこは滅亡を避けられるかもしれないノアの方舟だ、ちょっとばかり強度が不安だが、あそこは鈴音の居場所だったから――たぶん最後の最後までは大丈夫だろう」

「鈴りん音ね？」

　何を言っているかわからず、賢木がその名前にだけ反応して声をあげる。グリコはすでに伝えることは伝えたという顔で、嘆木からこちらに視線を戻した。そしてやや乱暴に賢木の手を掴つかむと何かを握らせる。

「？」

　手のひらを開くと、紅あかい宝石が輝いていた。透明度の低い、まるで流れる血をそのまま止めたような色彩だ。あまり重くはないが、それなりに存在感がある。

「グリコ、これは？」

「時間がない。説明は歩きながらする」

　そのまま賢木の手をとり、ぎゅっと握り、小柄な彼女は道を進んでいった。そして、ふと振りかえり、まだ釈然としない感じに立っている嘆木を睨にらみつけて言い放つ。

「……何をしている。アパートへ行けと言っただろう」

　嘆木の、いつも隠されている瞳ひとみを射抜くようにして、告げる。

「おまえは刑事だろう。刑事は誰だれかを守るのが仕事だ。だから守れ。誰でもいい、誰かを守れ。復ふく讐しゆうなんか――天国にいるやつすら喜ばないぞ」

　どこか寂しげにそう言うグリコに、嘆木は震える指先から銃を取り落としそうになった。そのまま膝ひざから崩れ、俯うつむき、静かに嗚お咽えつを漏らす。

　本当は、ただ優しい、どこにでもいる男だったのだろう。誰だれかを当たり前に愛した彼は、化け物に最愛の恋人を殺され、どこかで歯止めがきかなくなってしまった。賢さか木きだって、気持ちはわかる。愛する少女、鈴りん音ねはすでに何度も殺されたようなものなのだ。

　賢木は恨む。運命を。世界を。

　けれど憎悪に狂うことはない。まだ、ない。僅わずかでも鈴音を助けられる方法があるならば、それを求めて努力する。命を賭かけて。

　静かに泣いている嘆なげ木きへ、グリコがほのかに微笑ほほえんだ――気がした。そしてまた偉そうに、知ったようなことを言う。

「良いやつだな、おまえは」

　愛するひとのため、怒れるひとは希け有うだと賢木も思う。そして嘆木は、そういうひとだった。何度も無力さに絶望しただろうに、それでも諦あきらめずに最後まで戦っていた。

　尊敬する。賢木も、彼のように、愛するひとのために戦おうと誓う。

　わずかに嘆木へと会釈し、用は終わりだとばかりに歩いていくグリコに――賢木は声をかける。いつも説明足らずで強引な彼女だが、今日は度が過ぎている。訳がわからない。

「おい、待て。グリコ……どこへ行く？」

「どこへ行くって？」

　グリコは本当に馬ば鹿かにしたような、いつものいけ好かない、不愉快な、生意気な表情になった。賢さか木きは眉まゆをひそめる。グリコは鼻で笑って、堂々と前を指さす。












「おまえとグリコが行くところなど決まっているだろう」

　鈴りん音ねのところだ――と彼女は当たり前のように言った。






エピローグ

Poison&Apple&Kiss










　あたしが死んでいる。倒れて、右目にスプーンを突き立てられて、脳みそを掻かき混ぜられて、独りで、死んでいる。まだ温かい炬こ燵たつに頭を預け、光の消えた片目で天井を見つめ、身体からだを硬直させて死んでいる。

「恨んでくれて構わない」

　あどけない、混ざり物の含まれていない女の子の声が聞こえる。あたしは死んだはずなのに、どうしてか聞こえたんだ。否いな、それは不思議なことではなかった。

　あたしはまだ死んでいなかった。すべてに絶望して死のうとしていたあたしが、先生と出会って、同時に見つけた奇跡の林りん檎ごが――希望が、あたしを生かしていた。

「呪のろってくれて、構わない」

　どんどんどん。どんどんどん。

　扉を叩たたく音。聞き覚えのある、先生の呼びかける声。鈴りん音ね。鈴音。必死で、あたしの名前を呼んでくれる。だから、あぁ、生きなくちゃ。もうちょっと、生きなくちゃ。ここで死んだら……哀かなしいもの。寂しいもの。

　どんどんどん。鈴音鈴音鈴音。

　わかってる。先生。そんなに叫ばなくても大丈夫。大丈夫だから、泣かないで。

　グリコちゃん。哀しそうな顔をしなくても、あなたは何も悪くないから、謝らないで……ぜんぶ、あたしが、もうちょっとだけ生きればうまく収まるんだから。

　そうだ。そうだから……。

　あとちょっと、生きなくちゃ。

　…………。




　夢を、見ていた。

　あたしは、夢を見ていた。

　だけど、いつまでも夢を見ているままじゃいられないから、起きなくちゃ。

　生きなくちゃ。




「…………」

　気がつくと、絵本を読みながら眠っていたみたいで、あたしは透明な棺かん桶おけの中で寝ころんでいた。濃厚な、敷きつめられた薔ば薇らの匂におい。目元がひりひり痛いから、たぶん泣いていたんだと思う。何が哀しかったのだろう、あたしにもよくわからない。

　起きあがる気力もなくて、そのまま純白の空間を眺めた。

　グリコちゃんに、殺されたときの夢を見ていた。もう随分と昔のことに思える。あれから……色々あったな。楽しいことも、哀しいことも。

　周囲を見回す。ここは平和だ。たぶん、最後の最後まで、ここだけは平和だろう。

「……わかった」

　あたしは、言い聞かせるみたいに何度も頷うなずいた。

「わかった。わかった、もう――わかったから」

　ずっとずっと見ないふりして、忘れて、記憶の底、本能の奥、思考の裏にこっそりと隠していた真実があった。あたしは、それをようやく思いだした。認めたくなくて、あんまりにも寂しくて、こんな平穏な空間までつくって、そこに逃避していたけれど。

　ほら、今も世界ではたくさんの命が消えている。

　ほら、無数の化け物がここに押し寄せ、帳ちよう尻じりを合わせようと迫ってきている。すぐにも世界は端から崩れ、この世に生きているすべての人々は死に絶えてしまうだろう。

　もう、終わりなんだ。ぜんぶ、時間切れなんだ。

　だからもう、いい加減、甘えて逃げているわけにはいかない。




「あたし……神様なんだ」




　あたしは醒さめた気持ちでその自覚を声にだした。すると連鎖するようにあらゆる物事が待ってましたとばかりに脳裏を駆けめぐり、あぁ、あたしは宇う佐さ川がわ鈴りん音ねではなく何かちがうものに造りかえられていく。否いな、忘れていた知識を、記憶を補完し、より完かん璧ぺきに、より神様になっていく。

　本当に、色々なことを――忘れていた。自ら望んで、棄すてていた。この世界で幸せに生きるために。けれど、それも――もう終わりだ、時間切れなのだ。

　グリコちゃんに眼球を抉えぐられたあたりで、とっくに限界だったのに――現実逃避で肉人形になって、なにも考えないでいたら、最弱アルティメットシールドさんに破局ポイズンさんの心臓を無理に与えられて、強制的に目覚めさせられた。そうでなければ、きっとすでに世界は終わっていただろう。怖がって、見ないふりしているうちに自分も――世界も死んでいただろう。

　神様も死ぬのだ。もうすぐ、死ぬのだ。それはあらかじめ決まっていたことなのだ。ただ甘えて先延ばしにしていただけなのだ。そして神様が死んだら、一緒に世界も死んでしまう。当たり前のことだ。ここは、そういう世界だ。

　だから。

「生きなくちゃ……」

　だから、がんばらなくちゃ。あたしは、がんばらなくちゃ。あたしが死んだら、みんな無かったことになっちゃう。あたしはがんばって、生きる力を振りしぼって、どうにかして……生きなくちゃ。

　あぁ、生きなくちゃいけないのに。

　起きなくちゃいけないのに。

　あぁ。
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　世界の終わりは夕焼けに似ていた。まさに神々の黄昏たそがれだ――とか言ってしまうと格好悪いというか恥ずかしいが、そんな感じの、見慣れた一日の終わりに似た終末だった。

　酷ひどく当たり前のように、本能的に理解できた。誰だれに説明されるまでもない。終わりだった。するすると幕を降ろすように世界は崩れている。

　景色が遠くのほうからだんだんと剥はがれていき、後には暗くら闇やみしか残らない。生物も無生物も平等に、根本から無に還かえっていく。不思議とアパートの近くはその崩落に巻きこまれてはいないが、このぶんでは長くは保もたないだろう。

「ねぇ、竜たつゑえ」

「なんですの、御み貴たか」

　竜の吐息ドラゴンブレスで上昇気流を発生させ、アパートの天辺――屋根の上まで辿たどりつき、腰かけた竜ゑは、胸に抱えた黒い蛇に名前を呼ばれて首を傾かしげた。爬は虫ちゆう類るいは冷血動物のはずだが、不思議と温かい。彼はこれでも常識知らずの化け物なのだ。

　夕日に似ている真紅の光に照らされた世界を、ただぼんやり眺めていた。世界の終わりに抵抗しようにも、どうも気力が湧わいてこない。じたばた足あ掻がくだけ面倒だ。それに、不思議と安あん堵どしている。

　こんなにも絶望的な状況なのに、理不尽なまでに圧倒的な終わりが近づいているのに、まだ大丈夫だとなんとなく思う。校舎へ向かったというグリコに期待しているのか、よくわからないが、なんとなく世界はまだがんばれる気がするのだ。

　がんばれ世界、がんばれ神様、と他人事のように言って、黒衣の少女は終末を俯ふ瞰かんする。

　胸の中の御貴のほうは何か難しいことを考えているようで、わりと抽象的なことを尋ねてきた。

「……過去と今と未来では、どれがいちばん重要だと思う？」

「え？　そうですわね……」

　雑談のつもりで応じる。だが咄とつ嗟さに思いつかない。希望は未来にしか描けないし、過去を疎おろそかにするのも駄目だし、かといって生きているのは今だけだ。難しい。どれも大事なように思う。

「僕はずっと考えていた。眼がん球きゆう抉えぐり子こに先祖の夢を潰つぶされてからね」

「蛇は真面目まじめですのね。黒竜のわたくしはどうでもいいですわ」

　本当に、どうだっていい。過去と今と未来のどれが重要であろうとも、関係ない。そういう哲学的な問いに意味はない。思考遊びだ。

　ただ御み貴たかは神妙な感じで、小さく唸うなると考えこむ。

「過去に人類を裏切ったヘビは、いったい何を望んでいたのかな。永遠の命を手にいれて、何をしようとしていたのかな。煌きらめく無限の未来が欲しかったのか、幸せな過去をより多く積み重ねたかったのか、ただ今の死への恐怖を紛らわせたかったのか」

「さてね」

　扇子を取りだし、かるく広げて顔に風を送る。

「どれも重要ですけれど、結局どうでもいいですわ。それで？　その疑問に答えがでたらあなたはどうしますの？」

「竜たつゑえ、世界にはもう時間がなさそうだ」

　それは竜ゑにもわかる。だけど、だからどうしたというのだろう。この生き真面目まじめな黒蛇は、何かをしていないと気が済まないのだろうか。

「僕らはどうするべきだろう？　未来が大切なら、世界を救うために少しでも努力をするべきだ。過去が大切なら、ここを動かずに思い出話でもしているべきだ」

「今、幸福です」

　御貴を抱きしめ、その額のあたりにそっと口づけをした。蛇が固まる。

「それで充分でしょう？　何かしなきゃ何かしなきゃって、誰だれもわたくしたちに期待なんかしてないですわ。わたくしは姫さまやあなたと出会って、努力という言葉がたいそう嫌いになりました。自分勝手に生きますわ、だって自分の人生ですもの」

　かつて偉大なる義兄の『滑り止め』として育てられた少女は、やおらに立ちあがると蛇を馬め手てに抱いたまま、弓ゆん手でで扇子を前方に突きだす。そして誰にともなく宣言するのだ。

　華々しく。

「わたくしは幸せです！　どう!?」

　誰に問いかけているのかわからない。けれど竜ゑは気にしない。大声で――言い放つ。

　誇り高く。

「わたくしは、とんでもなく――心の底から、幸せです！　どう!?」

　そこで座りこみ、和やかに微笑ほほえんで空を見上げる。

「さぁ自慢しました大満足。行動しなくてもすでに幸福ですし、あとはなんですか、楽しみましょう。御貴。味わいましょう、世界を。この世界に生まれてきた幸福を！」

　真紅の世界を呑のみこむように大きく息を吸い、竜ゑは御貴を見る。彼は呆あきれたように、けれど気が抜けたように、笑っている。それでいいと思う。もちろん、竜ゑだってまだ死にたくないけれど、世界が終わっても今なら満足できる。

　愛いとしいひとがそばにいるなら、どんな終わりでもハッピーエンドだ。

「わたくしは――幸せです！　どう!?」

　ふと、声をなくしたままの御貴に目を細め、頬ほおを膨らませて文句を言う。

「まだ満足しませんの？　わたくしに抱きしめられて、おまけにわたくしが幸福だと主張しているのに、まだ足りないと？　なんてこと！　なんて欲深い蛇さんですこと！」

「…………」

　御み貴たかの身体からだはすぐに弛し緩かんし、彼はお返しとばかりに額にキスしてきた。そのときに彼は一瞬で人間の姿になっていたから、竜たつゑえはちょっと紅あかくなってしまう。

　彼をそっと抱きしめて、たぶん天国があるにちがいない空を見上げる。

　御貴。御貴、見ている？

　死んでしまった、可哀かわい想そうな幼なじみ。もしかしたら妬やいているかもしれないけれど、今は、竜ゑはこの蛇が心の底から好きなのだ。優しくて、ちょっと変で、たまに嫌味で、けど誠実で、可愛かわいらしい、彼のことが――愛いとしい。終わりかけの世界で、こんなことを思うのもおかしいかもしれないが、幸せ。

　なんとなく二人で微笑ほほえみあって、自や棄けになって、幸せ！　幸せ！　と叫びまくる。世界に挑戦するみたいに。竜ゑと御貴は、主張した。

　やがて声も嗄かれたか、御貴がごろんと寝ころんで大きく伸びた。そしてこちらを見つめてくる。竜ゑも彼を眺めて、もう一度だけ、確かめるみたいにキスをした。

　小声で、愛しいひとの名前を呼ぶ。

「御貴」

「竜ゑ」

　眼鏡に反射した終末の真紅が、惜しいことに、彼の表情を僅わずかに隠している。

　せっかく珍しい、完全に力の抜けた御貴の笑顔が見れたのに。

「竜ゑに会えてよかった。僕も幸せだよ、どう？」
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　目に見えるくらいに判然としたすべての終わりは、世界を端っこから崩していった。わかりやすいほどに曖あい昧まいでも不確かでもなく、ごく当たり前のように、空間そのものが溢あふれた酒のごとく隅から滴り落ちていく。

　無に。砕け散り、失われていく世界の欠片かけらはどこへ消えていくのか。それは誰だれにもわからない。と思う。少なくとも、ブレイクサン＝ヘンゼルマインにとっては想像の埒らち外がいだった。死にゆく人間が徐々に何も見えなくなっていくみたいに、ゆったりと何もなくなっていく世界をただ寂しいと思うだけだ。

　ブレイクサンは結局――最初から最後まで、流されていただけで多くのものに関われなかった。少し悔しい。きっと破局ポイズンだった自分は誰かに利用されたりしたのだろうが、よくわからない。能力すら失ってしまった今は、本当にただの傍観者だ。

　これまで世界では色々な出来事があったのだろうけど、それらはブレイクサンとは遠いところで勝手に完結しようとしていて、置いてきぼりだ。誰だれかと戦ったわけではない。陰謀に関わったわけでもない。もちろん誰も救えていない。カヂリは最後に優しいことを言ってくれたけど、実際、何もしていないのだ……自分は。

　ならばせめて、最後の最後まで見届けようと思う。それで何かが変わるわけではない。誰かが死なずにすむわけでもない。けれど、ちょっとくらいは気が晴れる。

　ただ見ることしかできなくても、それだけで生まれてきた意味があったみたいに思いこめる。

　アパートの正面に体育座りし、いっそう輝きを増した真紅の光と、ぼろぼろ剥はがれていく世界を眺めていると、不意に横から手が伸びてきた。

　見ると、このアパートの大家である嘆なげ木き狂くる清きよが、指先に煙草を握って差しだしていた。

「吸います？」

「いえ、煙草は……身体からだに悪いので」

　あまり喋しやべったことのないひとだったので、少し緊張してそう応こたえ、すぐに可お笑かしくなって溜ため息いきをつく。

「なに言ってるんでしょうね――あたし。もうじきぜんぶ終わるのに」

「いやいや、クックック」

　なぜか満足そうに笑い、煙草を自分でくわえると火をつけて彼は吸いはじめた。世界の色と対比して煙はやけに白い。

「いいんじゃないですかね、死刑直前の明あけ智ち光みつ秀ひでも似たこと言ったらしいですよ。誰にも未来のことはわからないですしねぇ、世界が滅ぶと決まったわけでもない、ちょっと目を閉じて開いたらぜんぶ元通りになっているかもしれない」

「それは……」

　いくらなんでも楽観だろう。

　目を伏せるブレイクサンに、嘆木は楽しそうな表情で語った。

「ま、世界が瀕ひん死しなのはわかる。僕は鈍感ですけど、なんとなく本能的にわかる。けれど鈍感な僕は同時に生き意地が汚くもある。最後の最後のそのまた最後までは絶対に大丈夫だって思いこみますよ。憂ゆう鬱うつはいいけれど、絶望はよくないですしねぇ」

「……よくわからないです」

　つぶやくと、彼は髪を掻かきあげて微笑ほほえんだ。

「そうですね、まぁ最後の大逆転を信じましょうってことで。何かとんでもない奇跡が起きて世界が救われる未来もあるかもしれない。その可能性は消えていない。僕は人間ですからねぇ、信じてしまう。あなたも」

　信じてみると少しは楽ですよ――と憂鬱刑事はつぶやいた。信じる。それは誰を。神様か。世界か。校舎へ向かったグリコか。パンドラの箱にかろうじて残された希望という概念に縋すがりついて、それでも生きるのが人間的なのだろうか。

　ならば最後は、せめて自分も人間らしく。

「～♪」

　ブレイクサンは歌を口ずさんだ。歌詞は思いつかなかったので、適当な音節だけ。しばし没頭して、ふと言いようのない実感が湧わいてきて、つぶやいた。

「あぁ――」

　それは何か重大な発見のように思えたのだ。

「生きていますねぇ、あたしたち」

　嘆なげ木きはそれには応こたえず、ただ満足げに紫煙を吐きだし、たっぷり間をとってから不意にこちらを見てきた。なんだかとても真剣だった。

「あの、前から聞きたかったんですが、あなたもしかして〝魔女王国キャンデイーキングダム〟っていう歌手さんじゃありません？　僕……ファンなんですよ。ＣＤぜんぶもってます。サインください」

「は？　え？　あたし？　サインって？」

　予想もしないことを言われてしまい、ブレイクサンは戸惑う。嘆木はずっと言いたくて言えなかったのだろう、子供みたいに大真面目まじめな顔で答えを待っている。

「……はは」












　ブレイクサンはなんだか気が抜けて、自分の歌が誰だれかに届いていたことを実感し。

「あはははっ」

　救われた気持ちで笑った。

　自分は生きていた。この世界にたしかに存在していた。
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　グリコのスプーンが眼球を抉えぐる。これまで千年間、何度も何度も繰りかえしてきた手慣れた動作。残酷な作業。もうグリコは自分がどうして眼球を抉るのか理解してしまったが、たとえ肉食獣の所業でも、鈴りん音ねを救うためには躊躇ためらわない。

　自分は人食いの化け物かもしれない。否いな、多分そうなのだ。他人の肉を食らい血をすすり生きる化け物にいつからか成り下がっていた。

　そんな自分を抱きしめてくれた少女がいる。頑かたくなだったこの心を優しく解きほぐし、愛してくれたひとがいる。宇う佐さ川がわ鈴音。この世界の何が嘘うそでも、彼女の優しさだけは本当。

　それは真実で、救済で、奇跡だった。

　照れて、先延ばしにして、素直にお礼を言って、語りあうこともしなかった。

　彼女の優しさにただ甘えた、それはグリコの罪だ。

　世界が終わる今になって必死で走っても遅いのはわかっている。それでも。

「邪魔だ！」

　群がる化け物を蹴け散ちらし、グリコは賢さか木きの手を引いて走る。校舎へ向かって一直線、寄り道している余裕も、意味もない。すでに世界は先端から崩れている。創世記の逆転劇だ、最初に生き物が失われ、空と海と大地が失われ、やがてすべてが失われる。それが死だ。

　世界の、神様の、死だ。

　そんなもの看過できるものか。

　怒りか虚むなしさか罪悪感か、何か異様な感情に支配され、グリコは修羅となった。近づいてくる化け物を蹴けり飛ばし、殴り潰つぶし、抉る。それにしても信じられない化け物の数だった。見渡すかぎり黒々とした化け物の雲うん霞か。一匹二匹を始末しても無意味だ。

　グリコは理解し、同じく銃で抗戦している賢木を手元に引いた。

「強行突破するぞ！　賢木、グリコにしがみついていろ！」

　もはや林りん檎ごを躊躇う必要もない。己の真の姿を恐れる意味もない。使える力はたとえ呪のろわれたものでも、搾しぼりとって利用しなければ神に届かない。

　鈴音に会うことすらできない。

「邪魔だと言ってるだろう、貴様ら！」

　瞬間、グリコの背中を食い破り、真紅の糸が放出される。次から次へと血ち飛沫しぶきのように溢あふれたそれらは中空で翼を紡ぎ、風を孕はらんで大きく羽ばたいた。同時にグリコの相そう貌ぼうから理性とともに白色が消えていき、まさに毒林りん檎ごのような真紅に染め抜かれる。

　甲殻と筋肉が形成した体たい躯くを漲みなぎらせ、グリコは賢さか木きを抱いて軽やかに飛んだ。

　地面が弾はじけ、化け物が怒鳴をあげる。

　グリコは無視して空を飛んだ。

　羽ばたきひとつで爆風が大地を薙なぎ、無数の化け物を粉砕した。それでも彼らは恐れも怯ひるみもしない。飛びかかり爪つめをたてようとし、また体液や礫つぶてを放ってグリコを撃墜しようと企たくらむ。彼らも必死なのだ。懸命に、己の役割を果たそうと努力している。

　けれど、グリコはそんな役割など裏切る。たぶん自分は彼らと同質の存在だけれど、今は役割など考えず、自分の意志で空を飛びたい。

　化け物をぶっちぎり、校門を飛び越して、グリコは地響きをあげて校庭に着地した。真紅の輝きは激しく瞬またたいていて、目が痛い。心臓の鼓動のように光はうねり、群がる化け物たちが近づくたびに痛みに悶もだえるがごとく明滅した。

「グリコ、この化け物たちは……？」

　事情をまったく知らない賢木が不思議そうにしている。彼も何度か化け物とは遭遇しているはずだが、ここまでの規模は初めてなのだろう。グリコだってそれは同じだが――。

「蟲むしだ」

「蟲？」

　グリコの答えに、彼は怪け訝げんな顔をする。会話をしているのすらもどかしいので、グリコは襲いかかってくる化け物を圧倒しながら校舎へ向かう。

　賢木も釈然としない顔ながらついてくる。

「しかしグリコ……蟲というのは、あの紅あかい目をした、林檎を狙ねらう連中のことだろう？　この化け物たちは、私の知っている蟲とはちがいすぎるぞ？」

「うん。わかる。でも蟲らしい」

　グリコだって、一人部屋に世界の真実を残らず説明されたからこそ言い切れるわけで、いまだに半信半疑だ。死に向かう彼が嘘うそをつく理由もないだろうと丸まる呑のみで信じてはいるが、根拠はその説明だけなのでいまいち薄弱である。

「賢木、この世界は善と悪でできている」

「は？」

　呆あつ気けにとられた彼になんだか馬ば鹿かにされた気がして、グリコは変身したまま、機嫌を損ねてむくれて進んだ。校舎の入り口に突入して下げ駄た箱ばこを歩く。光のせいで輪郭が曖あい昧まいなうえ涙歌メロディアノイズとの決戦で半壊しているので、歩きにくいが、通い慣れた学校なので見取り図がなくても迷わない。

　鈴りん音ねは――たぶん、あそこにいる。

「いいから聞け。この状況で嘘うそも冗談も言わん。これは一人部屋という、世界で最も神に近い大きな欠片かけらが説明したことだ。胡う散さん臭くさくても何も言うな。嘲あざけるな。哀れむな。馬ば鹿かにするな。グリコを不快にさせたら眼球えぐっちゃうぞ」

「いや――別に馬鹿にしてはいないが、いきなり変なこと言うから驚いた」

「ここからもっと変になるぞ。そろそろ目的地だから全部を説明している暇はないが、基本知識だけは教えてやるから覚えろ」

　階段を上り、少しだけ懐かしさを感じながらグリコは語りつづける。

「この世界は善と悪でできている。善とは神様で、悪とは化け物だ。……言い直そう、主人公が神様で、それに敵対するものはすべて化け物になる。否いな、化け物にされてしまう？」

「いや、そこで首を傾かしげられても困るのだが」

「わかりにくいんだ。そしてグリコは頭が悪い。だから少し正確な説明じゃないかもしれないが……」

　一人部屋の話を思いだし思いだし、咀そ嚼しやくしながらグリコは言う。

「とにかく――賢さか木き、神様と言われておまえはどんなものを想像する？」

「神様？」

「神様だ。答えを待つのも鬱うつ陶とうしいからグリコが言うぞ。まぁ全知全能の絶対者、この世界の支配者、創造者、そんなものだろう？　この世界を運営している誰だれかが存在するとして、その誰かが神様だ」

　崩落している廊下に至り、賢木を抱き寄せて跳躍する。足場が脆もろくなっていて、少し転びそうになってしまった。喋しやべりながら移動するのは難しい。

「そして、どうやら神様も死ぬ」

「死ぬのか？　神様なのに？」

「死ぬ。というか、まさに今、死にかけている。神様は世界の支配者だから、神様の異変はそのまま世界に反映される。神様が怒れば雷が落ち、神様が哀かなしめばその涙は雨となり世界に降りそそぐ。そして神様の死は、化け物と世界の崩壊により表される」

　神様が善で、化け物が悪。神様は世界に等しく、それらは同時に悪である化け物たちに必ず殺される。それが神様の死で、世界の終わり。今、この世界を襲っている現象の概要――ということらしい。あまりグリコも納得していないというか、信じられないが。

　賢木もいまいち釈然としないようで、少し目を細めて適当にぼやいた。

「……よくわからんが、神様＝世界と考えるんだな？　神様の状態変化が、そのまま世界の状態変化になっている、と。ここはそういう世界だと理解しろと言いたいわけか？」

　さすがに頭の回転が早いのか、色んな前提を無視したグリコの説明をちゃんと受けとめてくれる。そう、疑問や矛盾はたくさんあるが、丸まる呑のみで信じなければ話はすすまない。物理法則や整合性など関係なく、世界は終わりかけている。

　迷うのは無意味だ。納得できないと見ないふりをするのもちがう。

　大ざっぱにでも理解して、問題を解決しなくてはならない。

　グリコはそう思いつつ、ひたすら前を見据えて歩く。

「そうだ。そして――神様の大きな欠片かけらというものがいるだろう？」

　大きな欠片。殺菌消毒。不快逆流。一人部屋。涙歌メロディアノイズ。破局ポイズン。最弱アルティメットシールド。そして神じん蟲む天てん皇のう。それぞれ世界に果たすべき役割をもつ、奇妙な能力を有した不死者たち。彼らは遥はるかな昔に砕け散った神様の欠片だと己を解釈していたが、それは少しだけちがった。

　砕け散ってなどいなかった。

　神様はずっとここにいた。

　この世界のすべてのものは、神様の一部分だったのだ。ずっと。

「彼らはそのまま、神様の身体の各所に対応しているらしい。殺菌消毒は消化器官、不快逆流は排はい泄せつ器官、涙歌メロディアノイズは感覚器官、破局ポイズンは伝達器官、最弱アルティメットシールドは皮膚および骨肉で、神蟲天皇は体液、一人部屋は脳のう髄ずいだ。あぁ、神蟲天皇っていうのは蟲むしだな」

　思いついた端から言葉を並べていると、賢さか木きが偉そうに駄目出しをしてくる。

「説明の順番が筋道立ってなくて理解しにくいが……まぁ、消化器官とか排泄器官とか、それだけ集まれば人間の身体になるな。人間の身体でいうその部分が、この世界ではあの大きな欠片たちだったと」

　馬ば鹿かにするような彼の言葉は不愉快だったが、無視してグリコは頷うなずく。

「そう。この世界は神様の状態変化の寓ぐう意いであり、七つの大きな欠片は神様の肉体の寓意だったんだ。これまで世界で起きてきたすべてのことには、それだけの意味しかない」

　グリコが鈴りん音ねと出会ったのも。殺菌消毒と戦ったのも。涙歌メロディアノイズと取引したのも。永遠研究所での事件も。一人部屋と破局ポイズンの交流も。何もかも。ぜんぶ。寓意でしかなかった。

「今回の、蟲が化け物に変わって殺さつ戮りくをするという事件は、死の寓意だ。神様と化け物が戦っているというのは言っただろう？　そして蟲は神蟲天皇――体液の寓意だ。化け物が身を滅ぼす毒だとして、それはすでに体液を支配してしまった。体液は血として体中を循環するから、世界は緩やかに崩壊していく」

　そうして世界を巡りめぐった毒の体液＝化け物は、やがて骨肉である最弱アルティメットシールドを侵し狂わせて、化け物と同じく世界の敵とする。そこからは簡単だ。化け物と狂った最弱アルティメットシールドは消化器官や排泄器官、感覚器官や伝達器官をひとつひとつ壊してこの世界から消していく。脳髄である一人部屋がもはや長くない――否いな、すでに死んでしまったかもしれない今、まさに世界は、神様は、脳死しかけている。

　時間がないのだ。本当に。

「崩壊を止めるには？」

　賢木が核心をついてきた。そうだ。そのために今、グリコと賢木はここにいるのだ。グリコはひとつの教室の前に立ち、その見慣れた扉に手をかけて振りかえる。

「神様の肉体、その一部でしかないこの世界の構成員には、どれだけ努力しても世界の崩壊を止めることはできない。せいぜい崩壊しないように努力して、自分の持ち場である肉体の一部分を守りきるだけだ。同じく世界の、神様の敵である化け物にも不可能だ。彼らは敵であり、敵でしかない」

「それじゃ――どうする？」

　ぐっ、と扉を押した。動かない。力をこめたが、開かない。その事実はとある可能性をグリコに示唆したが、予想していなかったことでもない。

　グリコは扉から手を離し、賢さか木きに開けるよう顎あごで示しながらつぶやいた。

「最弱アルティメットシールドという大きな欠片かけらは、自分が神様になってそれを止めようとした、らしい」

　最弱アルティメットシールド。本当の名前はグリコも知らない。藉ぜき口ぐち無なし法のりと名乗っていたが、その名前も外見も本物ではないと初めて会ったときに彼は言っていた。とにかく骨肉である最弱アルティメットシールドは、あらゆる肉に変化することができた。その気になれば消化器官である胃袋や感覚器官である眼球などにも。そして、恐らく、神様そのものにも変化できると思っていたのだろう。

　今となっては彼の――彼女かもしれないが、その目的や陰謀は推測することしかできないが、とにかく、彼は。

「自分なら巧くやれる――と思ったんだろう。否いな、自分のほうが巧うまくやれる、かな？　神様に成りかわり、化け物どもを残らず退治し、この世界に次の神様として君臨しようとしたんだろう」

「とすると……神様もどこかにいるのか？　それはどの部分だ？」

　賢木はすぐに説明を諒りよう解かいし、もっともな疑問を口にした。

「神様というのは、人間でいうとすべての肉体を統治する支配者、自分――つまり『私』だろう？　それはどの部分だ？　脳のう髄ずい……か？　一人部屋か？」

「いや、ちがう。脳髄すらも一部分――らしい。本人がそう言ってた。脳髄だけでも人間は生きられるかもしれないが、では脳髄が『私』か？　『私』とはもっとこう、ちがうところにいるとグリコたちは感じていないか？」

「ちがうところ？」

「わかりやすく言えば……魂だ」

　扉に手をかけたままの賢木に、早く開けるよう促す。だが開かない。彼すらも拒絶するとは、なかにいるやつは本当に何も見たくない聞きたくないと甘えているらしい。馬ば鹿かにしている。勝手に世界を始めておいて、最後だけ自分は関係ないふりか。

「この世界の神様はどこにいた？　あぁ、世界といっても、本当に外国も含めた全世界とか、惑星とか、宇宙とかいう話じゃない。世界だ。個人が認識できる、極めて限られた世界だ。この場合は――神様の世界だ」

　扉を叩たたき、嵌はめこまれた華きや奢しやな硝子ガラスを割り砕く。室内は明るい。世界を包む真紅とは対比的に真っ白だ。雪のように。

「神様はいつも中心にいた。この世界で展開していた寓ぐう意いとしての物語の。この世界の主人公は誰だれだった？　中心は誰だった？　グリコは、おまえは、誰を中心として行動していた？　神様は――どこにいた？」

　一息にそこまで言って、思いっきり腕を振りかぶる。

「ここにいる」

　そして扉を殴りつけ、あっさり破壊するとグリコは一人部屋に託された宝石を手に、戸惑う賢さか木きを導いて見慣れた教室に入室した。

「神様は――彼女は、本当にこれまで、限られた、狭い世界でしか生きていなかったみたいだな」

　光の眩まぶしさに慣れるため、何度か瞬まばたきをしてグリコはどこへともなく言った。どこへ言っても、彼女には聞こえるはずだ。教室は狭いし、ここは彼女の世界なのだから。

「この世界に――寓意としての物語に、登場した場所といえば、自宅のアパートか、通学路だった凸凹した田舎道や商店街か、学校か、せいぜいそんな程度。学校でも、教室以外はほとんど曖あい昧まいだ。他の土地はほとんど想像で創られたとしか思えないほど細部が曖あい昧まいで、非現実的だ」

　指をたて、教室の真ん中にある硝子の棺かん桶おけを示した。そこで誰かが眠っている。

「そこから推測される神様の人物像は、自宅と家の往復しかしない、家に閉じこもりがちの学生だ」

　グリコは大声で叫んだ。叱しかるように。願うように。

「いつまで閉じこもっている！　このままじゃ死ぬんだぞ――鈴りん音ね！」
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「……うるさいよ。さっきから」




　反応は極めて小さな、厭いとわしそうな少女の声だった。

「眠れないじゃない」

「眠っていたら死ぬんだぞ」

「死ぬ？」

　姿は見えない。声だけが響く。

「そうだね……、あぁ、どうしよう。面倒だな……」

　そこで、ゆったりと、彼女は上体を起こす。この世界の中心。寓ぐう意いとしての物語の主人公。ひとつの役割すら与えられず、そのくせ、誰だれもが結果的に彼女を中心として行動していた――普通の少女、宇う佐さ川がわ鈴りん音ねは透明な棺かん桶おけで目覚め、眠そうに目元を擦こすった。

　ひらひらと、敷きつめられているらしい花びらが舞った。

　神々しくはない。むしろ地味で何気ない。けれどグリコには寒気がした。この瞬間、棺桶で眠っていたのが鈴音だとわかった瞬間、グリコは本当の意味で、一人部屋の語った世界の真実が本当だと理解したのだ。

　他の誰かにここにいてほしかった。世界の中心に。どうして。

　どうして鈴音なのだ。

「あ、グリコちゃん、先生も」

　気がつけばグリコの変身は解けていて、破れた衣服をかろうじて着たオオカミヘアの少女に戻っている。そして取り戻したいと思っていた、鈴音の素直な笑顔を嬉うれしいと思ってしまっている。

　これから自分は彼女に残酷な決断を迫らなければならないのに。そんなふうに微笑ほほえまれたら、この場で泣いて抱きしめて、思いっきり甘やかしたくなる。

　この世界の神様は、きょとんと周囲を見回して、首を傾かしげた。

「えぇと……」

　髪に貼はりついた花びらを適当に落として、棺桶に座ったまま両腕を広げる。

「ふはははは。よくきたな勇者たちよ、あたしが世界に悪いことをした大魔王だよ」

「……いや、すまん鈴音、意味がわからん」

　グリコがようやく漏らした感想に、鈴音はちょっと紅あかくなって俯うつむいてしまう。

「いやその、なんか久しぶりだし、グリコちゃんと――先生と、普通に喋しやべるの。嬉しいし、とっても幸せなんだけど、なんかその気持ちが溢あふれて、困っちゃうな」

「閣下！」

　その表情に、はにかんだ、彼女らしい仕草に、賢さか木きが泣きそうな顔で走り寄ろうとする。そうだ。感動の再会なのだ。ずっと鈴音を元に戻したいと思っていた。そのために行動し、死にもの狂いでがんばってきた。グリコだって抱きしめたい。けれど。

「待って！」

　賢木の動きは鈴音の拒絶で強制的に止められた。声に驚いたというより、本当に動けないらしい。忘れてはいけない。ここは彼女の世界だ。

「あ……ごめんなさい、その」

　棺桶から動きもせず、指先ひとつの力もこめずに、彼女は世界を支配する。

「あたしに近づいたら……吸収しちゃうかも、今、あたしかなりやばくて、死なないためになんでも取りこんじゃうみたいで、この部屋や、世界に満ちてる光も、純粋に輝いてるんじゃなくて、あたしが世界を細かいところまでイメージする気力もなくて誤ご魔ま化かしてる感じみたいだし」

　えとその、と戸惑いながら説明してくれる。鈴りん音ねは神様だが、世界の仕組みを完かん璧ぺきに理解しているわけではないらしい。だいたい把握しているだろうが、感覚的な部分もあるのだろう。普通の人間だって心臓を動かそうと思って動かしているわけではない。生きるための生態反射というものがある。

「近づくくらいなら……大丈夫だと思うが」

　グリコは手のひらに、一人部屋の紅あかい宝石を載せて見せる。鈴音もすぐに察したようだが、やはり申し訳なさそうに首をふった。

「うん、それがあれば大丈夫だとは思うんだけど、ちょっと怖いんだ。見て」

　くるん、と鈴音は宙で指を一旋させる。すると魔法陣のような軌跡が描かれて、激しい炎がそこから生まれた。炎は何もない白い空間を灼やき焦がして消えていく。

「これね、一人部屋ね」

　さりげなく言って、鈴音は哀かなしそうに笑った。

「カヂリさん死んじゃったから、一人部屋はあたしに還かえってきたのね。えぇと、その力を無意識に使っちゃったら、さらに概念の書き換えをしてその宝石を無力化することも可能なんだ。だから近づいちゃ駄目。……あと、いちおう見せとくけど」

　無風の教室で何かが渦巻いた。鈴音の手のひらで風の塊が発生し、周囲の空気を踊らせて吸いつけている。その不思議な空気の球は様々な花びらに彩られ、鈴音がかるく何かを投げるような動作をすると回転しながら教室を疾空した。

「涙歌メロディアノイズ」

　鈴音は当たり前のように言う。

「不快逆流」

　教室を一周して戻ってきた風の球を、かるく手のひらで弾はじくと、それは簡単に逆流してあらぬ方向へ飛んでいった。

「破局ポイズン」

　そこでまた軌道が奇妙に歪わい曲きよくし、鈴音の方向へ戻っていく。因果を無視して球が反転し、吸いつくように鈴音の頭部に直撃した――。

「最弱アルティメットシールド」

　そう思った次の瞬間、鈴音の髪の毛が長く伸び、それは鳥かごを形づくって風の球を中に閉じこめた。破局ポイズンと涙歌メロディアノイズ、そして一人部屋の合同作業か、風の球は花びらまみれの小鳥となって甲高く鳴いた。

「そして――殺菌消毒」

　ふう、と鈴音が吐息を漏らすと、それは白い霧となって鳥かごを消滅させた。伸びた彼女の髪と、ここで生まれた一羽の鳥も諸もろ共ともに。

「わかってくれる？」

　鈴りん音ねは、哀かなしそうに、寂しそうに、儚はかない表情で自分を抱きしめた。十字架で磔はりつけにされた聖者のように、何か重苦しいものを背負ったその顔は痛ましかった。

「みんな死んじゃったんだ。みんなみんな死んじゃったんだ。あたしが勝手に生みだして、不必要に苦しめて殺したんだ。ねぇグリコちゃん、先生、あなたたちは、多分あたしを助けに――うぅん、生かすためにきてくれたんだろうけど」

　鈴音は泣いていた。涙を零こぼしていた。きっと世界では、どこかで雨でも降っているだろう。彼女は神様なのだから。たとえ彼女がそれを望んでいなくても。

「あたしなんか死んじゃったほうがいいんだ」

「鈴音……」

　賢さか木きが先ほどの忠告も無視して前へ出ようとする。それを何かの能力で制し、鈴音は大きく頭をふった。

「わかってる。こんなこと言うべきじゃない。死にたくない。死にたくないよ。もっとグリコちゃんと先生と普通に暮らしてたいよ。でももう生きたくないんだよ。生きているのが申し訳ないよ。なんでみんな、あたしのために死んでくの？　あたしが生みだしちゃったせいで、傷ついて、苦しんで、死んでった。死んじゃったんだよみんな！」












　大声で叫んで、鈴りん音ねは頭を抱えた。

「涙歌メロディアノイズさんは全身を食い散らかされて心臓を刺されて死んだ。不快逆流さんも瓦が礫れきに潰つぶされて心臓なくして死んだよ。破局ポイズンさんも今は生きかえってるけど――その命と役割は心臓ごとぶちぬかれて死んじゃった。最弱アルティメットシールドさんも身体からだを消し飛ばされて頭を蜂はちの巣にされて死んだ。殺菌消毒さんだって穴だらけになって死んじゃった」

　鈴音は悲痛に嗚お咽えつを漏らした。彼女は全知全能の神――世界に満ちたあらゆる死を知っている。

「生まれなければ死ななかったのに！　生んでしまったのはあたしだよ！　こんな世界なんか創らなきゃよかったのに！　あたしはッ、人間を創ったことを後悔するよ！　なんて罪深い、この世界のぜんぶ、あたしが生みだしたあたしの部分、そのぜんぶ！　人間も！　野の獣も！　這はうものも！　生まれなければ死ななかったのに！　あたしが生んでしまった！　最初からさぁ……」

　最後はもう、ほとんど言葉にもなっておらず、聞きとれないほど掠かすれていた。

「あたしが素直に死んでればよかったんだ……」

　それは聞いていられない、絶望しきった声だった。

「ごめんなさい……みんな、ごめんなさい……あたしが神様でごめんなさい」

「鈴音」

　グリコはもう耐えられなかった。足を踏みだし、ずかずかと教室を横断していく。元よりそんなに広い場所ではない。すぐに辿たどりつく。

　鈴音は半狂乱になって抵抗した。

「ぐ、グリコちゃん、駄目、近づいちゃ駄目！　また殺しちゃう！　取りこんで――あたしがグリコちゃんを殺すなんて嫌だ！」

　しかし万能なはずの彼女はグリコを止められない。あらゆる抵抗力は無で、それを理解し、グリコは素っ気なく告げた。




「グリコは化け物だから、神様の言うことなんか聞かないぞ」




「――――」

　その一言で、鈴音の顔色が変わる。近づいてその肩を抱くと、よく覚えている、彼女らしい優しい体温だった。華きや奢しやな骨格。きめ細かい肌。薄く桃色がかった髪。ちょっとだけ金属質な、澄んだ声。

「グリコちゃん」

「鈴音」

　それは認めたくなかった。ずっと、心の底では否定しながら生きてきた。縛いましめられ、動けないままの賢さか木きが何か言ったが、グリコはあえて無視する。

「一人部屋が教えてくれたぞ」

「なんで……」

　鈴りん音ねはグリコが好きな純粋な瞳ひとみで、ただこちらを見つめている。

「なんで言っちゃうの、一人部屋さん。なんで言うこと聞かないの……みんな、あたしの一部のくせに。あたしが思ったとおりに、あたしの身体からだはいつも動いてくれないんだ」

「鈴音」

　そこでグリコは賢木を振りかえり、この少女と抱きあい見つめあうだけの、最終戦争と呼ぶには少しばかり派手さに欠ける最後の審判――その、唯一の観客を仰いでつぶやいた。

「否いな」

　目の前の彼女に視線を戻し、言い放つ。

「今は宇う佐さ川がわ鈴音じゃないな」

　びくん、と鈴音の肩が跳ねた。彼女は恐る恐る、半笑いのような表情で、目に涙を浮かべて首を傾かしげた。

「……どこまで知ってるの、グリコちゃん？」

「ここまで」

　大きく息を吸い、覚悟を決めて鈴音を見つめる。空っぽの部屋に静寂が満ちて、どこか居たたまれなくなってしまう。鈴音は甘えるように賢木を見た。賢木は責めるようにグリコを睨にらんだ。どうして自分が睨まれるのかわからず、不満で、グリコは賢木と鈴音に叩たたきつけるような声を放った。

「グリコが知っているのは、ここまで。後を教えてくれるかどうかは――おまえ次第だ、鈴音。いいや……」

　突き刺すように、問いかける。

「……おまえはいったい誰だ？」

「あたし――」

　鈴音は揺れた。その輪郭が壊れそうになる。なんて脆もろい、不安定な神様だろう。グリコは鈴音を抱きしめる。賢木が何かを叫んでいる。なんて寂しい。

　白雪姫と。毒林りん檎ごと。王子様と。

　最後の舞台には、三人だけしかいない。

「あたしは」

　鈴音の瞳から、あらゆる感情が失われた。その瞬間に別人にでも変へん貌ぼうしたかのように。隠していた本性が露あらわになったかのように。

　異様な威圧感をまとったまま、彼女はその名を口にした。




「あたしは……私は、毒を飲んで自殺した――芥あくた川がわ白しら雪ゆき」
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　最初に動いたのは賢さか木きだった。動けたのは奇跡だ。近づくなという鈴りん音ねの命令は神の命令であり、あらゆる法則や概念を超越していたはずだ。それでも動けたのは、鈴音がどこかで彼が動くことを期待していたからか。

　賢木は酷ひどく重そうに足を動かし、それでも執念で近づいてくるとグリコと鈴音のそばに倒れた。仕方なくグリコが起こしてやる。鈴音も手伝ってくれた。手のかかる男だ。まったく。そのくせ役に立ちもしない。

「どういう……ことだ？」

　賢木は呻うめく。それだけ聞くためにここまできたのか。動かないでも尋ねられただろうに。けれど効果はあったようで、鈴音は賢木の手のひらを握ると少しだけ安あん堵どしたように見えた。

「うん」

　彼女は少しだけ寂しそうだった。

「神と私が一致していて、世界も神様の状態変化や感情を映した寓ぐう話わでしかない――そこはわかってもらえたかどうか知らないけど、とりあえず、そういうものだと思って」

　右手で賢木を、左手でグリコに触れて、鈴音は微笑ほほえんだ。

「そして、この世界での神様＝『私』の名前が、芥川白雪」

　そこで捨て鉢になったのか、ぜんぶ諦あきらめたのか、何気なく頭を下げる。

「つまり私です。初めまして」

　彼女は歌うように、この世界の真実を口にする。

「芥川白雪。十六歳の高校生。女の子です。私です。私はとある嫌なことがあって毒を飲み、生と死の狭間にいます。私の現実には嫌なことしかなかったし、毒が身体からだを破壊していく感覚は苦しいので、死の間際――私は幸せな夢を見ました」

　それがこの世界、と彼女は両手を広げる。すると真っ白な光に支配された周囲に、映画のように様々なものが表示される。それは世界の記録だった。

　海に身を投げた宇う佐さ川がわ鈴音を、泳いで助けた賢木愚ぐ龍りゆう。

　二人の幸せな生活。最初は疑心暗鬼に苛さいなまれていた鈴音も、賢木の熱烈な愛情にやがて虚勢を崩し、愛しあう。そこからはただ幸せなだけの生活だ。料理をしたり、勉強をしたり、携帯電話でメールをしたり。お子様な恋愛だ。なぜなら、芥川白雪にそれ以上の恋愛経験がなかったから。

「ここまでは」

　棺かん桶おけのなかの白雪姫は、懐かしそうに過去を回想して微笑ほほえんだ。

「本当に、死への恐怖や苦痛を和らげるための夢。幸せな夢。このまま永遠に暮らせればよかったんだろうけど、毒を飲み、確実に死に向かっている私の世界は長く保もちませんでした。だから私の幸せを破壊するために、化け物が現れます」

　鈴りん音ねはそこでグリコを見つめた。グリコは目を逸そらさない。

「最初から」

　そして残酷な言葉が、大切なひとの唇から零こぼれるのを見守った。

「グリコちゃんは、私の敵として設定されていたんだよ」

　白雪姫を殺すために用意された毒林りん檎ご。それが自分。そうだ、グリコは最初に何をしたか。幸せだった鈴音と賢さか木きの生活を破壊し、鈴音を殺そうとその眼球を抉えぐったのだ。

　鈴音の幸せを終わらせるための化け物は自分だった。

「でも殺せなかった」

　そうだ。それは変だ。本当にグリコが化け物――神様の命を終わらせる致死量の毒なら、出会った瞬間にこの世界は終わっていたはずだ。

「……どうして？」

「どうしてだと思う？」

　疑問を返されて、グリコは言葉につまる。あのころのグリコは本当に心の底から化け物だったから、躊躇ためらいがあったわけでもない。なのに殺せなかった。

「くるのが早すぎたんだよ、グリコちゃんは」

　彼女は言うと、楽しそうに笑った。そしてすぐに真顔になって、とある存在の名前を口にする。

「最弱アルティメットシールド」

　それは、神様に成りかわろうとした大きな欠片かけら。悪魔。神への反逆者。

　鈴音――白しら雪ゆき、なんと呼べばいいだろう、彼女は、深々と溜ため息いきをついた。

「あのひとの陰謀のせいで、ややこしくなっちゃったんだ」

　その言いかたがあまりにも嫌そうで、逆にグリコは戸惑ってしまう。彼の陰謀すらも、神様にとっては取るに足らない面倒な出来事にすぎなかったのか。

「……ここから先は、グリコちゃんにとって残酷な話かもしれないけど」

　彼女は淡々と語った。何かの神話を暗唱するように、退屈そうに。

「この世界の始まりについて説明します。この世界とは、つまり芥あくた川がわ白雪が創りあげた生と死の狭間の世界です。この世界は、まさに賢木愚ぐ龍りゆうに宇う佐さ川がわ鈴音が助けだされた瞬間に始まっています」

　他人事のように言われたので、賢木が妙な顔をした。賢木愚龍、と鈴音に呼ばれたのが哀かなしいのだろう。わかりやすい。ていうか、この状況でそういうことしか考えていないらしいこいつは大物かもしれない。

　グリコは考えながらも、ひとつの違和感に気づく。

　世界が、彼女の言うとおりにその時点から始まったのだとしたら――。

　神様は、グリコの心を読んだみたいに微笑ほほえみ、断言した。

「つまり、この世界に、それ以前はない。存在しません。無です」

「え？　じゃあ――」

　グリコは？　グリコの記憶は？　ヨノという名前は？　村での生活は？　二人の旅人との日々は？　それからの、化け物として生きてきた苦しい年月は？

「みんな捏ねつ造ぞうです」

　捏造？　記憶の捏造？

　思いだすことがあった。鈴りん音ねを元に戻す方法を探して、生まれ故郷に戻ったグリコは、そこに何もないことを知って呆ぼう然ぜんとしたのだ。何もなかった。地平線の向こうまで、荒野だった。

　そういえばあのとき、不意に現れた最弱アルティメットシールドが言ったのだった。

　――これで君は疑いを手にいれた。

　――真実を知りたいなら、観かん音のん逆さか咲ざき町に戻るといい。

　そうだ。物語は、世界は、観音逆咲町とその周囲、限られた場所でしか展開していなかった。残りは神様の管轄外だった。芥あくた川がわ白しら雪ゆきは、本当に、町の外へ出たことがなかったのだろう。そういう高校生はたぶん少なくない。

　動揺するグリコの瞳ひとみを覗のぞきこんで、彼女は宣告する。

「グリコちゃんは、私を殺すという役割を背負った化け物。それだけでしかなかったのに、最弱アルティメットシールドによって様々な記憶や性格を捏造されてしまった」

　ヨノという名前も。〝くだん〟も〝きりぎりす〟も。みんな嘘うそで捏造。

　あぁ、こういう感覚なのか。世界のすべてが嘘だと自覚した、鈴音の気持ち。神様の気持ち。初めてグリコは、世界の真実を実感した。

　あぁ、なるほど、酷い。

　神様は、あえてグリコの戸惑いを無視して、静かに話をつづける。

「最弱アルティメットシールドの目的は神様――私に成りかわること、能力的にそれは不可能じゃなかっただろうし、けっこういいところまでいったと思う。でもさ、考えてみて、世界は終わりを宿命づけられてるんだよ。私に成りかわっても、すぐに世界は崩壊しちゃう」

　そうだ。この世界は死にゆく芥川白雪の見ている束つかの間まの夢のようなもの。白雪の一部である最弱アルティメットシールドが本体に成りかわったとして、死が止まるわけでもない。

　そこでグリコは気づいた。

　そうだった。最弱アルティメットシールドは――自分なら巧くやれると思ったのだった。それは一人部屋に説明されていた。彼は、彼女は、神様に成りかわったあと生き残る算段があったのだ。

「そう」

　心を読んだように、彼女が真相を口にした。

「神様に成りかわったあと、毒の本体であるグリコちゃんを殺せばいい。この世界は寓ぐう意いだから、神様を殺す化け物を排除すればたぶん滅ばない。そのために、最弱アルティメットシールドさんが神様として存在しつづけるために、最弱アルティメットシールドさんが準備を終えるまで宇う佐さ川がわ鈴りん音ねも、眼がん球きゆう抉えぐり子こも死んではいけなかった。宇佐川鈴音＝芥あくた川がわ白しら雪ゆきが死ねば世界は終わるし、グリコちゃんが死ねば芥川白雪は助かって、目覚めちゃうかもしれないからね」

　目覚める。芥川白雪が目覚める、毒に打ち勝ち、生きかえれば、この生と死の狭間の世界はどうなるかわからないが――彼女は彼女の現実に、本当の神様が支配する世界に目覚めることになるだろう。

　最弱アルティメットシールドにとっても、神様に成りかわるまでにそんな事態になっては困ったのだろう。そういえば永遠研究所に囚とらわれたグリコを、手て長なが鬼おにを使って助けてくれたりしていた。

　神様は頷うなずき、何かを思いだすように遠い目をした。最弱アルティメットシールドはすでに死に、彼女に取りこまれている。その記憶も、何もかも、自分のことのように反はん芻すうできるのかもしれない。最弱アルティメットシールドも神様の一部だったのだから。

「最弱アルティメットシールドさんの準備は着々と進んでいたと思う。永遠研究所で欠片かけらの研究をしたりして、世界の真実を確信したり、神様に近づく通行手形――その宝石を創ってもらうために、一人部屋を隔離していつでも利用できるようにしたり。世界が終わって神様が死んじゃわないように、大きな欠片や小さな欠片をせっせと集めたり」

　そのように見ると、たしかに、最弱アルティメットシールドの行動にも一貫性があったように思える。すべては神様に成りかわるという途方もない野望のため。手長鬼などの手製の化け物を創っていたのも、自分の目的に邪魔になる相手を排除するためだったのだろうか。

　神様は語るのに疲れたみたいに、適当に足を伸ばして欠伸あくびをした。

「ふぁ……だけど、そんな最弱アルティメットシールドさんにも誤算があったみたいだけどね」

「誤算？」

　きょとんするグリコを見て、彼女は思いっきり吹きだした。

「何を驚いた顔してるの。グリコちゃんのことなのに」

「グリコの？」

　わからない。グリコは結局――最弱アルティメットシールドにいいように利用されたようにしか思えないが。そんなグリコがあいつの誤算だった？

「この下らない、嘘うその世界に本当の奇跡がひとつ――あったとしたら」

　そして彼女はとびきりの、幸せそうな笑顔を見せてくれる。芥川白雪と名乗り、神様の雰囲気をまとい、なんだか遠い存在に思えた彼女が、そこでようやく変わらないのだと確認できた。

　彼女は、鈴りん音ねだ。神様でも――鈴音だ。

　優しくて、可愛かわいくて、変なところで頑固者で、滅多に落ちこまないけれど、どうでもいいことで悩んだりする、普通の女の子。

　神様――鈴音は、そっとグリコの手を握りしめてくれた。

「それはきっと、私たちが出会えたことだよ、グリコちゃん。私たち友達になれたよね？　お互いを大切に思えたよね？　わかる？　この奇跡――だって神様と化け物が仲良くなれたんだよ？　どんな神話にもない奇跡だよね？」

「鈴音……」

　なんだか心が温かかった。この感覚が、奇跡。随分と、出会ったころとは遠いところにきてしまったけれど、何も変わってはいなかった。鈴音は鈴音だ。グリコの大切なひとだ。

　感動しているグリコに、鈴音は照れくさそうに微笑ほほえんで小首を傾かしげた。

「それでね、私たちそのまま仲良くなっちゃったから――最弱アルティメットシールドさん困ったんだろうね。これは早めに野望を達成するべきだ……と思ったのか手て長なが鬼おにちゃんに私を殺させようとした。あのころ最弱アルティメットシールドさん私の姿に化けていたでしょ？　あれ、そのまま私に成りかわろうとしてたんじゃないかな。本物を殺して、その役目を奪って」

「そんなことで成りかわれるのか？　本物が死んだ時点で世界が終わりそうだが」

「さぁ……いい加減な世界だしね。いや、私が言うことじゃないけど。たぶん最弱アルティメットシールドさんにとっても実験だったんじゃないかな？　グリコちゃん以外でも私を殺せるのか」

　結局――殺せなかったわけだが。

　グリコの表情を読んだのか、彼女はゆったり頷うなずいた。

「うん。殺せなかったね。しかも間の悪いことに最弱アルティメットシールドさんの天敵、殺菌消毒さんが現れて、私は肉人形にされちゃったうえ、グリコちゃんも殺されかけちゃった。あれは完かん璧ぺきに大誤算だったと思うよ、最弱アルティメットシールドさんも殺菌消毒さんをそれで最後まで恨んでたし」

　最弱アルティメットシールドも死んだのだ。

　陰謀は終わっている。世界も終わりかけている。これは閉幕間際の種明かし、演技者たちの内輪話に近い。物語にとっては要らない部分なのだろう。

　それでもグリコは一言も聞き逃さない。世界はまだ終わっていない。神様も、まだ救われていない。もう一幕がある。内輪話の果て、演技者たちによる最後の立ちあいが。

　それで、ようやく終わりだ。

　脚本はないから――結末は誰だれにも予想できない。神様にすら。

「ごめんね」

　そこで彼女は、神様らしくない弱々しい表情で、俯うつむいた。

「私があれから、何も考えない人形になったのは、私の我わが儘ままさのせい。ねぇ……先生、愚ぐ龍りゆうさん」

　そこで、置いてきぼりだった賢さか木きに彼女は視線を向ける。賢木は当惑しているというか、世界の真実について思考を巡らせている――否いな、ちがう、この顔は、馬ば鹿かすぎる、どうやったら世界を崩壊させずに鈴りん音ねを救えるか考えている顔だ。本当に鈴音のことしか考えていない。だから彼は彼女の言葉にすぐ反応し、頷うなずいた。

「どうした、閣下」

「こういうときくらい……名前で呼んで」

「鈴音」

「うん。今回は宇う佐さ川がわとか、余計な呼び方しなかった」

　グリコにはよくわからない会話をして、彼女は当たり前のように言った。

「私は、あなたのことが好き。愛してる」

「私も鈴音のことを愛しているぞ！」

　迷いもなく言いきる馬鹿な男に、寂しそうな表情で、鈴音は微笑ほほえんだ。

「うん。でもごめんね、それ嘘なんだ」

　絶句する賢木に、彼女は細々と――儚はかない、身を千切られるような表情で語る。

「あなたは、寂しい芥あくた川がわ白しら雪ゆきの心を慰めるための概念。幸せにしてくれる王子様で、抱きしめるためのテディベア。そのために。ただそのためだけに。創造された都合のいい恋人――白雪の仮想人格である宇佐川鈴音を、盲目的に愛することを宿命づけられた存在。そのはずなのに……なんだろうな、わかってるのに、どうしてだろう」

　困ったみたいに、そっと賢木の手をとって、彼女はこの世で最も哀かなしい笑顔になった。ロミオとジュリエットのように、あらかじめ惹ひかれあうことを設定され、あらかじめ決別することが定められた、悲運の恋人。

　グリコは、異性を愛したことがない。だから、二人の気持ちはたぶん正確にはわからない。けれど曖あい昧まいに悟った。

　これは哀しい。どう足あ掻がいても幸せになれない、不幸な男女の姿だった。

　神様は噛かみしめるように、素直な気持ちをつぶやいた。

「私、好き。愚龍さんが好きだよ。この気持ちはどうしようもないよ――歯がゆい、気が狂いそうだよ。私は、絶対に結ばれないひとに恋をした。自分で創った架空の恋人に本気になったら救いがないよね……」

　そして懺ざん悔げするように――神様が誰だれに願えば罪を赦ゆるされるのかは不明だが、とにかく祈るように、告白した。

「私は、何も考えない人形になることで、世界の真実から目を逸そらして、そして愚龍さんを独占した。グリコちゃんすら邪魔に思って遠ざけて……本当に、こんなに、どうしようもないくらい世界が壊れるまで、何もしないでただ幸せに酔っていたんだよ」

　吐き捨てて、硝子ガラスの棺かん桶おけで目に涙を溢あふれさせる。

「あぁもう嫌になる。なんでこんなに弱いんだろ。神様になっても駄目なまんまだ。私がそうして甘えているうちに……化け物が溢れて、世界の終わりが近くなって……」

　人間を食い、輪りん廻ね転てん生しようを繰りかえす魂を無限に消滅させていた化け物。あれは神様――芥あくた川がわ白しら雪ゆきの身体からだを侵す毒の具現化だったのだろう。だから消化器官である殺菌消毒は化け物を排除し、排はい泄せつ器官の不快逆流と協力してこの世界から追放していた。

　けれど、美み名なも蜜みつ姫きももういない。完全に死んで、すでに神様の本体――『私』を生かすためのエネルギーの足しとなっている。全世界で、同時に大量の人間が捧げられ、今――神様に吸いこまれているのだろう。そして神様はそれをすべて感じている。

　苦しいだろう。自分が素直に死んでいればよかったと、彼女が先ほど叫んだのも当たり前だ。グリコだって、そんなふうに、誰だれかの命を根絶やしにすることで自分が生きていると知れば気が狂う。

　小刻みに肩を震わせ、鈴りん音ねはそっと、告白を終わらせる。

「最弱アルティメットシールドさんが無理やりに破局ポイズンさんの欠片かけらを飲ませるまで、私は何も抵抗しないで見ないふりしてた。あのまま肉人形だったら、そこで終わりだっただろうな。私、何にも気づかないうちにぜんぶ無くしてた」

　鈴音が無理やり目覚めさせられたのは、化け物が増殖し、世界が終わりかけていたからだろう。〈ラヴソング〉と呼ばれた破局ポイズンの欠片、高濃度のエネルギーで、鈴音は生きながらえた。さらに肉体改造の能力で自我を取り戻し、神様に戻った。

　そして今、苦しんでいる。

　この世界を創った後悔と、死んでいくみんなの痛みを受けとめて、ただ喘あえいでいる。

「それで」

　黙って何かを考えていた賢さか木きが、酷ひどく真面目まじめな顔で言った。




「それで――鈴音を助けるにはどうすればいいのだ？」




「…………」

　沈黙が満ちた。鈴音はさすがに呆ぼう然ぜんとしている。グリコも当然だが言葉がでない。賢木は神妙に、本当に脳がないのかと思うほど愚直に、断言した。

「役割だとか、仮想の恋人とか、神様だか欠片だか、そういう御託はどうでもよろしい」

「……よろしいですか」

　思わず敬語になってしまう彼女に、賢木は大きく頷うなずいた。

　そして柔らかく鈴音を抱きしめ、思わず赤面してしまいそうなほど当たり前に――唇を重ねた。

　本当に、馬ば鹿かで、考えなしで、変なやつ。

　誰だれもが化け物に食い荒らされ、苦しみ悶もだえながら紅あかい光となって吸いこまれ、世界が端から崩壊していて、もう未来なんかないのに、笑顔で、神様を愛している。

　何も考えてない愚かな男。

　でも、グリコは彼のことが今、ちょっとだけ好きだ。世界の真実に尻しり込ごみし、戸惑うことしかできなかったグリコとちがって、彼はきちんと貫いた。鈴りん音ねへの気持ちを。

　それは偉い。馬鹿だけど、偉い。尊敬する。心から。

　最後の最後まで役立たずで、特殊な能力も何もなく、神様の生んだこの物語にほとんど関われなかった彼が、たぶん、世界を救う。白雪姫の御お伽とぎ噺ばなしで、最後にふっと現れて、なんでもないことのように愛で姫を救ってしまう王子様のように。

　賢さか木き愚ぐ龍りゆうは耳まで真っ赤になった神様に、いつものように堂々と宣言した。

「私は鈴音を愛している。芥あくた川がわ白しら雪ゆきの世界ではどうかは知らんが、私の世界ではそれが真実だ。誰に強制されたわけでもない、私が君を愛すると決めた」

　彼女は、泣きそうになって、顔をくしゃくしゃにして、幼児のように囁ささやく。

「でも」

「『でも』は言うなと約束しただろう」

「ずるいよ……」

　彼女は耳を塞ふさぎ、もはや我慢もせずに涙を流し、悲鳴のような声で叫んだ。

「ずるいよ、ずるいよ、何これ、どこまで私に都合がいいの？　もう終わりなのに！　ぜんぶ滅んじゃうのに！　こんな嘘うその世界の、嘘の恋人の、嘘の愛の言葉なんて、どれだけ聞いても寂しいだけなのに！」

「そこまで嘘嘘言われると傷つくのだが。私は大真面目まじめだ」

「だって嘘だもん！　こんなの、嘘なんだもん！」

　もはや泣きじゃくり、彼女は我を失い首をふって嫌々と悶えた。神様の意志を反映して白い空間には稲妻が迸ほとばしり、硝子ガラス細工のように何もかも差別されず亀き裂れつをいれられる。いけない。壊れる――とグリコは感じた。神様の精神はもう堪たえられない。

　弾はじける概念。歪ゆがむ次元。世界は混乱した思考そのままのように激しく乱れた。

「鈴音……」

　頼みの賢木はなんだか納得がいかない感じに、難しい顔で考えこんでいる。グリコは必死になって崩れそうな世界と相対したが、こんな、存在そのものを引っくりかえすような事態に抵抗できるわけがない。

「鈴音！」

　ただ縋すがるように名前を呼んだ。

　けれど鈴音――神様は少女のように泣き叫んだままだ。

「どれだけ愛してくれてもッ、意味ないんだよ！　すべて私の妄想なの！　夢オチなんだよこれは！　夢のなかで、どれだけ都合のいい言葉を聞かされても目覚めたときに虚むなしいだけなんだ！」

　敷きつめられた花を撒まき散らし、目を瞑つむり、耳に蓋ふたをしたままで彼女は身体からだを丸める。その間にもジグソーパズルのごとく世界が零こぼれて、すべてが砕け散り暗くら闇やみが押し寄せてくる。さらにその暗闇すらも狭まり――凝縮され、本当に、無に。何もない虚無に変へん貌ぼうしようとうねる。

　グリコは賢さか木きと鈴りん音ねを抱え、棺かん桶おけで伏せて崩壊から守った。ばちばちと爆はぜる暗闇は刻一刻と削られていて、徐々に何もかもが漆黒に塗り潰つぶされていく。

　鈴音はそんな周りの状況が目に入っていないのか、ひたすら内にこもり、耳を塞ふさぎ、譫うわ言ごとのような声をあげていた。

「もしも……もしもさ、私が目覚めたら、あなたたちみんな消えちゃうんだよ。グリコちゃんのしてくれたこと、愚ぐ龍りゆうさんが言ってくれた台詞せりふ、それがみんな嘘うそになっちゃうんだ。夢なんだよ、嘘なんだよ、ぜんぶ――ぜんぶ！」

　そうしてすべてを拒絶して、彼女は泣きながら苦鳴を漏らす。

「もう優しくしないで……ごめんなさい、もう嫌だ、こんな気持ちになるんなら、夢なんか見なきゃよかった。どうせ壊れちゃうなら、世界なんか創らなけりゃよかったよ」

「もしもおまえが夢を見なければ」

　グリコは、素直な気持ちで言った。

「グリコたちは出会えなかった」

「…………」

　彼女は応こたえない。ただ聞こえてはいるのだろう。僅わずかに身じろぎをした。耳を塞いでも、全知全能だから無意味だ。なんでも聞こえる。なんでも知れる。グリコの気持ちが嘘じゃないのも、たぶんわかる。

　世界に、沈黙が満ちた。すべての事象が終結し、何も聞こえず、また何も見えない。グリコが抱きしめている鈴音と賢木、鈴音が収まった透明な棺桶――それが世界のすべてで、その瀬戸際でまだ何もかもが滅んだわけじゃなく、存続していた。

　グリコはそれを確認し、鈴音にそっと語りかける。

「グリコは、おまえが好きだ」

　元に戻った鈴音に、きちんと伝えたかった。素直な気持ちを届けて、それから彼女に恩返しをしたかった。

　宇う佐さ川がわ鈴音。不思議な少女。偶然に出会って、グリコの魂を救ってくれた女の子。神様。弱い、神様。守りたい。助けたい。強く、心の底からそう思う。

　化け物で、毒林りん檎ごで、たぶん彼女を殺してしまう死の化身で、けれどグリコは――友達だと思っているから。彼女を、大切なひとだと感じているから。

「それを、覚えていてほしい」

　胸に手を当て、グリコは微笑ほほえんだ。鈴りん音ねが少しだけ顔を上げて、そんなグリコを涙目で見つめている。最後にそんな彼女の髪を撫なでて、強く抱きしめる。折れてしまいそうに華きや奢しやな神様は、怯おびえきって震えていた。

　守りたいと思う。グリコの記憶がどこから嘘うそでも、化け物でしかなかったグリコは、彼女と出会えて人間になれた。

　毒林りん檎ごは、白雪姫を愛した。

　それがこの世界の――唯一の奇跡。

　グリコは覚悟を決めて、そっと囁ささやく。

「鈴音。いや、あえて呼ぶぞ、神様。この世界を――三人で暮らせた日々を、なかったことにしないでくれ」

　そして、静かに尋ねた。




「グリコが死ねばおまえは助かるんだな？」




「グリコちゃん……？」

　彼女が目を見開き、慌てて姿勢を引きしめる。瞳どう孔こうが完全に開いている。グリコは無視し、あえて冷淡に事実を並べる。

「グリコが芥あくた川がわ白しら雪ゆきの身体からだを蝕むしばむ毒の本体なんだろう？　今、世界で暴れているのはその毒が感染した蟲むしと最弱アルティメットシールドの部下――つまり肉と血と骨だ。本体はグリコだ。ちがうか？　ならばグリコが死ねばおまえは生きかえるんじゃないのか？」

「なに言ってるのグリコちゃん……」

　瞬まばたきをし、彼女は泣き笑いの表情になる。

「なんで死ぬの？　意味わからないよ？　それも私に都合のいいこの世界の決めた運命？　だったらやめて――死なないでよ、死んじゃ駄目だよ、神様の命令だよ？」

「グリコは化け物だから……神様の命令なんか聞かないぞ」

　同じ言葉を繰りかえし、絶句する彼女に微笑んでやる。

「世界が決めた都合のいい運命じゃない。グリコは自分の意志で死ぬ」

「……どうして」

　神様のくせに何もわからない彼女に、グリコは溜ため息いきをつき、スプーンを手にして自分の心臓に向ける。

「何度も言わせるな。けっこう恥ずかしいんだ」

　拗すねて唇を尖とがらせ、躊躇ためらいもなくぎゅっと力をこめる。

「おまえが好きだからだよ、鈴りん音ね」

　スプーンが押しこまれた。嫌な音がした。鮮血が舞った。
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　もちろん。優しい神様が友人の自殺を喜ぶわけがない。彼女は両手を伸ばし、グリコの胸とスプーンの間に手のひらを滑りこませていた。血が滴り落ちる。止まらずに押しこまれた銀色の食器は、鈴音の手の甲に深々と突き刺さっていた。

「…………」

　痛かったのか、単純にショックだったのか、鈴音は涙を零こぼして動かない。やがてゆっくりと、力の抜けたグリコの手からスプーンごと腕を戻す。ふたつの手のひらはスプーンで縫いとめられていて、血は止まらず、ゆっくり流れて彼女の制服に染みをつけた。

「……どうして止める？」

　グリコは、あえて意地悪に言ってやる。

「夢の世界の住人だ、誰だれが死んでも関係ないだろう？」

　俯うつむき、力なく弛し緩かんして応こたえない彼女を、叱しかる。この世界の住人は神様に都合がいいらしく、誰も面と向かって叱らないので化け物の自分が叱る。

「死にたくない、生きたくない、死にたい、でも誰にも死んでほしくない――おまえの言うことは矛盾ばかりだ、どうして矛盾するかわかるか？」

　泣きながら顔を上げず、むずかるように小さく首をふる彼女に、鋭く言う。

「いつまで甘ったれてるんだ？　これ以上、おまえの駄々に付きあってやれるほどこの世界に余裕はないみたいだぞ。傷つきたくない苦しみたくないと逃げているうちに時間切れだ。もうじき死ぬぞ――おまえ。このまま何もしなければな」

　彼女の肩を掴つかみ、顔を上げさせ、正面から睨にらみつけて願う。彼女も目を逸そらさない。強い女の子なのだ、本当は。知っている。彼女の強さにどれだけグリコは救われたか。

　だから今度は、自分が彼女を救ってみせる。

「どうして戦わない？　みんな幸せになるために戦って死んでいったぞ。美み名なも、蜜みつ姫きも、カヂリも、みんな、なのに――なんでおまえは戦わない？　あんなに強い連中が集まっておまえになるのが理解できない。殺菌消毒と、不快逆流と、一人部屋と、涙歌メロディアノイズと破局ポイズンと最弱アルティメットシールドと、それだけ集まっているんだぞおまえ。世界最強だ」

「この世界では最強でも……」

　ようやく口を開いたかと思えば、また弱音。

「あっちの世界では意味ないよ……」

　弱々しい泣き言を、少女は途切れ途切れにつぶやいた。

「私……本当に、グリコちゃんにはわからないと思うけど、駄目で……芥あくた川がわ白しら雪ゆきって、本当に……駄目で。得意なことないし、友達も恋人もいないし、家でも学校でも苛いじめられるし……生きてくの、大変なんだからぁ」

　搾しぼりだすようなその声を、グリコは呆あつ気けなく斬って捨てる。

「だから、そんな程度で大変とか言うのが甘ったれてるというんだ。グリコも、この世界のみんなも、必死で戦ってがんばって生きていた。大変じゃないやつなんかいなかった。生きるのが大変だって？　当たり前だ。……だからどうした？」

「…………」

　神様は――鈴りん音ねは、白雪は、悲痛に押し黙り、ただ自分の手のひらを貫いたスプーンを見つめている。黙りこんで、じっと考えている。もうみんな死んだ。彼女を助けるひとはいない――彼女が、自分で決断しなくてはいけない。

　言うことは言った。あとは彼女の根性の問題だ。生きることを放棄して、得られるのは死しかない。彼女にはもっと色んなものを手にいれてほしい。せめて彼女が、グリコにくれたものと同じくらいは。

　鈴音、鈴音――優しい、希け有うな少女。

　一緒に学校に行ったね？

　同じ教室で授業を受けたね？

　夜、泣いていると頭を撫なでてくれて。

　そっと抱きしめて、大丈夫だよ――と言ってくれた彼女。

　何気ない日常のひとつひとつを、グリコは覚えている。一緒に買い物をしたり、降る雪をただ眺めたり、なんでもない、けれど幸せな毎日だった。

　それだけは――本当。

「生きていて、鈴音」

　血まみれのスプーンを握りしめたままの神様に、そっと微笑ほほえみ、グリコは祈るように自分の胸に手を置いた。

　賢さか木きに、彼女の心を守ってやるよう視線で頼む。

　世界に、まだ終わっては駄目だと叫ぶ。

　黙示録の描く終末のような虚無の中心で、眼がん球きゆう抉えぐり子こは血まみれの肉に織られた真紅の翼を羽ばたかせる。威い嚇かくするように鬨ときの声をあげ、少女と青年を抱きしめたまま獣のように吼ほえる。すでに化け物と成りはてた６６６の獣――蟲むしを残らず汚染した毒の化身、悪魔の王のごとき存在は、生命の躍動に満ちた声を長く放つと――。

　躊躇ためらいなく、その鋭い隻腕を自らの胸に陥没させた。

　そして瞬時に引きずりだす。林りん檎ごのように真っ赤な、酷ひどく生々しい心臓を。

「――さぁ」

　血管をぶらさげ、鮮血を滴らせたその命そのものを、グリコは眼前の少女に見せつける。鈴りん音ねは悲鳴を押し殺し、ただそれを凝視していた。

　グリコが何を言おうとしているか、彼女に何をやらせようとしているか――たぶん、伝わった。返り血に染まり、愛いとしい恋人にただ手を握ってもらいながら、神様はそっとスプーンに貫かれたままの手のひらをグリコの心臓に添えてきた。

「生きていても……良いことないかもしれないよ」

　かるく金属質な、透き通った綺き麗れいな声。賢さか木きの好きだった声。宇う佐さ川がわ鈴音の声で――この世界の創始者は、血混じりの紅あかい涙を零こぼした。

「みんな忘れちゃうかもしれないよ。グリコちゃんのことも、先生のことも、この世界のことも……ぜんぶ」

「それでもいい」

　寂しいけれど。彼女が生きていてくれるなら。

　さぁ、鈴音。グリコを殺して。それで生きかえるのだ。毒を克服し、元の世界へ帰れ。

「……やだよ」

　小さく、彼女はつぶやいた。グリコは呆ぼう然ぜんとしてしまう。この期に及んでまだ甘ったれるのか――とも思ったが、どうもちがっていた。

　鈴音は微笑ほほえみ、空洞になったグリコの胸を手で撫なでた。周囲は一面の漆黒で、夜よりも暗いこの世の終わりで、何もない。

　そこに、まず光が生まれた。

　太陽のような輝きが、ぽつんと生まれ、世界を照らし――虚無を残らず駆逐していく。明るくなって、神様の表情がよく見えた。

　それはグリコのよく知っている、優しい少女の顔だった。

「死なせないよ、グリコちゃん。私だって……グリコちゃんが死ぬのは嫌だもの」

「けれど鈴音」

　自分は毒だ。芥あくた川がわ白しら雪ゆきを殺す毒の化身だ。死ななくては、神様は、この世界は確実に死ぬ。そう思ったのに――彼女は、鈴音は、なんだか生意気に胸を張って笑った。




「私を誰だれだと思ってるの？」




　光が世界を照らしあげると、広大な輝きに天地が生まれ、そこに山や海が満ち、空には雲が流れ、植物が我先にと生え茂り――小鳥が飛んだ。

　ちちち、と鳴き、羽ばたくその小鳥は空の向こうに消えていった。

　風が踊る。空気に匂においが帰ってくる。世界が、戻ってくる。否いな――ここに完かん璧ぺきに創造される。そこには獣の群れが走り、温かな日差しを樹木の葉が吸い、透明な湖では魚が跳ねて波紋をつくっている。

　グリコは心臓を握ったまま、呆あつ気けにとられて世界を仰いだ。すぐそばを猫に追われる鼠ねずみが通りすぎ、気がつくと透明な棺かん桶おけの周囲は――爽やかな大自然に囲まれていた。

　揺れる梢こずえと、虫の声、遠くから聞こえるのは――船の汽笛？

　人間がいる。また、生まれた。この世界が滅びかけていたなんて――嘘うそのように。

　王子様のキスで目覚めたばかりのような白雪姫は、少しだけ寂しそうに、まだ血を流していた手のひらをグリコの身体からだに触れさせた。

「一人部屋」

　するとグリコの心臓が生きているかのように胸の穴に飛びこんできて、散乱していた血液も吸いこまれるように呑のまれていく。グリコは戸惑い、理解できずに鈴りん音ねを見て、我ながら馬ば鹿かみたいだと思ったが、困りきって質問した。

「ど、どうなったんだ……これ？」

「天地を創造したんだよ」

　簡単なことのように言う。否いな――簡単なのだろう、彼女は神様で、ここは彼女の世界で、どのようにするのも彼女の自由だ。

　グリコは肩に留まってきた鳥を眺め、賢さか木きとともに変な顔をする。賢木もひたすら仰天しているだけで、彼の愛した神様へ大真面目まじめに問いかける。

「鈴音……つまり、鈴音は死なないで済むのか？」

「ううん死ぬよ。毒が消えてないでしょう」

　グリコを見つめて素直にそう言い、彼女は気持ちよさそうに日光を浴びている。

「だからこれも、一時的なものだよ。圧倒的にエネルギーが足りないから、このままじゃすぐにまた崩壊しちゃうだろうね」

「だったら――」

　無意味だ。こんなもの、神様の死を早めるだけではないのか。思い、グリコはどうしたらいいかわからないで狼ろう狽ばいし、神様を責めるように見つめる。

　せっかく死ぬ覚悟を決めたのに。寂しいのも、哀かなしいのも我慢して心臓を捧げたのに、無駄にして――この神様は、自分のやったことがわかっているのだろうか？

　その神様はなんだか呑のん気きなことに、そのへんを飛んでいた蝶ちよう々ちようを捕まえていた。ふわ、ふわ、と羽根を舞わせるその美しい虫に、微笑ほほえみかけて――。

「あなた、今から毒林檎」

　呆気なく、その手のひらで握り潰つぶした。鱗りん粉ぷんと、細かい蝶の身体が散乱する。グリコはその行為の意味がよくわからなかったが、賢木は納得したように頷うなずいた。

「なるほど。毒林りん檎ごの『役割』を、グリコから蝶々に移したのだな」

「うん一人部屋で設定を書き換えてね。これで、グリコちゃん死なないでいいよ」

　にっこり微笑ほほえみ、ようやく事情を理解したグリコを彼女は愛いとしそうに眺めてきた。

　世界を滅ぼさず、またグリコも殺さない、そんな奇跡は――酷ひどく簡単なものだった。全知全能は伊だ達てではない。神様は、その気になればなんだってできるのだろう。

　けれど、毒を潰つぶしてしまったから、彼女は目覚めなければならない。いいのか。それでいいのか。脅迫まがいのことをして死を望んだグリコの言えることではないが、彼女はそれでいいのか。

「先生。グリコちゃん」

　世界のすべてを蕩とろけそうな表情で――まるで、忘れないよう、眼め球だまに刻みこもうとしているかのように、真剣に注視して彼女はつぶやいた。

「あなたたちが、私に生きろって言ったんだよ」

　横を向いていたその相そう貌ぼうから、涙の雫しずくが流れて落ちた。

「だから……責任とってね、また生きるのが苦しくなったら、大変になったら――たまにでいいから、私と会って。喋しやべって。遊んで。慰めて」

　やはり弱々しく、それだけ掠かすれた声で囁ささやくと、鈴りん音ねはそっとグリコと、賢さか木きの瞳ひとみを覗のぞきこんできた。それは自や棄けになった泣き顔ではなく、生きる意志をもった強い笑顔だった。

「この世界で。また会おう」

　そっと頷うなずく。賢木も同じだった。生きることを選んだ神様を、愛したひとを、ただ勇気づけるために。無事に、立派に、送りだすために。

　グリコは真しん摯しに、別れの哀かなしみを押し殺して宣告した。

「安心しろ。おまえがいないあいだ、グリコがこんな世界くらい守ってやる。嫌になったらいつでも帰ってこい……鈴音」

「うん。あ――もう時間みたい」

　ゆっくりと、鈴音のすべてが薄くなっていく。毒が消え、芥あくた川がわ白しら雪ゆきが命の危機から解放されたことにより、生と死の狭間で生まれたこの世界に、彼女は存在することを許されなくなったのだ、と思う。

　鈴音は何度か指をふり、光をあちこちに飛ばして、首を傾かしげた。

「いちおう、私が消えてもこの世界が無くなっちゃわないように……したつもりだけど、大丈夫かなぁ。うん、大丈夫なはず。大丈夫……だよね？」

　不安そうな彼女に、グリコは腕を組んで言ってやる。

「いいから早く行け。ぐずぐずしてると眼球えぐっちゃうぞ」

「抉えぐられるのはもうやだなぁ……」

　足下から消滅していく鈴音は、そんなことを言って微笑み、最後に賢木を見つめた。

「先生……」

「鈴音」

　賢さか木きは言葉も出ないようで、彼女が生きのびられることを喜んだらいいのか、もしかしたら二度と会えないかもしれないことを哀かなしめばいいのか、わからないで複雑な気持ちでいるように見えた。

　そんな情けない彼の頬ほおに、鈴りん音ねはちょっと悪戯いたずらっぽくキスをして。

「先生、私がいない間――グリコちゃんと浮気しちゃ駄目だよ？」

「するか！」

「誰だれがッ！　こんな男と！」

　なんだか懐かしい感じに騒ぐ二人に腹を抱えて笑い、大きく手をふって、芥あくた川がわ白しら雪ゆき――この世界の神様、グリコの恩人で友達、宇う佐さ川がわ鈴音という少女は消えていった。




　最後の言葉は――。

　またね、だった。













プロローグ

白雪姫











You will have to work hard and sweat to make the soil produce anything,




until you go back to the soil from which you were formed.




You were made from soil,




and you will become soil again.




"Yes indeed! I am coming soon!"




So be it.




Come, Lord Jesus!




May the grace of the Load Jesus be with everyone.







　　[image: ]






　僕の担任教師は、変だ。

　名前は芥あくた川がわ白しら雪ゆき。

　年齢は教えてくれないけど、まだ若いと思う。せいぜい二十代だろう。担当教科は現代国語で、書道部の顧問もやっている。あと、教師は公務員で副業禁止のはずなのに、こっそり小説を書いて本もだしている。

「……あ、遅かったね」

　今日も先生は銀縁の眼鏡を煌きらめかせ、偉そうに教室の机に脚を載せて生意気な顔をしていた。べつに背は低くないし、幼児体型なわけでもないのに、なんでだか子供っぽい感じがするひとだ。

　僕の通う県立香か奈な菱びし高等学校は授業を終えた放課後で、あまり部活動に熱心な学校でもないから、ほとんど人気がない。夕日が差しこむ窓の向こう、第二グラウンドでは陸上部が練習をしているようだけど、やっぱりどこかみんな気け怠だるげだった。

　まぁ、他のひとのことはいい。問題なのはこの踏ん反りかえっている躾しつけの悪い大人おとなのひとだ。まったく、教師のくせに、なんでこう礼儀知らずなのか。ジーンズだからまだいいものの、服装によっては大変に下品な姿勢ですよ、それは。

　などと、益体のないことを内心で突っこみながら、僕は鞄かばんから四冊の本と、文字がぎっちり印刷された百枚ほどの原稿を机に置いた。誰だれの机かは知らないけど、気にしないでそこに腰かける。

　そして開口一番、彼女の書いたこの文章を一読した感想を、告げる。

「先生、僕を騙だましましたね」

「あらま？　それはどういう意味かな」

　傾けていた椅子のバランスを崩して転びそうになり、慌てて姿勢を正した先生はやっぱり子供っぽく唇を尖とがらせた。

　僕は緑色のカバーが目立つ、何か奇怪な題名と人間の名前とは思えない筆名が載った本――この先生が出版した文庫を机に叩たたきつける。

「いったい、どこらへんが、高校時代の先生の思い出ですか。淡い初恋と友情の物語ですか。あんたノンフィクションっていう言葉の意味をよくわかってないでしょ？」

「えへん」

「褒めてませんから念のため」

　氷河期の視線で見つめると、ぶう、と先生は拗すねて懐から煙草を取りだす。そして普通にライターで火をつけて世にも幸せそうに吸うのだった。

　ぶはっ、と思いっきり煙を吐かれ、僕は何度も咳せきこむ。何を考えてるんだこのひとは。彼女とは今年、担任になる前から書道部関係で交流はあったけど、未いまだにどんな性格してるのか読みきれない。

　制服に臭においがつかないよう、原稿で風を送りながら文句を言う。

「教室で煙草を吸わないでください。目撃されたら免ク職ビですよ」

「ふぅんだ。私の小説がわかんない生徒の言うことなんか聞かないもんね。副流煙で死ぬがいい。通常の三倍！　通常の三倍！」

　何がだ。肺癌の発症率か？

　本気で嫌になりながらも、僕は手にした原稿を流し読みする。これから本にするために推すい敲こうするとかで、なんも知らない第三者の意見を聞きたいと僕が読まされたわけだ。

　既刊のほうは、なんか漫画みたいな挿絵がついてて、珍しい感じがした。

　まぁそちらは参考で、急いで目を通してほしいというのがこの本になっていない、印刷用紙に刻まれまくった活字である。

　この変な先生が十六歳だったころの、心に残った出来事をかなり忠実に書いてみたというから興味をもって徹夜して読んだのに。内容は漫画だった。何より。そもそも。

「この小説、あんたまともに登場しないじゃん……」

「先生に向かって〝あんた〟というのはどうかと思う」

　むくれて、何を今さらという注意をし、なんだか懐かしそうに白しら雪ゆき先生は原稿へ手を伸ばした。その手のひら――中央に、何か古い傷跡があって、僕は驚く。

　印刷用紙の原稿、その最後。夢の中だと思われる世界で、宇う佐さ川がわ鈴りん音ねという少女が負った傷。眼がん球きゆう抉えぐり子こという鈴音の友達が、自分の胸に向けて突きだしたスプーンを止めて抉えぐられた――のだったか。

「あぁ、これね」

　先生は、愛いとしそうに傷跡を撫なでた。その仕草も、生々しい傷も、とても冗談とは思えないほどリアルだった。

「不思議だよね。夢みたいな世界だったのに、この傷だけは本当に――」

　言葉を途中で止めて、先生はいつも首から提げているチェーンを引っぱった。その先には何か錆さびついた、古いスプーンが繋つながっていて、僕に寒気を感じさせた。

　先生はそんな僕を見て調子に乗り、偉そうに胸を張ってスプーンをふり回す。

「眼球えぐっちゃうぞっ、てね？　これも、なんでだかあの世界からもってこれたんだぁ。私の手のひらを貫いたまんまさ。だから……私は信じるな」

　大人おとなのくせに、子供みたいに夢見る視線で、先生は思い出を見つめる。

「あの世界は、夢じゃなくって、本当にあって――私は、たしかにあのころ宇う佐さ川がわ鈴りん音ねで、グリコちゃんと出会って、先生と恋をしてさ、生きていたわけですよ。えへん」

「今じゃあんたが先生って呼ばれる立場ですけどね」

「恋してみるかい、少年？」

「勘弁してください」

　本気で退いて、けらけら笑う先生を睨にらみつける。初うぶな青少年をからかって何か楽しいのかこのひとは。

　しかし――もちろん、僕は先生のことを嘘うそつきとは呼ばないけれど、ちょっと普通では信じられない話だった。残酷で、無慈悲で、そのくせ甘ったるくて、胸にもたつく、本当にあったとしたら嫌な物語だった。

　先生が、そこに宇佐川鈴音という人格で潜りこみ、最後は生きることを選んで、戻ってきたとしても――やっぱり、全部が夢だった可能性は捨てきれないし、現実はつまらない設定になっているから、たぶんそれで正解なのだろう。

　けれど、僕は想像してしまう。

　僕らは、誰だれもが心の内側に、自分を中心とした世界をもっていて、そこでは僕が主人公の神話が綴られていて――いつか死に、世界に終わりが訪れるまで、その世界は僕の知らないところで存在している。

　先生が辿たどりついたのは、そんな世界のひとつで、今も――先生の内側では、眼がん球きゆう抉えぐり子こや、賢さか木き愚ぐ龍りゆうや、他にも色々、変てこな人間たちが生活しているのかもしれない。

　死にかけて、生と死の狭間にいる間しか、お邪魔できないちっぽけな神話の世界。

「……君もいけるさ。この世界が嫌になったらね」

　先生は心を読んだみたいに、眼鏡を直して偉そうに言った。

「面白いぞぉ。幸せだぞぉ。最高だぞぉ」

　遊ぶみたいに手招きの仕草を繰りかえす阿あ呆ほうな先生に、僕は鼻で笑い、ちょっとだけ真面目まじめにつぶやいた。

「いいえ、僕はこの世界に絶望してないから無理ですよ。……今の先生と同じでね」

「そうなんだよねぇ。こっちの世界も意外と楽しくてねぇ、あれからずっとみんなと会えなくて――」

　そう言うと、急に不安になったみたいに、僕のおかしな担任教師は、自分の胸に手を添えて必死に呼びかけた。

「グリコちゃん！　先生！　もしかしたら心配してる？　でも……大丈夫だよ！　私、まだ生きてるよ！　元気だよ！　それなりに幸せだよ！」

　それは、傍はた目めから見たらかなり頭のおかしい、奇妙な行いだったけれど――僕は何な故ぜだか感動してしまった。誰だれよりもそばに恋人と友達がいるのに、会って話せない、触れあえない、それは寂しいことだろうと思った。

　聞こえているなら、どうか、返事をしてあげてほしい。先生の創ってしまった世界で、偶然に――奇跡のように誕生した不思議な人々。彼らが精一杯に生きて、まだ生きたいと強く思ったから、たぶん……このひとはこちらの世界に帰ってこれた。

　自分が神様じゃない、未来がまったく予想もつかないこの世界では、何かと苦労も多いけれど――この先生は、たぶん大丈夫。頼もしい仲間が、彼女の内側の世界にはいる。

　僕を中心とした世界には、どんなひとが住んでいるのかな？

　馬ば鹿からしいけれど、そんな想像をして笑った。自分が嘲あざけられたと思ったのか、真っ赤になった先生は何事か文句を言ってくる。いいえ、阿あ呆ほうな妄想だとは思ったけど――なかなか素敵な気分になれましたよ、先生。

「もうっ！　グリコちゃんたちは本当にいるんだから！　私の内側に――ちゃんと生きてるんだから！　笑うな！　もうもう！　馬鹿にして！」

　はいはい。申し訳ありませんね。もう笑いませんよ、先生。

　だから現実が嫌になって、あちらの世界に旅立っていかないでくださいね。あなたのこと、まだぜんぜん何も知らないんですから――僕は。




　先生の物語が、本当か嘘うそかはわからない。

　けれど――彼女の手のひらにある傷と、血か何かで錆さびたスプーンと、文庫本で五冊ぶんの神話――ちんけな神様の思い出話が、なんとなく本当のことだったのだと思わせる。

　先生のなかに、たしかに世界があって、そこには血と涙と骨肉と愛と、あと何やかやと、色々なものがあったのだろう。

　ちょっとだけ実際に見てみたいなと、僕は叶かなわぬことを思ってみた。まぁ、そう慌てなくても、いつか死ぬ直前に似たのが見れるかもしれないし。

　今は、この世界で適当に満足しよう。おかしな先生と、友達と、家族と、下らない――けれど、得難い毎日を、曖あい昧まいに、幸福に。




　僕の担任教師は、変だ。

　名前は芥あくた川がわ白しら雪ゆき。

　自称〝神様〟で、元気で馬ば鹿かな――人間だ。








完







あとがき







　古今東西の神話において、たいてい神様はまず巨人を殺します。原始の世界に居座る強大な巨人を殺すその行為は、そのまま神様＝『私』が巨人＝大人を否定し、彼らに支配された世界ではなく、新しい自分だけの世界＝人生を創っていくことの寓意だと思います。

　この蟲むしと眼め球だまシリーズでも最初に巨大な夢界獣を殺していますが、べつに神話になぞらえたわけではなく、偶然です。本作で僕が捏ねつ造ぞうした『神と私の一致構造』という考え方も、多く偶然に頼っていますし、こじつけに近いです。

　でも、真実にちょびっとは掠かすっているのではないかと……というか、たとえぜんぜん的外れでも、こういう考え方もあるのだと誰だれかに思ってもらえたら良いです。

　と、前置きはここまで。

　こんばんは。日日日あきらです。蟲と眼球シリーズ最終巻、『蟲と眼球と白雪姫』をお届けします。なぜか僕はシリーズの第一巻はたくさん書いているわけですが、最終巻を書くのは初めてで、緊張するというか、変な失敗してやしないだろうかと思うと怖いです。

　とにかく、ここまでこれたのも、支えてくださった編集者さん絵師さんを始めとしたプロの方々と、読者の皆さまの声援のおかげだと思います。

　特に、日日日の我わが侭ままにも怒らず柔軟な対応をし、丁寧に仕事をしてくれた担当の佐藤さん。本やＣＤなどを差しいれてくれたり、疲れたときには労いたわってくれた旧担当の金田一さん。可愛かわいらしく独特の絵柄で蟲と眼球のグロい世界観をほんのり柔らかくしてくれた、絵師の三み月つきまうすさんには格別の感謝を。

　おかげさまで、蟲と眼球シリーズは漫画化につづいてＣＤドラマ化も決定しました。可愛い絵やお手紙を送ってくれた読者さま、本屋にたくさん並んだ小説からこの蟲と眼球シリーズを手にとってくれた読者さま、皆さまのおかげです。ありがとうございました。

　前作『蟲と眼球と愛の歌』の冒頭、『神と私の一致構造』で明言しなかった『神様の目的』について、ここで答えを書いておこうと思います。

　神様の目的は、平和で、幸せな世界をずっとつづかせること。

　＝『私』の目的は、平和に、幸せに長生きすること。

　この小説がほんのちょっとでも、皆さんが平和で幸せな人生をおくる手助けになればと思います。長生きしてくださいね、全世界の神様たち。

　最後になりますが、本当に、ここまで読んでくれてありがとうございました。

　ふとしたときに、グリコたちのことを思いだしてくれたら嬉うれしいです。


日日日。
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　イラストレーター
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